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　突然、現あらわれた東とう京きようスカイツリー、上空を飛ぶジャンボジェット。それを見た生徒たちが元の世界へ戻れたと歓かん声せいを上げていた。

「作業用アンドロイドサポートロイド」

　その中で銀髪の少年の姿を持つアサクラことアーサーは一人冷静に、大会議室の入り口を固めていた作業用アンドロイドの方へ歩み寄り命めいじる。

「身み柄がらを拘こう束そくしておいたハウンドたちを解放して、こちらへ連れてきなさい。何か役に立つ事もあるでしょう」

　作業用アンドロイドたちが去さっていくのを確認したアーサーは、達たつ哉やたちが見上げる窓の側そばへ戻り、アサクラの口調に戻ると言った。

「ジャンボジェットという事は、あれはジェット機かい？　どうやらここがパッチワークワールドじゃないのは確かなようだな」

　すでにジャンボジェットは飛行機雲を残して小さくなってしまっている。

「ジェット機なんて久しぶりに見たよ。随ずい分ぶんと原始的な設計のようだけど」

「ジャンボジェットって結けつ構こう古い飛行機だし。確かそろそろ退たい役えきするって……」

　そう答えかけた達哉はアーサーの言葉に首を傾かしげる。

「あれ、そういえばパッチワークワールドじゃろくに飛行機とか見かけなかったよな。翼よく竜りゆう型のロボットだけで。あんたたちシティファーザーズだって、トレーラーで移動していたわけだし」

「馬鹿者！」

　後ろで話を聞いていた立りつ花かが出し抜けに達哉を叱しかりつける。

「お前はパッチワークワールドの特とく徴ちようも知らぬのか！　あのボゥイとかいう女のシティファーザーズから聞いていないのか!?」

「はぁ？」

　ぽかんとする達哉にほのかが助け船を出す。

「パッチワークワールドの大気には、火山性のガスと火山灰が含ふくまれているのよ。だからジェット機やターボプロップ式の飛行機は、エンジンの消しよう耗もうが激はげしくて使えないの。私たちの世界だって、何年か前にそんな事があったじゃないの」

「あ～～、そうだっけ？」

　達哉は首を傾げるだけだ。その横では西部かぶれの格かつ好こうをした中年の男、ランドゥが厳きびしい表情のまま、上空の飛行機雲を見つめていた。

「まぁ、そういう事。だからパッチワークワールドではロケットやグライダー、羽ばたき式飛行機オーニソプターしか使えないんだ」

　ほのかの説明にうなずくアーサーを見て、達哉も一応は納なつ得とくしてみせる。

「そうか、そんな設せつ定ていがあったのか。なかなか凝こった設定で、これならマニアさまも安心だ！」

　訳のわからない感心をする達哉を呆あきれた顔で一いち瞥べつしてから、ランドゥはアーサーの方へ振り返る。

「それでよぉ、シティファーザーズのアーサー様よ。このまま達哉の世界に来ちまってどうするんだよ？　お前らこの世界じゃただのろくでなしだろう」

　そう言うとランドゥは周囲の生徒たちを見回す。確たしかに皆、歓声を上げて元の世界への帰き還かんを喜んでいた。

「それはお互たがい様だ、ランドゥの旦だん那な。それに僕ぼくの事は今まで通りアサクラでいい」

「んだと、貴き様さま！　てめえはアーサーだ！　シティファーザーズのアーサーだろうが!!」

　アーサーの返答にランドゥは手にした非ひ殺さつ傷しよう型がた軽けい機き関かん銃じゆう『スパイダー』の銃口を上げる。それを見た達哉は慌あわてて二人を止めにかかった。

「まぁまぁ、いいじゃないか。お二人さん。俺たちは自分の世界へ戻ってこれたわけだし、帰る方法は何かあるでしょ」

「相変わらずてめえは、救いがたいくらいの楽天家だな」

　嘆たん息そくするランドゥだが、立花は達哉に食ってかかった。

「だ、大体、帰る方法が本当にあるというのか!?　パッチワークワールドへ来た都市でさえ、自由に元の世界へ戻れなかったのに！　こちらの世界からパッチワークワールドへ帰る手段があるというのか!!」

「それは……」

　立花の方へ視線を送った達哉はさすがに口ごもる。立花は拳こぶしを震わせ、懸けん命めいに涙を堪こらえているようなのだ。ほのかはそんな立花の傍かたわらにしゃがみ込み、元気づけるように肩に手をかけようとする。しかし立花はその手を振り払った。

「お爺じい様や『花はな形がた』の皆みなを残してきてしまったのだ！　私はこれから一体どうしたら……」

「立花お嬢じようさま、お気を落とさずに……」

　立花の手に握られた日ひ傘がさ型ロボットの樋ひ笠がさは何とか励はげまそうとするが、うまい言葉が見つからぬようだ。

「なぁに、そんなに悲ひ観かんする事もないと思うよ。達哉くんの言うとおりだ。君はなかなか面白い人間だね」

　出し抜けにアーサーがそう言った。

「なにすかした事言ってやがるんだ」

　渋しぶい顔でそう言うランドゥに、アーサーはしたり顔で空へと顎あごをしゃくってみせる。

「見ろよ、ランドゥの旦那。ランドキッドナップ現象に伴ともなう竜たつ巻まきが消える様子がない」

　アーサーの指摘にランドゥはもちろん、皆も窓の向こうへ視線を戻した。学園都市『ヘキサスコラ』の周囲を包み込む竜巻の壁かべ。その上に東京スカイツリーの上部や、空を飛ぶ飛行機は見えるが、竜巻そのものは一向に消える気配はない。

「君たちがパッチワークワールドへ転てん移いしてきた時は、こんなに長く竜巻は続いたかな？」

　アーサーのその問といに、ランドゥはテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直すだけで答えようとはしない。

「どうだったかなぁ？」

　達哉は首を傾げるが、ほのかはすぐに気が付いたようだ。

「そういえば……、転移後は数分も経たたない内に竜巻は消えたと思います」

「そうだろうねえ」

　したり顔でうなずくアーサーにランドゥは難なん癖くせをつける。

「てめえが他の世界を行ったり来たりした経験があるわけでもないだろうに、知った口をきくんじゃねえよ」

「ははは、これは手て厳きびしいな。だけどランドゥの旦那、そう断言するのはまだ早いよ」

　意い味み深しん長ちようなアーサーの言葉に、ランドゥも憮ぶ然ぜんとするだけだ。

「アーサー。お前、何か知っているのではないか？　知ってるとまではいかなくとも、何か察さつしがついているようだが？」

　まったく見知らぬ世界へと転移してきたにもかかわらず、余よ裕ゆう綽しやく々しやくのアーサーに立花は何かあると踏ふんだようだ。気を取り直してそう問い質ただす。

「いやぁ、どうなんだろう。逆転移が完全じゃなくて、不安定なだけかも知れない」

「おお、それは割とありそうだな!!　不安定な特とく異い現げん象しようというのも、割とありがちな設定だ！」

　あっさりと納得してしまう達哉に立花はいきり立つ。

「お前はもう少し考えてから物を言え！　考えてから!!」

　立花にそう言われて達哉はしばし考え込み、そしてはたと手を打った。

「うん、待てよ……。そうだ!!　元の世界へ戻ってきたんなら携帯が通じるんじゃないか？」

「また話の腰を折るな!!」

　しかし達哉がそう言うまでもなく、周囲ではその事実に思い至いたった生徒たちが、手に手に携帯を取り出して確認していた。

「まだアンテナが立ったり消えたりね……」

　ほのかはそうつぶやくと、自宅へ電話をかけてみた。しかし芳かんばしい結果はなかったようだ。すぐに頭を振った。

「私の家にかけてみたけど繋つながらないわ。一瞬、呼出音は聞こえたようだけど……」

　やはりまだ電波状態はよくないようだ。

「……ああ、そうだな。うん、そうか。わかった。じゃあ試してみるとしよう」

　どこかに内線電話をかけていた春はる川かわが皆に向かって声をかける。

「途切れ途切れだが外部との無線は通じると、大学の天文台から連絡があった。それにテレビも映うつるそうだ」

　そう言うと春川は大会議室に備そなえつけてあった液晶モニターをＴＶ画面に切り替える。

「うぉ！　映った！」

　声を上げたのは達哉だけではない。液晶モニターには見慣れたニュース画面が映し出されたのだ。デジタル信号特有のブロックノイズに覆おおわれているものの、背広姿の男性アナウンサーの姿と、そして声は伝わってくる。そして何よりアナウンサーの背後に見えるその映像に皆は声を上げたのだ。

　そこには『ヘキサスコラ』が映っていたのだ。

「臨りん時じニュースです。……前に東京湾わん岸がん……スコラが、現れたという連絡が……。現在関係各所……。未確認の情報では」




「これ以上は接近できないな」

　会議棟から外へ出たボゥイは、二体の作業用アンドロイドを従えて、『ヘキサスコラ』を囲む竜巻の壁の調査を続けていた。しかし竜巻は一向に勢いを弱める気配はない。しばらく『ヘキサスコラ』の周囲を調査して回ったが状況は一向に変わらない。時折出くわす学園内の生徒たちは、誰もが元の世界へ戻れたと思い安あん堵どしているが、ボゥイは疑問を抱いだき始めていた。

　おかしいな……。金髪のツインテールを風になびかせながら、ボゥイは自じ問もんする。

　他の世界からパッチワークワールドへ転移してきた都市なら、ものの数分で竜巻は衰おとろえていくはずだ。すでに三十分以上、いや一時間近くも竜巻の壁は消えずに残っている。逆転移の場合は違うのか？　このまま竜巻の壁が消えないとしたら、この都市はどうなるのだ？

　離はなれて観察してもこれ以上の事はわからない。作業用アンドロイドと共に竜巻の壁ぎりぎり接近してみたが、これ以上は無理なようだ。ボゥイも作業用アンドロイドに摑つかまっていないと吹き飛ばされてしまう。

「戻るぞ！　これ以上は危険だ」

　いや、むしろ竜巻の勢いは再び激しさを増しているようである。さしものボゥイも身の危険を感じて作業用アンドロイドへそう命じた。

　これでは、まだ転移現象が終わっていないようではないか。いや、ひょっとして……。




　そうだな、間違いなく。この現象は……。

　窓から竜巻を見上げてアーサーは密ひそかにほくそ笑む。そして再び大会議室の中へ視線を戻した。

　間違いなく、この学園都市には二人いるはずだ。そうだとするとあの仮説が正しかった事になる。

　心しん中ちゆうでそうつぶやくアーサーの視線は、液晶モニターを見上げる達哉からほのか、そして他の皆へと移っていく。

　状況から察してあの二人という可能性が高いが、念の為ため、他の連中の様子も見ておくとするか……。

「ランドゥ！」

　突然、大会議室の入り口から女の子の声が響ひびく。ランドゥや達哉が頭を巡めぐらせると、赤毛の少女、クリスが駆かけ込んできたところだった。その姿にアーサーはにやりと笑う。

「一体なにがあったの!?　あの竜巻って、都市が転移する時に起きるものだよね？　それに、それに……」

「あ～～、わかったわかった。面めん倒どうくせいから達哉が説明してやれ」

　ランドゥから水を向けられた達哉は勢い込んでクリスに説明する。

「だからほら、『ヘキサスコラ』が逆転移で元の世界へ戻ったというわけでさ。そしたら上をジャンボが通っていて、竜巻は消えないんだけど、テレビのニュースで今ここの事が放送されていて……」

「もうちょっと順じゆん序じよ立てて説明しなさい」

　ほのかが呆れてそう注意した。

「早い話がこの学園都市が元の世界へ戻ってしまったというわけだ。まだ竜巻の壁は消えていないがな……」

　少し気を取り直した立花がそう説明する。

「ええ～～ッ、噓うそ!?　どうするのよ、ランドゥ！　……あ、アサクラちゃんもいたんだ。でも一緒に捕つかまってなかったよね？」

　その時になってようやくクリスはアーサーの姿に気付いたようだ。

「まぁ色々と事情があってね。なぁランドゥの旦那」

　馴なれ馴れしくそう言うアーサーに、ランドゥは忌いま々いましげな視線を送ってから、クリスの方へ向き直る。

「どうするって言われても、この状況じゃあいくら俺でもお手上げだ。それからこいつはアサクラじゃねえ。いやまぁアサクラなのは確かだが、シティファーザーズのアーサーだ」

「へ？」

　ランドゥの言葉にクリスは怪け訝げんな顔をするだけだ。

「おやおや、大変な事になってるようだね」

　クリスに続いてアンドロイドに伴われた他のハウンド、老ろう婆ばのシノや姉弟のハルとジローが大会議室へ入ってきた。

「別の世界へ転移だってさ。どうしようか、姉さん？」

「どうしよって言われてもねえ」

　ハルとジローも困こん惑わくするばかりだ。しかし三人はアーサーが自分たちをしげしげと観察している事には気付かなかった。

　これは……、やはり違うな。最初の見立て通りか。

　アーサーは確かく信しんを得ていた。

　その時だ。ほのかの携帯電話が鳴る。それが合図であったかのように、達哉や皆の携帯電話が、着信音や着メロを鳴らし始めた。

「お母さん!?」

　画面に映し出される発信者にほのかは声を上げる。

「お、俺は家からだ。メールも来てるぞ」

「俺もだ、俺も！」

「私も!!」

　どうやらテレビのニュースで知って携帯に連絡したのだろう。一いつ斉せいに携帯に連絡が入ってきた。

「お母さん!?　うん、私。ほのか。大丈夫よ、達哉もみんなもいるし……」

　涙を堪えながら話すほのかの横では、達哉も自分の携帯に出ていた。













「お～～、オレオレ。実は交通事故を起こしちゃってさぁ、すぐに口座に百万円ほど振り込んでくれないかなぁ……。なんちって、あ～～平気平気。ちょっとした冒ぼう険けん気分だよ。うん、まだちょっと物足りないかなあ」

　調子よく家族とそんな会話をする達哉にランドゥは呆れた顔をするだけだ。しかし立花は無言でそんなランドゥにしっかりとしがみつくだけ。その胸きよう中ちゆうを察したランドゥは立花の頭をなでてやる。

「気にするな、お嬢さん。すぐに帰れる」

「べ、別に私は……！」

　最初はランドゥの手を振り払い、意地を張ってみせる立花だが、すぐに後の言葉は出てこない。結局はまたランドゥにしがみついてしまった。

　そんな立花に向かって、クリスが腰を屈かがめて言った。

「いいのいいの、誰だって寂さびしいんだから。今はランドゥに甘えちゃっていいよ」

「だから、別に寂しい訳では……」

　そう答えかけた立花はクリスが涙を堪えている事に気付いて口ごもる。

「えへへ、いいんだって。私だって……、元の世界の事を思い出しちゃった」

　パッチワークワールドでは無む限げんに存在する並列世界から、都市を転移させる現象『ランドキッドナップ』が起きている。ランドゥやクリスたちは、それぞれ別の世界からランドキッドナップ現象により都市ごとパッチワークワールドに転移してきたのだ。

「お前……」

「そういやクリスはパッチワークワールドに来てから三年か。まだ記憶は残ってる程度だな」

「うん、まだ割とね」

　クリスはランドゥの言葉にうなずいた。

「そうかい、今が一番辛つらい時期だろうね。それを過ぎたら忘れてしまうからね。私みたいにさ」

　シノはクリスにそう言うとハルとジローの方へ向き直る。

「あんたたちはパッチワークワールドへ来てから何年だい？」

「五年だっけ、姉さん？」

「さぁ」

　弟の問いにハルは白しらけたように頭を振る。

「全然覚えてないし～～。きっとそれくらいじゃないの。まぁ別に今さら気にしても意味ないし」

「まぁ、人それぞれだ」

　ランドゥはそう言うと立花の頭をぽんと叩たたく。

「覚えていられるのが幸せなのか不幸なのか。誰に決められる事でもない。癪しやくな話だが、今はまずそのパッチワークワールドへ帰る方法を考えねえとな」

「うん」

　そう言うランドゥにしがみついたままで立花はうなずいた。

「だから私も今はランドゥに甘える～～！」

　言うなりクリスもランドゥに抱きつこうとする。

「ええい、鬱うつ陶とうしい！　ひっつくな!!」

「ひっつくも～～ん！」

　立花にしがみつかれたまま、抱きつこうとするクリスから逃げ回るランドゥだが、達哉やほのかたちは、携帯電話で家族や友人知人と連絡を取り合うのに気を取られており、ハウンドたちの会話に注意を向ける余裕などなかった。

「そうか、まぁ父さんには心配する事はないって言っておいてくれ。どうせすぐに……。あ、あれ？」

　最初に電話をかけてきた母、そして代わった弟と話をしていた達哉だが、突然、通話が切れてしまった。携帯の表示を見ると電波状態を示すアンテナがまったく立っていない。

「お母さん！　お母さん!!　どうしたの、お母さん!!」

　ほのかや皆も同じ状態のようだ。

「ちょっと待てよ、おい！　まだ話があるんだ！」

「くそ、メールだけでも届かないか？」

　突然、切れた携帯に誰もが困惑気味だ。ニュースを伝えていたテレビへと目をやると、見る間にブロックノイズがひどくなっていくではないか。

「現場にヘリ……藤さん、様子は……。……音声が……ずらく、……次第…………」

　映像が消えると同時にアナウンサーの声も消えてしまった。

「どういう事だ!?」

　ランドゥは窓の外へ顔を出す。竜巻は相変わらず、いや勢いを増している気配すらある。そしてすでに東京スカイツリーの姿も見えなくなっていた。

「おい、アーサー！　貴様、この現象が不安定だと言っていたな！　するとまたパッチワークワールドへ逆戻りって事は……」

　室内へ向き直り声を荒あららげたランドゥだが、いつの間にかアーサーの姿が見えなくなっている事にようやく気付いた。どうやら外部と連絡が取れた皆が騒いでいる間に、こっそり姿を眩くらませたようである。

「あの野郎!!」

　ランドゥは手近にあった椅い子すを蹴けり飛ばし、立花とクリスを振りほどくと、大会議室から飛び出そうとする。しかしその前にクリスたちを連れてきた作業用アンドロイドが立ち塞ふさがった。

「記録された音声を再生します」

　作業用アンドロイドが抑よく揚ようのない人工音声でそう言うと、すぐにアーサーの声が再生された。

「やぁランドゥの旦那。ちょっと野や暮ぼ用を思い出してね。今日はこの辺で退たい散さんさせて貰もらうよ。ああ、それと僕の推すい測そくが正しければ、この都市はすぐにパッチワークワールドへ戻るよ。場所は変わるかも知れないけど。この都市は面白い、僕もいずれ戻る……」

　ランドゥは無言でコートの下からスタンスティック『しばき棒』を取り出すと、音声の再生が終わらぬうちに作業用アンドロイドの頭部にそれを突き立てた。

「あの野郎、どこへ逃げやがった！」

　大会議室から出ようとするランドゥの背に達哉の声がかかる。

「おい、おっさん！　見ろよ、大変だぞ!!」

「それどころじゃねえ！」

　しかし続いた立花の言葉にはランドゥも足を止めざるを得なかった。

「あれは……、シティ『花形』ではないか」




「何があったというのだ……」

　ボゥイは呆ぼう然ぜんとして竜巻の壁を見上げていた。一時、竜巻は恐ろしいまでに勢いを増したかと思うと、今度は瞬またたく間に消え去ろうとしていた。竜巻が消えていく向こうから現れたのは、達哉たちが元いたであろう世界、空にジェット機が飛び、巨大な電でん波ぱ塔とうが天を突く大都会ではなかった。

　見渡す限りの荒野。そしてその荒野の一角には見覚えのある都市の影が見えた。

　あれは……、シティ『花形』!?

　何度か近くまで来ているボゥイが見間違えるはずもない。徐々に弱くなっていく竜巻の向こうに見えるのは、近代とレトロが混こん在ざいする町並み。シティ『花形』のはずだ。

　するとここは……。

　天を仰あおぎ太陽の位置を確認する。太陽もまたパッチワークワールド特とく有ゆうの、火山灰に遮さえぎられたぼんやりとした輝きに戻っていた。

　間違いない。どういう理屈なのかはわからないが、この学園都市は一いつ旦たん、元の世界へ戻りかけたものの、すぐにパッチワークワールドへ帰ってきてしまったのだ。

　シティ『花形』があの位置か、するとあちらの方には……。これはいい。私もまだ運には見捨てられていないようだ。

　作業用アンドロイドは人間の機き微びを計はかるような繊せん細さいな機能は持ち合わせていない。しかしそれでもボゥイは作業用アンドロイドに悟さとられぬようほくそ笑んだ。

　ボゥイもただアーサーに指示されるまま、学園の周囲を調査していたわけではない。いざとなれば行動に出るつもりだった。

　達哉たちの世界がどうなっているのかはわからない。しかし達哉やほのか、学園都市の皆の様子から察して、比較的平和で科学技術が進歩した社会なのは確かなようだ。

　ボゥイはシティファーザーズ評議会に反はん逆ぎやくした身だ。あわよくばアーサーから逃げ延のび、彼等の手を借りて、パッチワークワールドへ帰還して、仲間へ救いの手を差し伸べられないものだろうか。ボゥイはそこまで考えを進めていたのだが、幸いパッチワークワールドへ戻ったため、そこまでの決意は不要になった。だがこのままでは反逆罪ざいでアーサーに処しよ刑けいされてしまう。

　ボゥイは視界の端に、この学園都市まで乗ってきたエアクッション艇ていを捉とらえていた。周囲を調査しながら、エアクッション艇の側までやってきたのだ。

　アーサーが指示した調査行動の範囲内を逸いつ脱だつすれば、作業用アンドロイドは即座にボゥイを阻そ止しするだろう。生死は問わないはずだ。

　結局のところ、こうなっては結果は同じ。生き延びるには行動が必要だ。

「向こうの様子が変だ」

　ボゥイは明後日の方向へ視線を送ると作業用アンドロイドに向かって言った。

「外部から何か飛ばされてきたのかも知れない。様子を見てきてくれ」

「どちらの方向ですか、エージェントボゥイ」

　尋たずねる作業用アンドロイドに、ボゥイは適当に校舎の間を指さした。

「あの建物の間だな。私はここで待っている」

　一体の作業用アンドロイドが指示された方向へ歩き出す。一体はボゥイの側に残ったまま。ボゥイはエアクッション艇との距離を目測で確認すると、次の瞬間、金色の髪を振り乱して駆け出した。

「待ちなさい、エージェントボゥイ。あなたの行動はエージェントアーサーから指示された範囲内を逸脱しています。待ちなさい、エージェントボゥイ」

　待てと言われて待つわけもない。ボゥイは後ろも振り向かずにエアクッション艇に向かって走る。そしてそのままドアを開くと操そう縦じゆう席せきへ飛び込んだ。

　エンジンにもロックはかかっていない。すぐさまエンジンを入れたボゥイが外へ一瞥をくれると腕部に内蔵されたスタンガンを構かまえた作業用アンドロイドがすぐ間近に迫せまっていた。

　エアクッション艇は作業用アンドロイドのすぐ目の前で浮かび上がり、まだ完全に消えていない竜巻の壁へ向かって突っ込んでいった。

　ここで終わってたまるか！　ここで……！　シティ『花形』の側なら、あそこにたどり着けるはずだ。なんとか脱出しなければ……！

　地面を走る車輛と異ことなり、エアクッション艇は風に弱い。竜巻の中で右に左に翻ほん弄ろうされるが、ボゥイはハンドルにしがみつくようにしてエアクッション艇を操縦していた。




「これ以上、ボゥイを追う必要はありません」

　校舎から出てきたアーサーは作業用アンドロイドたちにそう命じた。

「行き先はおおよそ見当がついています。いつでも捕まえる事はできます。しかし困りましたね。エアクッション艇を持っていかれるとは……。仕方ありません。バイクで戻るとしましょう。君たちもついてきなさい」

　ボゥイのエアクッション艇で『ヘキサスコラ』から脱出するつもりだったアーサーだが、当てが外れていささか辟へき易えきした口調でアンドロイドたちに命じた。

　そして会議棟の方へ振り返るとにんまりと笑みを浮かべてつぶやいた。

「さて、面白くなってきたな……」
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「追いかけてはこないか。まぁそうだろうな」

　エアクッション艇ていの操そう縦じゆう席せきでボゥイは自じ嘲ちようする。その後方では竜たつ巻まきの壁かべが完全に消え去さり、『ヘキサスコラ』の姿が顕あらわになっていた。

「いずれにせよ私がどこへ行くかはおおよそ見当がつく。そういうわけだろうな……」

　その時だ。エアクッション艇が大きくがたんと揺ゆれた。ボゥイは計器へと素早く目をやり状況を確認する。

「問題は、そこに私がたどり着けるかどうかだ」

　竜巻の壁を突破したエアクッション艇だが、途中で強したたかに地面へと叩たたきつけていたのだ。ボゥイには怪け我がはなかったが、エアクッション艇はどこかに故障があったようで、浮上走行に必要な空気圧が足りなくなってきている。先程から地面を擦こすりながら走行している状態だ。

　シティ『花はな形がた』があの位置。すると『ＴＺＹＸ』が潜ひそんでいるあの都市は……。まだ遠いな。どこかで修理できればいいんだが。

　それなりに機械の知識はあるボゥイだが、実作業はほとんど作業用アンドロイドに任せていた。自分で修理をするとなるとかなり手間取るのが目に見えている。だからといって今さらシティファーザーズの施し設せつを頼るわけにもいかない。無論、シティファーザーズの中には同志もいるが、今はまだ迷惑をかけるわけにはいかない。

　さて、どうしたものか……。

　エアクッション艇の操縦桿かんを握り思案していたボゥイだが、フロントウィンドウの向こう側に見えるものへと目を留めた。

　大型の幌ほろ付きトラックと警備用と見える装そう甲こう車しやが数台。エアクッション艇の行き先にある丘の上に停とまっていた。トラックと装甲車に描えがかれた紋もん章しように、ボゥイは見覚えがあった。

　少しスピードを緩ゆるめて備品の双眼鏡を手に取る。電子式の双眼鏡はその紋章をスムーズに拡大してくれた。

「橘たちばな家けの家か紋もんか」

　シティ『花形』に行った事がないボゥイでも、この一いつ帯たいに強い影響力を持つ橘一族の詳細は各種資料で知っている。間違いなくトラックと装甲車に描かれた家紋は橘家のものだ。

　さらに周囲を観察してその姿を発見したボゥイは、さらにエアクッション艇の速度を落とす事になった。

　あれはまさか……。いや、間違いない。写真で見たとおりだ。しかしなぜ……。

　双眼鏡で見えたのは和わ装そうにヘルメット、そしてボゥイ同様に双眼鏡を覗のぞき込んでいる老人の姿。

　それは橘正ただ真まさに間違いなかった。滅めつ多たな事ではシティ『花形』から外に出る事のない正真がどうしてこんな荒野にいるのだ？

　双眼鏡を下ろしたボゥイはバックミラーを一いち瞥べつする。

『ヘキサスコラ』の出現に興味を持ったか？　いや、それだけではあるまい。可能性としては……。

　そこに思い立ったボゥイはほくそ笑む。

「これは都合がいい。せいぜい利用させて貰もらうとしよう」

　そして正真たちの元へ向かうべく、またエアクッション艇を加速させた。




　橘正真を警けい護ごするガードマンたちが銃を突きつける中で、黒い軍服に身を包んだ少女、ボゥイがエアクッション艇の操縦席から降りてきた。

「お前がシティファーザーズのＢ級エージェント、ボゥイか」

　正真はそう尋たずねる。降りる前に自己紹介と簡単な説明は済ませておいた。

「あの都市が、私の孫娘が向かった学園都市『ヘキサスコラ』であるというのは本当なのか？」

　説明されてもまだ正真は納なつ得とくしかねる様子だ。一度、パッチワークワールドに現あらわれた都市が、一いつ旦たん、元の世界へ戻り、さらに別の場所へ転てん移いしたなど前ぜん代だい未み聞もん。ボゥイの口から説明されても、すぐに納得できるはずもない。

「本当だ。今も言ったとおり、貴き殿でんの孫娘にも会った。立りつ花かといったな。日ひ傘がさ型ロボットを携たずさえている娘だろう？　それにハウンドのランドゥに、あの学園都市の住人……。ええと、何と言ったか。すぐに人の話の腰を折るあの坊やとも会っている」

「うむ、鍛か冶じ屋や達たつ夫おという少年だったな」

　探りを入れてきた正真にボゥイはにやりと笑う。

「耄もう碌ろくしたのか、橘？　私の知っている名前とは違うぞ。確か達たつ哉やという名前だったか。人の話の腰を折る割には、まったくこちらの話を聞かぬ坊やだ」

　達哉の名前と為人ひととなりを簡潔に表現したボゥイに、正真は少なくとも『ヘキサスコラ』で達哉や立花に会ったのは事実だと確かく信しんした。そうなると他の話も大筋では真実なのだろう。

　挑ちよう発はつするかのようなボゥイの口調に、ガードマンたちは気け色しきばむ。しかしそれを制せいして正真はボゥイの前に立つ。

「なるほど、おおむねお主ぬしの言っている事には間違いないようだ。さて、それで私たちに何を望む」

　乗ってきたな、橘正真……！　あとはこの老人がなぜここにいるのか。自分の推すい測そくが当たっている事に賭かけるのみだ。

　ボゥイは悟さとられぬよう、呼吸を整えてから言った。

「シティ『鹿ろく金かね』に行くのだろう？」

　さすがというべきだろうか、正真の表情はまったく変わらない。しかし周囲にいるガードマンや使用人の間に動どう揺ようが広がるのを見てボゥイは賭けに勝った事を悟った。

「ボゥイとやら。お前は先程、シティファーザーズ評議会に反抗の意思を示しめして、逃走してきたと言ったな。そのお前がシティ『鹿金』、あのゴーストタウンの事をなぜ知っている？」

　シティ『鹿金』という名称を使う人間は少ない。そこにはもはや都市シテイと呼べるものはないからだ。正真の言ったとおりシティ『鹿金』はゴーストタウンなのである。

「愚ぐ問もんだぞ、橘。お前たちはシティ『鹿金』に向かう途中『ヘキサスコラ』の再出現に遭そう遇ぐうしてそれを観察していたのだろう？　お前たちがあのゴーストタウンに向かう理由はただ一つ。協力を求められたからだ」

　ボゥイがそう言うと初めて正真は笑みを浮かべた。

「ふはははは、これは面白い。なかなかに聡さとい娘だ」

「……な!?」

　常つねに格かく下したに見ていた転移民から娘よばわりされたボゥイは狼狽うろたえる。しかし今はシティファーザーズの権けん威いを笠かさに着る事もできない。不ふ承しよう不ぶ承しようながらも引き下がる。そんなボゥイに正真は髭ひげをなでながら言った。

「おおむねお前の推測どおりだ。ゴーストタウンに住んでいるという連中から、シティファーザーズに対抗するため、手を組めないかという申し出があってな。シティファーザーズ内の不満分子にもパイプがあるという話だったが……」

「組織の名は『ＴＺＹＸ』。シティ『鹿金』で『ＴＺＹＸ』協力者をまとめているのはカリスという男だ」

　正真が再び探りを入れてくる前に、ボゥイは自分から切り出した。

「連中には貸しがある。お前たちさえよければ、間に立ってやってもいい。その方が話が早いはずだ」

「貴き様さま、何をぬけぬけと……」

　正真のガードマンが一人、ボゥイの言い様ざまに色を成なす。しかしすぐに正真は止めた。

「まぁ待て。いずれにせよ『ＴＺＹＸ』と同盟すれば、この娘も仲間になるのだ。それにシティファーザーズを引き込んでおいて損そんはない。今の話が正しければ、このボゥイとやらも今さら仲間の元へは戻れぬはずだからな」

　その言葉にボゥイは無言で唇くちびるを嚙かむ。

「しかし旦だん那な様。この女、我々を謀たばかろうとしているのでは？」

「人を騙だまそうという者が、あんな顔をするわけがないだろう」

　ボゥイの反応を見逃のがさなかった正真の言葉に、ガードマンたちは一応は納得して引き下がる。そこまで見み透すかされてボゥイも面白かろうはずもない。だが今はボゥイも引き下がらざるを得ない状況だ。

「お話はわかりましたが、旦那様、あの都市が『ヘキサスコラ』ならば、立花お嬢じようさまと連絡を取ってからの方がよろしいのではないでしょうか」

　側そつ近きんの一人若わか松まつがそう具ぐ申しんすると、正真はまた髭をなでながら答えた。

「うむ、しかしカリス殿どのとの約束は今日だからな。……よろしい。若松、何人か『花形』へ戻り立花の帰き還かんを待ってから後を追ってくれ。入れ違いになると困るからな。私と他の者たちはボゥイとゴーストタウンへ向かう」

「ですが……」

　若松とガードマンたちは正真とボゥイを交こう互ごに見ながら思案している。

「私が信用ならぬというのなら好きにしろ」

　ボゥイはここが勝負どころとばかりに言い放はなつ。

「お前たちに捨すて置かれれば、移い動どう手段もなく評議会に狙ねらわれてる私はのたれ死ぬだけだ。シティファーザーズ側の情報が必要ないというのなら、それでも構かまわないのだろう？」

「そう急せくな、ボゥイとやら」

　正真は苦笑いを浮かべて言った。

「お主の言うとおり、我々もシティファーザーズの情報は欲しい。この話、承しよう諾だくいたす。しかし何かあった時に備そなえて、供ともの者を一部をシティ『花形』へ帰してこの件を伝えておく。それでよいな」

「いいだろう」

　鷹おう揚ようにうなずいてからボゥイは付け加えた。

「道具と人を貸してくれ。あのエアクッション艇を修理したい。あれが直ればそちらのトラックよりは早くゴーストタウンに着けるはずだ」

　図々しいボゥイの要求に側近の一人がさすがに、

「貴様、ものの頼み方を知らないのか！」

「まぁよい。シティファーザーズが転移民に対して、何かを頼む事などないのだからな。誰か手を貸してやれ」

「……はぁ」

　納得がいかぬ様子の側近に構わず、正真はボゥイの方へ視線を巡めぐらせると付け加えた。

「これからは同志となるのだからな」

　正真のその言葉に、ボゥイは再び唇を嚙んだ。




「ガソリンに食料、あと医薬品か。水はいいや。その分、もうちょっと食料があると有あり難がたい」

　ジローは『ヘキサスコラ』側から報ほう酬しゆうとして渡された物資を吟ぎん味みしながらそう言った。

「ねぇねぇ、ジロー。これ見て、この制服可愛い～～」

　姉のハルは衣料品を要求。しかし『ヘキサスコラ』は普通の都市ではない。渡せる衣料品といえば制服程度しかなかったのだが、ハルは幸いそれを気に入ってくれたようだ。すぐに着替えると、弟の前でポーズを取ってみせる。そんなハルにジローは呆あきれて言った。

「学生の制服だろう？　姉さんが着るようなもんじゃないよ」

「もう、ジローの意地悪～～！」

　そう言ってハルは頰ほおを膨ふくらませて拗すねてみせた。

「それじゃ私はこれで退たい散さんするよ。報酬は充じゆう分ぶん貰ったからね」

　荷物をまとめて『ヘキサスコラ』の門から出ていこうとするのはシノであった。

「あの、それだけでいいんですか。シノさん。他にも食料や医薬品もありますけど……」

　心配そうに尋ねるほのかにシノは笑って答えた。

「充分だよ、私もいい加か減げん年寄りだからね。そんなに食べるわけじゃない。実験に必要な機材があれば充分さ」

　シノが求めた報酬は少しばかりの食料と医薬品、そして実験用の測定器や交換用部品だった。

「でもシノさん、これからどこへ行くんだよ？　周りはずっと荒野だぜ」

　達哉がもっともな疑問を口にした。そんな達哉にシノは平然として答えた。

「私をなんだと思ってるんだい？　こう見えてもハウンドの端はしくれだよ。こっちの世界にはあんたたちよりも馴なれてるさ」

「でも……」

　そう言って達哉とほのかは顔を見合わせる。

『ヘキサスコラ』がパッチワークワールドへ再転移後、シティファーザーズのアーサーとボゥイは失しつ踪そう。残された作業用アンドロイドたちは主人を失い、スリープ状態で待たい機きしている。

　アーサーは新たなシティファーザーズを送り込むと言い残したが、今のところまだそれは実行されていない。『ヘキサスコラ』に残っていたハウンドたちは、新たなシティファーザーズが訪おとずれる前に、報酬を受け取り退散する事にしたのである。『ヘキサスコラ』の正門近くの庭でその受け渡しをしていたのだ。

「よぉ、婆ばあさん。シティ『花形』までなら送っていくぜ。お前等もどうだ、ハルとジロー」

　西部劇に出てくる幌ほろ馬ば車しやを思わせる荷台付きの大型バイク、バイカートにまたがったランドゥがそう声をかけてきた。

「そうだね。それじゃお言葉に甘えさせていただこうか」

　シノはランドゥの申し出を受け入れたが、ハルとジローの姉弟は顔を見せ合い思案する。

「どうする姉さん？」

「別に『花形』に行ってもやる事ないしぃ」

　姉にそう言われたジローはランドゥの方へ振り返り、肩をすくめ首を振ってみせる。

「ＯＫ、好きにしろ」

　そう言うとランドゥは荷台へ目を向ける。

「俺はお嬢さんを『花形』へ連れていって、爺じい様に今回の件を報告しないといけないからな」

　荷台にはすでに樋ひ笠がさを携えた立花が乗っていた。立花の横には、その背丈程もあるトランクケースが置いてある。それがトランク型ロボット、箱はこ崎ざきだ。自分で自由に移動する事が可能で、バイカートにも立花の指示で自みずから乗り込んだのだ。

「うむ。原因はわからぬが、この学園都市がシティ『花形』の側そばに再出現したのは幸運であった。すぐにでもお爺さまに今回の経けい緯いを報告しなければ」

　立花の言葉を樋笠が補足する。

「『ヘキサスコラ』が一旦、元の世界へ行ってから戻ってきたという事は、ランドキッドナップ現げん象しようの謎なぞを解く鍵かぎになるやも知れませぬからな」

「そいつはシティファーザーズも……、アーサーもわかっているだろうな」

　ランドゥは厳きびしい目つきで言った。

「あの野郎の事だ。絶対ここへ戻ってくる。だったらここで待ちかまえてやるだけだ……！」

　ランドゥのその言葉に立花は色めき立つ。

「じゃあランドゥは、これからも『花形』とこの学園都市の同盟に協力してくれるのか？」

　すぐさまほのかも口を挟はさむ。

「そうしてくださると私たちとしても心強いです。ランドゥさん」

　そんなほのかの言葉に立花は頰を膨らませる。しかしランドゥは立花の様子に気付いた風もなく答えた。

「ああ、そうなるな。もっとも俺の目的はアーサーの野郎だ。それは覚えておいてくれ」

　突き放したようなランドゥの返答に、立花とほのかは当とう惑わくの表情を浮かべる。ランドゥとアーサーの間には浅からぬ因いん縁ねんがあるようだが、この雰ふん囲い気きではどうにも尋ねにくい。しかし例によって空気など読まぬ者がいた。

「なぁ、おっさん。あのアサクラだかアーサーだかと、何かあったのかよ？」

　立花やほのかが言い出せなかった問といをあっさりと口にするのは、当然のごとく達哉であった。

「うるせい、ガキが口を挟む事じゃねえ」

　素そっ気けなく言い放つランドゥだが、達哉もそれで物もの怖おじするような玉ではない。

「だってなぁ、気になるじゃんか。だろ？」

　達哉はそう言って立花とほのかへと視線を巡らせる。同意を求められた二人は、一瞬返答に詰つまり、互たがいの反応を探り合った。しかし視線が合うと再び達哉の方へ目を向ける。達哉はそれを同意と見なしたようだ。一つうなずくとランドゥに重ねて尋ねた。

「なぁ、教えろよ。おっさん。俺だって別に興味本位で聞いてるわけじゃないぜ。なんか協力できる事もあるかも知れないじゃないか」

「ねえよ」

　これまたつっけんどんに答えるランドゥに、達哉はなおも食い下がる。

「うわ、可愛くねえ。そうやって一人でやせ我が慢まんしてるのはよくないぜ」

「やせ我慢はおっさんの得意技だ。ガキがとやかく言うもんじゃねえ」

　ランドゥはそう言ってテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶり直した。

「でもさ……」

　さらに達哉が言い返そうとした時だ。その頭をこつんと叩く者がいた。

「こら」

　振り返るとクリスが手にした非ひ殺さつ傷しよう型がたライフル『ドラゴンフライ』の銃身で、達哉の頭を後ろから小こ突づいたところだった。

「大人には大人の事情があるんだから。子供は余計な詮せん索さくしないの！」

　そう言うとクリスはランドゥへ向かってにっこりと微笑ほほえみかける。

「ね、ランドゥ」

「ああ、だからお前も黙だまってろ。子供同士仲よくな」

　ランドゥから子供扱いされたクリスは即座に頰を膨らませる。

「私は子供じゃないもん！」

「そうやってすぐにムキになるのが子供の証拠だ」

「なによ、ランドゥだってアーサーの時はムキになったって話じゃないの！」

「だから子供が余計な詮索をするなって自分でも言ったじゃねえか」

「だって……！」

　ランドゥはクリスに構わずほのかの方へ向き直ると言った。

「おい、生徒会長さん。さっさとこいつに報酬渡して引き取って貰え」

　出し抜けに水を向けられたほのかは、面食らったようにランドゥとクリスを交互に見る。

「え、あの……。え～～と、それじゃクリスさん。報酬の件ですけど……」

「私、まだいい」

　豊ほう満まんな胸をことさらにひけらかすかのように、クリスはふんぞり返ってそう言った。

「もうちょっとここに残る事にした。だって今の話じゃこの都市……、『ヘキサスコラ』だっけ？　人手が足りないんでしょう。だったら私がもうちょっと手伝ってやってもいいわよ」

　まったく何を拗ねているんだか……。クリスの言い様ざまにほのかは内心呆れていたが、達哉はそんな事を気にするはずもない。

「そっか！　そりゃよかった。おっさんにクリスさんまでいてくれれば、こっちとしても心強いぜ！」

　あっさりとクリスの申し出を受け入れてしまう。

「うんうん、すぐにムキになるランドゥよりは、私の方がよ～っぽど役に立つわよ！」

「勝手に言ってろ」

　ランドゥはそう嘆たん息そくする。

「ははは、若い者は気楽でいいですな」

　事の成り行きを見守っていた春はる川かわが笑いながら声をかけてきた。

「それでランドゥさん。同盟の件ですが、受じゆ諾だくしたいと橘正真さんに伝えてくださいますな」

「それは任せておけ」

　年下の相手に辟へき易えきとしていたのか、ランドゥは少し気を取り直してそう答えた。

「お嬢さんを送っていくついでに話は通しておく。理由はわからんがシティ『花形』の近くに再出現したのも何かの縁だろう。これなら橘の爺様も気軽に挨あい拶さつに来られるってもんだ」

「まぁ私らの方から挨拶に行ってもいいんですけどね。それにしても電話や通信機が使えないとは存ぞん外がいに不便なもんですなあ」

「まぁそのうちに馴れるさ。馴れないうちに元の世界へ戻れるのが一番なんだけどな」

　そこで一旦、ランドゥは言葉を切り、『ヘキサスコラ』の正門から見える外の光景へ目を凝こらす。

「それにしてもちと気になるな」

　その視線の先にはシティ『花形』が見えた。間には荒野が広がっているとはいえ、これといった障しよう害がい物ぶつもなく、その気になれば徒歩でも移動できそうな距離だ。

「目と鼻の先に現れたってのに、シティ『花形』に何の動きもねえ。あの好こう奇き心しん旺おう盛せいな橘の爺様が、目の前に現れた都市を放ほうっておくはずもねえんだがな」

　ランドゥはそう言いながら顎あごの無ぶ精しよう髭を二、三本まとめて抜く。

「うむ、それは私も気になっていた」

　好機と見たのか立花はすかさず口を挟んでくる。

「お爺様は実際に『ヘキサスコラ』を見ていないが、外見から普通の都市ではない事くらいはわかるはずだ。すぐに調査団を出してもおかしくはない」

「だよなあ」

　ランドゥも首を傾かしげるばかりだ。

「いささか気になりますな。とにかく早くシティ『花形』へ向かうに越した事はありません」

　春川は立花に気を遣うようにそう言った。しかし立花は気遣いなど無用と言わんばかりの毅き然ぜんとした態度で言った。

「うむ、お爺様の事だ。心配はいらぬと思うが、シティファーザーズが動く前に手を打った方がいい」

「お嬢さんの言うとおりだ。さっさとシティ『花形』へ向かうぞ」

　ランドゥのその言葉に立花はパッと顔を輝かせてうなずく。

「そうだな。急ごう」

「あ～～、それでですな。ランドゥさん」

　バイカートのサドルに座るランドゥに、春川はいささか恐きよう縮しゆくしたような口調で言う。

「『ヘキサスコラ』側として代表を出さなければならないのですが、私は見て通りの老いぼれですから、そうなると……」

「あぁ、わかってるって」

　ランドゥは嘆息しながらテンガロンハットを目深に被り直す。

「達哉だろう？」

「え、俺？」

　クリスに『ドラゴンフライ』を見せて貰っていた達哉は、自分の名前が出た事に気付いて首を突っ込んでくる。

「例によってお前さんが、『ヘキサスコラ』の代表として橘の爺様に同盟受諾の報告に行くって寸すん法ぽうだ。まぁ橘の爺様としても面識がある方がいいだろうさ」

　いささか投げやりな口調のランドゥだが、いちいち気にする達哉ではない。

「よし、任せておけ！　さくっと行って、さくっと同盟をまとめてくるぞ！　急ごうぜ、おっさん！」

「相変わらずせっかちだな」

　立花もそんな達哉に呆れてみせる。

「あ～～、私も私も～～!!　一緒に連れていって!!」

　声を上げるクリスにランドゥは頭を振る。

「駄だ目めだ、お前はここに残ってろ。シティファーザーズがすぐに戻ってくるかも知れねえだろう」

「だって……」

　拗ねたようにしなを作ってみせるクリスだが、ランドゥはそんな事には惑まどわされない。

「大体、お前今さっき自分で言っただろう。もうちょっと手伝ってやってもいい。すぐにムキになる俺よりよっぽど役に立つって」

「そ、それは言葉の綾あやってもので……」

　しどろもどろになるクリスにさらにランドゥは畳たたみかけた。

「お前さんが『ヘキサスコラ』を守っているんなら俺も安心できるってもんだ」

　そう言われたクリスはパッと頰に朱しゆを散ちらす。そしてはにかみながら答える。

「ランドゥがそう言うんなら……」

　そんなクリスに立花は頰を膨らませ、バイカートの荷台へ駆かけ上がる。

「それではシティ『花形』へ向かうとしよう。お爺様が心配だ。達哉、さっさと乗らぬか！　出発できないだろう!!」

「え、俺？」

　八つ当たりされた達哉だが、さして気にする様子もなくすぐにバイカートの荷台へ飛び乗る。

「よし、じゃあさっさと行くとしようか！」

「気をつけてね、達哉」

　心配そうに声をかけるほのかに、達哉はいつもの調子で返答した。

「おお、任せておけって。立花のお爺さんとはちゃんと話をつけてくるぜ！」

　そんな達哉の返答に、ほのかは一瞬、虚きよを突かれたようにぽかんとする。しかしすぐに気を取り直し、メガネを直しながら言った。

「えっと、まぁそれもあるけど……。まぁいいわ。とにかく頑張って」

　そんな二人のやり取りを横で見ていたクリスだが、やがてにんまりとした笑みを浮かべ、馴れ馴れしげな態度でほのかと肩を組む。

「あんたも苦労してるわねえ」

「な、何の事ですか……！」

　クリスの言わんとする事は充分に理解できても、ほのかとしてはそう答えざるを得なかった。

「さぁ、行くぞ！　シティ『花形』へ！」

　荷台に仁に王おう立ちになりそう言う達哉に、バイカートのサドルにまたがったランドゥは声を荒あららげた。

「うるせい、黙れ。大人しく座ってろ、振り落とされるぞ!!」

　そしてランドゥはバイカートのエンジンを噴ふかした。




「どうなされましたか、エージェントアーサー？」

　シティ『花形』から少し離はなれた場所。その地下に隠かくされたシティファーザーズの拠きよ点てんを預あずかるＣ級エージェントであるコピスは、突如として姿を現したアーサーに驚きよう愕がくした。

「いささか面白い事がありましてね。電話を貸してくれませんか？」

「それは構いませんが……」

　慢まん性せい的てきな電波障害に加えて、ランドキッドナップ現象により電話線が切断される事が多いので、地上では無線も有線電話も使えない。しかし地下となれば別だ。シティファーザーズが地下に拠点を築きずくのも、ランドキッドナップ現象が地上でのみ発生するからである。地下への影響があってもせいぜい十数メートル。さらに深く掘り下げればランドキッドナップ現象の影響からは逃れる事ができる。

　電話線もそうだ。地下ケーブルなら支し障しようはない。シティファーザーズは各拠点や基地の間を地下ケーブルで結んでいるのだ。もっとも工事は地上から行おこなうため、ランドキッドナップ現象とは無縁ではいられない。そのため、地下ケーブルの本数にも限げん界かいはある。数に限りある地下ケーブルを利用する連絡網の一つがこの拠点なのである。

　コピスから地下ケーブル電話が置かれたコンソールへ案内されたアーサーは受話器を取り上げながら言った。

「それとこの拠点は放ほう棄きする事になると思います。裏切り者が出ました。転移民にこの場所が知られるのも時間の問題でしょう」

「裏切り者？」

　コピスは驚くがアーサーはそれに構わずＡ級エージェントしか知らぬ暗証番号を打ち込んでいた。

「気にする事はありません。あなたは高速エアクッション艇の準備をしておいてください。話が終わり次第、すぐに別の場所に移動します」

「わかりました、エージェントアーサー」

　コピスは一礼すると、すぐに下がる。高速エアクッション艇の準備をするためもあるが、それ以上にアーサーの会話を聞いてはならぬという事がわかっていたのだろう。

　地下ケーブル電話はすぐに繋つながった。映像のやり取りも可能だが生あい憎にくとこの拠点にはそのための設せつ備びがない。今は音声のみの会話で我慢するだけだ。

「私です。エージェントアーサーです。……いえ、ちょっと面白い事がわかりましてね。色々とトラブルがあったのは事実ですが、それはまた後ほど。はい、例の実験です。すぐに再開したいと……。もちろん、確かく証しようはあります」

　アーサーはにやりと笑い電話の向こうにいる何者かに向かって言った。

「はい、あの仮説は正しかったという事です。ストレンジャーが一つの都市に一人という前ぜん提ていが過あやまち、私たちの思い込みだったのです。一つの都市にストレンジャーが二人いると仮定すれば、ランドキッドナップ現象の制御に可能性が見えてきます……」




「どういう事だ、若松!?　それでお前たちは言われるままに帰ってきたというのか？」

　その報告を聞いた立花は、驚おどろいたように正真の側近である若松へ聞き返す。

「申し訳ありません。立花お嬢さま。しかし旦那様じきじきのご命令だったものでして……」

　事の次第を報告していた若松は深々と立花に頭を下げた。

「やれやれ、よりにもよってボゥイと出くわすとはな。まったくあの爺様も、運がいいんだか、悪いんだか」

　ランドゥはテンガロンハットを上げて頭を掻かきながらそう嘆なげいた。

『ヘキサスコラ』からシティ『花形』まではどうという事はない道のりだった。これといって邪魔も入らず、ものの数時間で到達。都市の入り口でシノと別れた達哉とランドゥ、そして立花の三人は、橘邸へとやってきたのだ。

　しかし屋敷には正真はおらず、側近の一人、若松から事の経緯を聞いたのである。

　立花たちが『ヘキサスコラ』へ向かった直後、近くにあるゴーストタウン同様の都市『鹿金』から同盟締結について話し合いたいという申し出があった。『鹿金』の住民は、シティファーザーズの反乱分子が中心となった組織『ＴＺＹＸ』とも繋がりがあるという。それに興味を持った正真は自ら交こう渉しように乗り出す事にしたのだ。

　若松やガードマンたちと共に、シティ『花形』を出て少し進んだところで『ヘキサスコラ』の再出現に遭遇。その様子を観察していたところ、『ヘキサスコラ』から脱出してきたボゥイと遭遇したというのだ。

「で、何かい。ボゥイはそのシティ『鹿金』と『ＴＺＹＸ』という組織を知ってると言ったのか？」

　屋敷の前ぜん庭ていにバイカートを停めたランドゥはそう尋ねた。

「はい。旦那様が探りを入れたのですが、知っている事は間違いないようです」

　その問いに若松はうなずいた。

「あの女はすでに『ヘキサスコラ』の連中を騙していたではないか！　今回もお爺様を騙したに違いない!!」

　立花はすっかりボゥイの罠わなと決めつけているようだが、その横で達哉はしばし首を傾げてから言った。

「でもなぁ、ボゥイだってシティファーザーズの任にん務むでやっていただけじゃないの？　アーサーが来なければ、あのまま仲間になれたかも知れないし、逃げ出しもしなかったんじゃないか？」

　その言葉に立花は思わず頰を膨らませる。

「お前は女に騙されるタイプだな！　第一あんなつんけんした女など信用できるはずがない!!」

　達哉に樋笠の石いし突づきを突きつけ、立花は毅然とした口調でそう言った。

「でもなぁ。立花のお爺さんがそう簡単に騙される気もしないんだよなあ」

「……う」

　達哉からそう指し摘てきされて立花は思わず口ごもる。横で見ていた若松は、達哉にいささか感心したようで、一つ満足げにうなずいてから立花へ向き直った。

「お嬢さま、旦那様はボゥイはいずれ同志になるともおっしゃって……」

「だからそれが騙されていると言うのだ！」

　若松が取りなしても、立花は納得できないようだ。

「立花お嬢さま、旦那様にも何かお考えがあるのでしょう。達哉殿がおっしゃったように、旦那様がそう簡単に騙されるとも思えませぬ」

「ううむ……」

　樋笠の言葉に立花はまたもや沈ちん黙もくしたが、しかしまだ完全に納得したというわけでもなさそうだ。

「まぁとりあえずシティ『鹿金』に行ってみるしかねえな」

　達哉や立花たちのやりとりを見守っていたランドゥはテンガロンハットの鍔つばを指先で弾はじいて言った。

「正真の爺様がボゥイに騙されてるにしろ、あるいは本当に同盟の話をしているにせよ、直接乗り込まねえと話にならん」

「旦那様も立花お嬢さまの到着を待って後を追ってくれとの事でした。宜よろしければ我々も……」

「いや、結けつ構こう」

　ランドゥは若松の申し出を断った。

「お嬢さんとこの坊ぼう主ずだけでこっちは手一杯なんだ。正真の爺様にも何人かついてるんだろう？　それなら問題ない。ここからそんなに遠いというわけでもないからな」

「わかりました……。それではお嬢さまをお願いいたします」

　若松は厳しい表情のまま頭を下げた。それを見た達哉が荷台の上から声を上げる。

「お～～し！　それじゃあさっそくシティ何とかに出発!!」

　そんな達哉をランドゥは怒ど鳴なりつける。

「『鹿金』だ！　それからお前はいい加減、空気読む事を覚えろ!!」

　二人のやりとりに若松は少し表情を緩ませた。




　ランドゥの言うようにシティ『鹿金』までは大した時間はかからなかった。途中で若松から聞いたボゥイとの遭遇地点に寄り、エアクッション艇が地上の砂すなや埃ほこりを吹き飛ばした跡を追いかけてきたのだ。

『ヘキサスコラ』から『花形』までよりは距離があったものの、バイカートでの移動なら造ぞう作さもなく到着できた。しかし達哉はすぐ間近に来るまでシティ『鹿金』の存在に気付かなかったのだ。

　それもそのはず。ランドゥたちの会話で、何度かゴーストタウンという表現は出てきたが、文字通り人が住んでいるとは思えないゴーストタウンだったのである。

「こんな所に誰か住んでいるのかよ？」

　達哉が思わずそう言ったのも無理からぬ荒れようである。建物は半なかば荒野に埋うもれかけており、そうと言われていなければわからない程だ。

「都市を離れられぬ連中がわずかばかり残っているという噂うわさだ。『花形』の近くだが、住んでいる連中も干かん渉しようを嫌うので、私たちも特に関わり合いを持たなかった」

　立花が周囲を見回しながらそう説明した。

「転移してきてからかなりの年月が経たっているようですからな。とうの昔にシティファーザーズからの援えん助じよも打ち切られております」

「え、なんで？」

　樋笠の説明に怪け訝げんな顔をする達哉に、ランドゥは呆れたように言った。

「あのなあ、散々説明しただろう。シティファーザーズの目的は、各都市にいるストレンジャーを確保する事だ。ストレンジャーさえ手に入れれば、都市と住民には用はない。あとはのたれ死にしようが知ったこっちゃねえってわけだ」

「うわ、そりゃひでえな！」

「今さらのように言うな！」

　ランドゥは達哉を一いつ喝かつするとバイカートから降りた。

「人の気配はあるな……」

　ランドゥはそう言うが、達哉にはわからない。ランドゥはコートの下から『スパイダー』を取り出し、慎しん重ちように辺りをうかがうと、すぐ間近にある廃屋へと向かう。辛かろうじて住宅があるとわかるものの、半分以上は朽くち果ててしまい、部屋の中が剝むき出しになっていた。バイカートの荷台から身を乗り出し、達哉が覗き込んでみると、古めかしいブラウン管型のテレビとタンスとちゃぶ台の残ざん骸がいが目に入った。テレビの形式からして達哉の世界なら三十年以上は前のものになるだろう。

「よぉ、いるんだろう？」

　ランドゥは出し抜けに声をかけた。

「何もしねえよ。話を聞きたい。ただとは言わねえ」

　そう言うとランドゥは『ヘキサスコラ』から貰ってきた飲料水のペットボトルを、コートのポケットから出した。

　住宅の奥へ通じるドアがぎしぎし言いながら開いた。顔を出したのは壮そう年ねんの男性。住んでいる場所からすると小こ綺ぎ麗れいな格かつ好こうだが、それでも薄汚れたスウェットという程度だ。

「ハウンドか？」

　男は生せい気きのない声でそう言った。ランドゥはその問いには答えずに尋ねる。

「ついさっき、この都市にジジイと金髪の小娘が来ただろう？　ここにいる連中を訪たずねてきたはずだ」

「知らねえな」

　しかしランドゥは引き下がらない。

「こんな人気のない都市だ。わからんはずがない。エアクッション艇の跡も、この道路の先に繋がっていた」

　そう言うとランドゥは手にした飲料水のペットボトルを放った。男はそれを受け取り、ラベルをしげしげと眺ながめてから蓋ふたを開ける。中の水を一口二口啜すすってから、ようやくランドゥの問いに答えた。

「そういえば小一時間ほど前に何か聞き慣れない音がしたな。自動車でもバイクでもない。それがエアなんとかじゃねえのか？」

「どっちに行った？」

「さぁな。都市の中心の方じゃないか」

　男はそう言うが、ゴーストタウンと化しているこの都市では、どこが中心なのか見当もつかない。

　もう少しサービスしてやらないとダメか。そう思ったランドゥがバイカートの方へ振り返り、適当な食料品を探そうとした時だ。やにわに達哉が声を上げる。

「なぁ、小お父じさん。この都市にはシティファーザーズに反抗して元の世界へ戻ろうって考えてる連中がいるんだろう？　この子のお爺さんが、そいつらと手を組もうってここへやってきたはずなんだ」

「お前……！」

「達哉!!」

　いつも通りべらべらと喋しやべりまくる達哉に、ランドゥと立花は呆あつ気けにとられる。しかし男の反応はさらに意外なものであった。

「元の世界へ帰る？　はっ、なんだってそんな真ま似ねしなきゃならねえんだ」

「なんでって……」

　達哉は意外そうな顔でバイカートから飛び降りる。

「小父さんだって、いきなりこっちの世界へ転移してきたんだろう？　好きで来たんじゃないなら、戻りたくなって当然じゃないか」

　そんな達哉を無視して男はランドゥへ向かって言った。

「ハウンド。『ＴＺＹＸ』という組織の事なら、この道をまっすぐに行った所にある工場跡がアジトだ。西から三番目の倉庫辺りを探してみればいい」

「ありがてえ。こいつは礼だ」

　そう言うとランドゥは荷台から適てき当とうな食料が入った袋ふくろをいくつか男の方へ放った。

「行くぞ、達哉」

　バイカートにまたがるランドゥからそう声をかけられた達哉だが、一旦戻りかけながらも、また男に向かって声をかける。

「小父さんだって、元の世界が恋しいんじゃないの？　もう何十年も戻ってないんだろう」

　達哉のその言葉にランドゥと立花は、しまったという表情で顔を見合わせた。そして言われた男の方はやにわに声を上げて笑い始める。

「ははは、坊主。こっちの世界じゃ新しん参ざん者ものだな。つい最近、来たばかりだろう？」

「え、うん。まぁ。二週間ちょっとくらいかな」

「おい、達哉。その件については俺から説明……」

　背後から声をかけるランドゥに構わず男は言った。

「それじゃ知らねえのも無理ないな。どういう理屈かはわからないけど、パッチワークワールドに長くいると、元の世界の記憶を失ってしまうんだよ」

　男のその言葉にランドゥはテンガロンハットを目深に被り直し、立花は思わず頭を抱える。

「記憶を失うって、どういう事？」

　今ひとつ実感が湧わかないのか、そう聞き返す達哉に、男は自分の頭を指さして繰り返す。

「だから忘れちまうんだよ。パッチワークワールドに長くいると。個人によって多少の差はあるけどな。どんなに遅くても十年も経てば綺麗さっぱり、普通は四、五年。早い人間なら一年もしないうちに元の世界の記憶をなくしてしまうってわけだ」

「へえ」

　釈しやく然ぜんとしない面持ちでランドゥたちの方へ振り返ると達哉は尋ねた。

「本当？」

「本当だ」

　ランドゥに続いて立花も答える。

「シティファーザーズの方からはわざわざ説明しないがな。その男の言ったとおりだ。多少の個人差はあるが五年も経たぬ内に元の世界の記憶を失い始める。知識は残るが、具体的な記憶は消えるらしい」

「コンピュータなど機械に電でん磁じ気き的に記録されたデータは何ともありません。もちろん写真やビデオ、フィルムも残りますが……」

　そう補足する樋笠を怪訝な視線で見つめてから、男は朽ち果てた部屋に置かれたタンスに手を伸ばした。埃と瓦が礫れきの下から取り出したのは写真立て。そこには若い夫婦と赤ん坊が映うつっていた。夫の方はどうやらかつてのこの男性のようだ。その写真を達哉に示しながら男は言った。

「ここに映っているのが誰だかわからねえんだよ。男の方は自分らしいんだけどな。こいつが女房なのか、そしてこの赤ん坊が本当に俺の子供なのか。男なのか女なのか、名前も思い出せない。わかってるのはこっちの世界に来たのは俺だけだって事だ」













　そしてぞんざいに写真立てをタンスの方へ放る。

「まぁ今となってはどうでもいい事だけどな」




「ちったあショックだったか」

　バイカートに戻り、男から教えられた場所へ向かいながらランドゥは達哉に向かって言った。

「なにが？」

　きょとんとして聞き返す達哉に立花が色を成す。

「だから記憶の事だ、記憶の!!　パッチワークワールドに来てから何年か経つと記憶を失ってしまうというのを聞いてショックだったかとランドゥが尋ねているのだ!!」

　立花からそう指摘されてようやく達哉は合が点てんがいったようだ。

「あ～～、その事か。うん、さっきの人は可哀想だったなあ。でも記憶が戻ればやっぱり元の世界へ戻りたいと思うぜ」

「その記憶がないから、元の世界へ戻る事などどうでもいいと言っていたじゃないか」

　呆れる立花に達哉は返答する。

「でも変じゃないか？　元の世界へ戻るつもりがないなら、どうしてこの都市の連中は立花のお爺さんに協力しようと言い出したんだ？」

「それは……」

　自分自身、疑問に思っていたところを突かれて立花は思わず口ごもる。

「元の世界へ戻るつもりはなくても、シティファーザーズの都つ合ごうどおりにされるわけにもいかねえんだろ。ボゥイも言っていただろう。連中の目的はこの世界をランドキッドナップ現象が起きる前の状態に戻す事だって」

「そういえばそうだったかな……」

　首を傾げる達哉だが、やにわに何か思い出したように立花へと向き直る。

「そういえば立花たちはこっちへ転移してきてからどれくらい経つんだよ？」

　出し抜けに名前を呼ばれて立花は思わず頰を赤くする。

「な、何を言うのだ、いきなり!!　そ、そうだな……。もうすぐ二年くらいか、私やお爺様にはまだ元の世界の記憶はあるぞ。しかしシティ『花形』住民の中にはすでに記憶がなくなり始めている者もいるようだ」

「ふ～～ん、そうか。そりゃ大変だな」

　さして大変そうとも思っていない様子で達哉はそうつぶやいた。そしてすぐにランドゥへと向き直ると尋ねる。

「それでおっさんは？　こっちに転移してきてから何年くらい経ってるんだよ？」

「忘れたよ」

　ランドゥはつっけんどんに言い返す。

「忘れたって、何年経ったか忘れたって事かい？　……あ、それとも元の世界の事を忘れたって事？　だったら御ご免めん。いや、ちょっと俺、調子に乗りすぎる癖くせがあるから……」

　いきなり頭を下げる達哉に、ランドゥはやりにくそうに答えた。

「どうでもいいだろう。中途半端に謝るな。それより、ほれ。着いたぞ。あの倉庫の事だろう」

　ランドゥはバイカートを停めると、朽ち果てた工場の方へ顎をしゃくった。もっとも事前にあの男から工場と聞いてないと、すぐにそれとはわからなかったかも知れない。何しろぼろぼろになった壁がいくつか並んでいるだけ。屋根もないも同然だ。

「先に様子を見てくる。お前たちは待っていろ。樋笠、箱崎。二人を警護してくれ」

「承しよう知ちしました」

　樋笠はそう答え、箱崎はうなずいたつもりか、少しトランクケース型の身体を傾かたむけてみせた。

　ランドゥはコートの下から『スパイダー』を取り出し、瓦礫の間を慎重に倉庫へと近づいていく。

　ゴーストタウン同然となってからすでに何十年も経っている。屋根と壁の大半が失われた倉庫の中に何かがあるわけでもない。元は何かの工作機械だったと思われる錆さびの塊かたまり以外は外部と同様、土や砂利の間から雑草が生はえるままだ。しかしその片かた隅すみ、ちょうど二メートル四方の一角だけが、雑草もなく妙みように小綺麗に見える。

　さぁて、どうしたもんかな。

　おそらくはそこが地下室への入り口だろう。そう踏ふんだランドゥは入る方法を思案する。見た感じでは覗き窓すらありそうにない。『ＴＺＹＸ』という組織の連中は誰も知らないし、そもそもどこまでランドゥたちに友好的なのかはわからない。

「面めん倒どうくせいな」

　そうぼやくとランドゥは『スパイダー』の銃口を空に向け引き金を引いた。装そう塡てんされていたのは『ＳｏｕｎｄＢｕｌｌｅｔ』。派手な音を立てるだけが能の弾丸だ。案の定、周囲には耳を劈つんざくほどの銃撃音が響ひびく。ランドゥは事前にテンガロンハットと一体化したイヤーパッドを着けていたが、バイカートで様子を見ていた達哉と立花が両手で耳を塞ふさいでも、まったく意味がないほどの音量だ。

「さぁて、これだけやれば出てくる……」

「何をやってる、ハウンド。うるさいぞ、こちらは大事な話し合いの最中なんだ」

　言いかけたランドゥの背後から出し抜けに声がかけられた。振り返ると錆の塊が横にスライドしてできた穴から、金髪が覗いているではないか。

「え、あれ？」

　ランドゥは片隅の妙に綺麗な一角と、錆の塊の下から顔を出したボゥイを交互に見るだけ。その様子に何が起きたかを察さつしたボゥイは吹き出しそうになるのを堪こらえて言った。

「まんまと塡はまったな。そこだけ綺麗だと、いかにも何かありそうだろう？」

　そんなボゥイにランドゥは肩をすくめて降参してみせる。

「ＯＫＯＫ、大したもんだ。それで正真の爺様はいるんだろう？　立花お嬢さんと話の腰を折りたがる小僧を連れてきた」

「ちょうどいい。いまその話をしていたところだ。学園都市の動向は伝えたが、実際の住民から言って貰った方がよいだろう」

　そう言うとボゥイはバイカートの方へ頭を巡らせる。

「ただしあまり話の腰を折られては困るがな」

「え、なに!?」

『ＳｏｕｎｄＢｕｌｌｅｔ』でまだ耳鳴りが続く達哉はボゥイが何を言っているのか聞き取れなかった。




　倉庫の地下にあるアジトに案内され、正真との再会を立花と共に祝しゆくしたランドゥや達哉たちは、その奥にある会議室へと通された。

『ＴＺＹＸ』に協力するシティ『鹿金』メンバー代表は思いの外ほか若い男だった。せいぜい二十歳代半ばか後半。恐らくシティ『鹿金』がパッチワークワールドに転移した後に生まれたのだろう。あの男は元の世界の記憶がなくなったと言っていたが、こちらは最初から元の記憶がない。パッチワークワールド生まれの人間なのだ。

「カリスだ。『ＴＺＹＸ』の協力者だ」

　改あらためてボゥイからそう説明されたカリスは、立ち上がりランドゥと達哉へ、順に握手を求める。ランドゥは無言のまま形ばかりの握手をして、達哉は少し戸と惑まどいながらも手を握り返した。

「カリスって何か変わった名前ですね。なんか特とく撮さつヒーローみたいな」

　出し抜けに達哉からそう言われて、今度はカリスが戸惑う番だった。

「あ～～、こいつの言う事は気にするな。いちいちまともに相手をしていたら、時間がいくらあっても足りねえ」

　ランドゥからそう忠告されたが、カリスは苦笑して達哉に答えた。

「別にコードネームとかそういうわけじゃない。本名だよ、雁かりの巣すと書いて雁かり巣す」

「へえ、何か俺の苗みよう字じの葦あし谷やと似てますねえ」

「似てないだろう！」

　即座にランドゥと立花から突っ込まれる達哉である。

「ふふふ、まぁいい。さて座りなされ。話の続きといこう」

　そんなやり取りに一時、相そう好ごうを崩くずしたものの、正真はすぐに真顔に戻り、皆を席に座るように促うながす。

　地下のアジトには会議室の他にも数部屋はあるようだ。その会議室も達哉たちの他、カリス以下『鹿金』の『ＴＺＹＸ』に協力するメンバー数人にボゥイ、正真と警護についてきたガードマン二人が入ると一杯。達哉の感覚では珍めずらしくなってきた白はく熱ねつ電でん灯とうがその会議室を照らしていた。

「それで話はどうなっているんだ？」

　腰を下ろすなりそう尋ねたランドゥに、ボゥイも間かん髪はつを入れずに答えた。

「暗あん礁しように乗り上げているな」

「だろうな」

　そんなランドゥをボゥイはいささかむっとした顔で睨にらみ返すがそれ以上は何も言わなかった。

「元の世界へ戻る手段を探すという意味じゃ一致してるんだろう？」

　そう尋ねる達哉に正真が答えた。

「生憎とそうもいかなくてな」

「橘さん。続きは私から……」

　そう前置きしてカリスが言った。

「葦谷くんと言ったね」

「あ、達哉でいいっす。葦谷達哉だから。たっくんでもいいですよ」

「だからお前は少しは黙って人の話を聞け！　名前なんざ後回しでもいいだろう!!」

　出し抜けに話の腰を折られて目を白黒させるカリスに代わりランドゥが注意した。一つ咳せき払ばらいをして気を取り直してからカリスは話を再開する。

「結論から言おう、達哉くん。我々シティ『鹿金』の住民は元の世界へ戻る事には興味はない。我々が協力してるのは、あくまでボゥイたちシティファーザーズ反乱分子が参加する組織『ＴＺＹＸ』の趣しゆ旨しに賛さん同どうしてるからだ」

　達哉が何か言い出す前にボゥイは慌あわてて説明を付け加えた。

「我々の目的はＳ級Ａ級シティファーザーズのやっている試こころみ、この世界をランドキッドナップ現象が起きる前の状態に戻す試みを阻そ止しする事だ。もしそうなったら、今のこの世界はなくなってしまう」

「我々もそれは同じだ。君も知ってるだろうが、長年パッチワークワールドにいる転移民は元の世界の記憶を失ってしまう。この都市の住民は元の世界の記憶がない。俺のように転移後に生まれた人間も同じだ。今のこの世界が全てなんだ」

　カリスはそう言ってからボゥイに一瞥をくれてから付け加える。

「それは彼女たち、Ｂ級、Ｃ級エージェントも同じだ」

「するとそれは……」

　達哉が口を開くのを制して、ボゥイは慌てて喋り始めた。

「ランドキッドナップ現象が起きたのは六十年ほど前だ。もちろん私が生まれる前だ。エージェントのランク分けはほぼ出しゆつ生しよう年代なのだ。Ｓ級、Ａ級エージェントはランドキッドナップ現象が起きる前の世代。つまり連中は元の世界を知っている」

「え、ちょっと待てよ。じゃあ……、あのアーサーって奴は」

　立ち上がった達哉にボゥイは無言でうなずいた。

「爺ぃ!?」

　達哉のその言葉に苦笑して正真は言った。

「Ａ級エージェントの実年齢は私とさして変わらぬだろうな。シティファーザーズが年を取らないと言われていたが、それが本当だったという事だ」

　しばし何事か考えていた達哉だが、やにわにボゥイの方へ向き直る。達哉が何か言う前に喋らなければ、また話の腰が折られてしまう。そう思い何か話題を探ったボゥイだが、時すでに遅く達哉が先に口を開いていた。

「じゃあボゥイって何歳なんだよ？　ひょっとして、あれ？　今流は行やりのロリババア？」

「ババアとは何だ、ババアとは！」

　ムキになってボゥイは達哉に反論する。

「大体女に容易たやすく年齢を聞くものではない！　なぁ、そうだろう」

　困こん惑わくしたボゥイはこの場にいた自分以外で唯一の女性、立花に水を向ける。しかしこの状況では立花もボゥイには味方してくれなかった。

「確かに乙女おとめとしては同意したいところだが、お前たちは特別だからな。興味を持つのも仕方ないだろう」

　にんまりと笑ってボゥイを責め立てる立花に乗じて、調子に乗った達哉もさらに問い詰める。

「そうそう！　第一、年上だったら、ちゃんとそう振る舞わないといけないだろう？　正確じゃなくても、これくらいという感じでいいから」

　完全に守しゆ勢せいに回ってしまったボゥイは、周囲を見回し少し頰を赤らめてランドゥを指さして言った。

「す、少なくともこのハウンドよりは年下だ」

「なんで俺が基き準じゆんなんだよ！」

　出し抜けに話を振られてランドゥは座っていた椅い子すから思わずずり落ちそうになった。

「じゃあカリスさんとは？　わざわざおっさんを比較対象にしたという事は、それほど年は離れてないって事だよね？」

　畳みかける達哉にボゥイはしどろもどろになる。

「いや、別に……。ハウンドを比較にしたのは、たまたま目についたからで……。それにカリスともそんなに歳が離れているわけではない。多分、私の方がちょっとだけ上かも……」

　言いかけたボゥイは後の言葉を慌てて飲み込む。

「ふむ、二十五、六というところか？　それとももう少し行ってるか」

　ボゥイとカリスを見比べて立花はそう値踏みする。

「はは～～、ボゥイお姉さま！」

「今まで通りボゥイでよい！」

　思わず平伏する達哉にボゥイは声を荒らげた。

「失しつ敬けい。話を戻してもいいかな？」

　呆れて成り行きを見守るだけだったカリスは、ようやく介入する間を見つけて口を挟む。

「あ～～、悪ぃ悪ぃ。続けてくれ」

　ランドゥは椅子に座り直しながらそう言った。

「今も言ったとおり、我々は元の世界へ戻る事には興味はない。ただＳ級Ａ級エージェントがやっている試みを阻止する事には協力する。しかし橘さんは……」

「我々には時間がない」

　正真は厳しい顔で言う。

「我々にはまだ元の世界の記憶が残っている。それが残っているうちに元の世界へ戻らなければならないのだ。そのためにはシティファーザーズがやろうとしているストレンジネスアトラクターを制御する方法を摑つかまねばならぬ」

「我々にはそれは不要だ」

　真顔に戻ったボゥイが言った。

「まずはストレンジャー集めの阻止。そうすればストレンジネスアトラクターの制御も阻止できる。ストレンジネスアトラクターがいかなる物かはわからないが、機械の類たぐいならばそれを破壊するという選択肢もあり得る」

「そうなると爺様の考えてる、各都市を元の世界へ戻す計画が不可能になるわけだな」

「そうだな」

　ランドゥの言葉に正真はうなずいた。

「今も言ったように、我々は元の世界へ戻る事には興味はない。しかし今のパッチワークワールドを、シティファーザーズがかつての姿に戻す事も反対だ。だから橘殿の提案には協力できな……」

「いや、別に問題ないじゃん」

　達哉がカリスの話に割って入る。注意しようとしたランドゥを正真が視線で制したため、達哉はそのまま話し始めた。

「だってシティファーザーズの企みを阻止しようって点じゃ一致してるんでしょ？　だったらまずはそこから協力しようぜ」

　そんな達哉にカリスは呆れた顔をする。

「達哉くん、それは問題の棚たな上あげに過ぎない。将来に禍か根こんを残す。最終的な目的で一いつ致ちできなければ、なんの意味もない」

「お前はいつもそうだな。楽天的すぎる。だから坊やだと言うのだ」

　続けてボゥイからも文句を言われたが、それくらいでたじろぐ達哉ではない。

「いや、だったらさ。当面の目的をストレンジネス何とかの正体なり場所なりを探り当てるって事でいいんじゃないの？　だって今はそれが何なのかもわかってないんだろう？　ボゥイの言うように機械じゃなかったらどうするの」

「まぁその件については、私も今回ばかりは達哉の意見に分ぶがあると思うぞ」

　意外な事に立花が達哉に賛同を示す。

「ストレンジネスアトラクターは自然現象という噂もあるではないか。地震や台風のようなものだったら破壊はできん。お爺様の言うように、結局は制御しなければならない。その結果、各都市が元の世界へ戻れればそれでよいではないか」

「まぁそうだな」

　テンガロンハットを目深に被ったままのランドゥもうなずいた。

「戻りたい奴らだけ戻ればいい。残りたい奴らは残るだけだ。それ以外は手をつけさせなければ、このパッチワークワールドもそのまま変わらないはずだ。それでいいだろう。第一、全員の意思統一ができるまで延えん々えんこんな真似続けるのは面倒くせい」

　それでもなおカリスは食い下がる。

「しかし我々には元の世界へ戻るメリットがないんだ。記憶がないのだからな。そのために無む駄だなリスクを冒おかす事は……」

「あ～～、それそれ。俺がわかんないのはそれなんだよ！」

　またもやカリスの話を遮さえぎり達哉は言った。

「元の世界へ戻りたくないって言うけどさ。それがわかんないんだよ。どうして戻りたくないわけ？」

「さっきから言ってるだろう？　元からこの都市にいる人間はすでに自分の世界の記憶をなくしてしまってる。俺たちのように、パッチワークワールドで生まれた人間だっている。俺たちにしてみれば今のこの世界が故こ郷きようなんだ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でそう言うカリスに構わず達哉は続ける。

「俺さ、東とう京きよう生まれなんだけど……。あ、カリスさんの世界でも東京って言うの？」

「だから元の世界の事はわからないと言っただろう」

「まぁこの辺り一帯の事だと思えばいい」

　ランドゥの言葉にカリスは一応うなずく。それを見て達哉は話を再開した。

「でさぁ、爺ちゃん婆ちゃんが山やま形がたにいるんだよ。ここからずっと北の方。でさぁ今でもよく山形に遊びに行くんだけど、やっぱりあっちも故郷って感じなんだよな」

「親御さんの実家というわけだな」

「そうそう。だからそれと同じだと思うんだよな」

　正真の言葉に達哉はうなずく。

「カリスさんは知らなくても、元の世界には親しん戚せきが必ずいると思うんだ。戻ってくれば絶対に喜ぶぜ。俺たちだって、さっき一瞬だけど元の世界へ戻って、家族と連絡取ったらみんな喜んだんだ。間違いない！」

「元の世界の、親戚だって……？」

　カリスにとって達哉のその発想はまったく想像の埒らち外がいだったようだ。当惑した顔でただ達哉を見つめるだけだ。

「それに『ヘキサスコラ』は元の世界へ戻ってから、またパッチワークワールドへ再転移したんだ。正真さんの研究がうまくいけば、元の世界とパッチワークワールドを自由に行き来できるかも知れないぜ」

　さらに畳みかけるように今度は立花が言った。

「先程、町の入り口の廃屋に住んでいる男は、写真立てに一緒に映ってる人間が誰だか忘れたと言っていたな。元の世界へ戻ればその人間と再会できるかも知れない。そうすれば記憶が戻る可能性もあると思うぞ」

「町の入り口に住んでいるというと内ない藤とうさんか……」

　カリスはしばし思いを巡らせ、一緒にいた他のメンバーと小声で会話を交わし始めた。どうやらかなり胸中が揺れ動いているようだ。

　その様子をにんまりした顔で見つめる正真にランドゥは苦笑を浮かべた。まとまりかけてきた空気を打ち払うかのように、やにわにボゥイが口を開いた。

「達哉、『ＴＺＹＸ』には私のようにシティファーザーズでありながら、反逆した者もいる。我々はこのパッチワークワールドで生まれた。もとより戻るべき故郷などない。身を寄せる場所もないのだ」

「じゃあ『ヘキサスコラ』へ来ればいい！」

　出し抜けにそう言い出した達哉を、ボゥイはぽかんとして見つめるだけだ。

「いいじゃん、『ヘキサスコラ』で。何だっけ、例の評議会からボゥイが『ヘキサスコラ』担当を命めいじられたのも何かの縁だよ。何だったら俺たちの世界を故郷だと思えばいい」

「お前はどうしてそう考えが単純なのだ！　物事というのはもう少し深く考えて行動するべきだろう!!」













　我に返り思わず声を上げるボゥイに、達哉は笑って頭を掻く。

「いや、だって俺、難しく考えるのは苦手だし……」

　そんな達哉にボゥイは何か言い返そうとしたものの、すぐに適当な言葉が見つからず、ただわなわな震えるだけ。そんな二人を見て正真は声を出して笑い始めた。

「わははは、やはり面白い事を言う少年だな」

「さーせん」

　ぺこりと頭を下げる達哉に、カリスたちも苦笑を浮かべ、ボゥイも不承不承ながら椅子に座り直した。

「……そうだな。達哉くん、君の言うとおりだ」

　カリスは笑いながらそう言った。




「爺様、あんた達哉を利用しすぎだぜ」

　すでに日は暮れている。バイカートのハンドルを握るランドゥは、荷台に乗った正真へそう声をかけた。達哉と立花は併へい走そうするエアクッション艇にボゥイと共に乗っていた。バイカートの荷台にいるのは正真とガードマンだけだ。

「ふふふ、利用？　違うな、ランドゥ殿。私はあの少年の好きにさせているだけだ。大人は少し物事を難しく考えすぎるからな。たまにはあのような単純な話を堂々と言える人間も必要だ」

　結局、ボゥイとカリスは折れ、『ＴＺＹＸ』は正真の計画に協力してくれる事になった。ボゥイはシティファーザーズ内に未いまだ潜んでいる協力者からの情報も提供してくれるという。

「カリス殿も言っておった。達哉という少年はなかなか見所がある。あれだけの事を言いながら、周囲に不ふ快かい感かんを抱かせないというのは、持って生まれた才能だとな」

「そういうもんかねえ」

　ランドゥはそうぼやくと話題を変える。

「それはそうと、一体どうなんだ。爺様。見込みはあるのか、ストレンジネスアトラクターの制御とやらは」

「正直、わからん」

　正真は素す直なおに答える。

「シティファーザーズですら苦心してるようだからな。しかしストレンジネスアトラクターの研究をしているシティファーザーズとも協力できれば、意外と早く糸口は摑めるかも知れぬ」

「また達哉を利用しようって言うのかよ」

「人聞きの悪い事を言うなランドゥ殿。今も言ったとおり、私は彼の好きにさせているだけだ」

　そう言って正真は笑った。




「……そんなわけでしばらく世話になる。別に気を遣う必要はないからな」

　そう言って挨あい拶さつするボゥイに、『ヘキサスコラ』の留守を守っていたほのかやクリスは目を丸くした。

「仲間というよりは『ＴＺＹＸ』に協力を取り付ける人質みたいなものだ。『ヘキサスコラ』内なら自由に行動させていいが、勝手に都市の外部に出すなよ」

　ボゥイの横で立花が背伸びするようにしてそう付け加えた。

「ちょ、ちょっと達哉！　どういう事なの!?」

『ヘキサスコラ』の正門まで達哉たちを迎むかえに来たと思えば、現れたのはボゥイであり、しかも仲間になると言い出したのだ。ほのかが慌てるのも無理はない。

「いや、ほら。昨日の敵は今日の友とか言うじゃないか。それにボゥイも行く所がないみたいだから……」

「だってこの人、私たちを騙したのよ!!」

　自分を指さしそう言うほのかに、ボゥイは答えた。

「騙していたのはお前たちだけではない。Ａ級エージェントのアーサーも騙していた。その必要があったからだ。必要がない限りは今後、そういう真似はしない」

「ふ～～ん……」

　そう答えたボゥイをクリスは値ね踏ぶみするように見回す。

「行く所がないのはわかったけど、別にこの学園都市に来る必要はないじゃないの。シティ『花形』に残ってもよかったんじゃないの？」

　クリスのその問いにボゥイは狼狽うろたえる。

「そ、それはだな……。達哉が誘って……、いや、ここにいた方が何かと都合がいいというだけの事だ」

「どういう事かしら、達哉」

　ほのかはメガネのレンズ越しに達哉を睨みつける。

「生徒会長として不要な危険性は排はい除じよしたいんだけど。どうしてこんな余計な真似をするの？」

「いや、だから危険性はないってな。なぁボゥイ」

　達哉のその言葉にすかさずクリスが食いついた。

「あらま、呼び捨て？」

「違う、ボゥイでいいと言ったのは私からで……」

「じゃああんたからモーションかけたんだ」

「なんだ、そのモーションというのは？」

「とにかく！」

　ほのかは二人の会話を無視して達哉へ向かって言った。

「あんまり外部の人を引き込まないでちょうだい。これからは私や春川先生たちに確認を求めてからにしてね。余計な騒動は避さけたいんだから」

「あら、本音はどうなのかなぁ。ほのかちゃん」

　やにわにクリスはほのかに背後から抱きつき耳元で囁ささやく。

「ひょっとしてライバルが増えちゃったと思った？」

「な……!?」

　その言葉にほのかは頰に朱を散らした。

「な、なんですか。そのライバルっていうのは!?」

「達哉くんって案外もてるんじゃないの？」

「そんな事はありません！」

　本人を目の前にしてほのかはそう断言する。もっともクリスが小声で囁いていたため、達哉には二人が何を話しているのかさっぱりわからない。

「生徒会長さん。一応、同盟の一件を春川先生に報告してくる。どこの校舎にいる？」

　そう声をかけてきたランドゥに、ほのかは逃げ出すチャンスとばかりに振り返る。

「あ、はい。会議棟の準備室にいると思います。芳よし里さと先生や大学代表の人たちも一緒だと思います」

　いきなり大声を出したほのかに、ランドゥはいささか面食らったようだが、手を挙あげて礼をすると会議棟へ向かう。その後を立花は慌てて追いかけていく。

「ま、待て。ランドゥ、私も行く！　お爺様のお話を伝えなければならないからな」

「あ……」

　その声の主の方へほのかとクリスは視線を向ける。ランドゥの後ろ姿に何か名残惜しそうな声を上げたのはボゥイであった。

「……………………え？」

　ボゥイの反応に今度はクリスが固まった。ほのかはここぞとばかりに反撃に転じた。

「あの、クリスさん。ライバルが増えたのは、ひょっとしてクリスさんの方じゃないんですか？」

　ボゥイはその言葉を耳ざとく聞きつけ、クリスよりも早く口を開く。

「なんだそのライバルというのは!?　お前たち、一体私を何だと思ってる!!」

「じゃあ、その足は何よ！　その足は!!　勝手に『ヘキサスコラ』で行動しないでくれる！」

　クリスが指摘したのはボゥイの右足。会議棟へ向かうランドゥを追いかけようと一歩踏み出したところだったのだ。

「こ、これは……。ほら、私も仲間になったのだから、他の関係者に挨拶しておかないと思っただけで他意はない！」

「だったら何でそんな必死なのよ。学園内では私の関係者の許可を得てから行動しなさい！」

「あの、クリスさん。クリスさんも一応は部外者なんですけど」

　妙にヒートアップしたクリスには、ほのかの言葉も耳に入らないようだ。

「まったく達哉が勝手に決めるから……。って、達哉？　達哉、どこに行ったのよ」

　ほのかが気が付くといつの間にか達哉の姿がない。見回すとランドゥと立花について会議棟へ向かっているではないか。

「待ちなさい、達哉。まだ話は済んでないわよ！」

「ランドゥ、この金髪ツインテールは危険よ。ヤバいわよ！　さっさと追い出した方がいいって!!」

　達哉とランドゥを追いかけるほのかにクリスに釣つられるようにボゥイも走り出す。

「おい、私はどうすればいいんだ？」

「勝手にしなさい！」

　ほのかとクリスは異口同音にそう答えた。
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「出現予想地点は……。これはこれは、偶ぐう然ぜんとはいえ面白い所に出ますね」

　データを確認したアーサーの言葉に、Ｂ級エージェントでもある科学者は答えた。

「偶然ではないかも知れません。ストレンジネスアトラクターと思われる反応が、ここしばらくその周辺に偏へん在ざいして確認できるのは確たしかです」

「なるほど」

　アーサーはモニターから顔を上げてにやりと笑う。

「ｅエｘクストレンジャーに引き寄せられたというわけですか」

「はい」

　科学者はうなずく。

「アーサー様の推すい測そくが正しかったのかも知れません。あの一いつ帯たいにｅｘストレンジャーがおり、量りよう子し状態になってるストレンジネスアトラクターがその者に引きつけられている可能性は高いと思われます」

　そこで言葉を切り、科学者はアーサーの反応をうかがう。しかしアーサーはそれに気付かぬふりをして逆に聞き返した。

「どうかしましたか？」

「いえ、このまま実験を続けてよいのかと思いまして」

「構かまいません。続けてください。ｅｘストレンジャーも気がかりですが、もう一つの仮説。一つの都市に二人のストレンジャーがいれば、パッチワークワールドと元の世界をある程度自由に行き来できる。その可能性をまず確かめましょう」

「承しよう知ちしました。それではさっそく実験にかかります」

　そう答えた科学者にアーサーは重ねて命令する。

「幸いストレンジネスアトラクターが出現すると予想される位置はすぐ近くです。観かん測そくチームを派は遣けんするとしましょう」

　そして最後にひと言、付け加える。

「私が観測チームを指し揮きします」

　その言葉に驚おどろいて科学者は振り返る。

「エージェントアーサーにそのような危険な真ま似ねをさせるわけにはいきません。Ｃ級エージェントだけで充じゆう分ぶんです」

「いいえ、私が行きます。まぁ色々とありましてね。エージェントバリール。あなたも聞き及んでいるかと思いますが裏切り者が出まして。科学班にそんな不ふ心こころ得え者ものがいるとは思いませんが念の為ためです」

「そうですか、わかりました。それでは機材と人員を用意します」

　首を傾かしげながらもエージェントバリールはアーサーの命令に従したがった。

　アーサーは連絡用拠きよ点てんから関かん東とうの一角にあるシティファーザーズの実験施し設せつへ到着していた。ここはＳ級スペシヤルズ、Ａ級エージェント及び科学班と呼ばれる専門の科学者、技術者しか知らない施設だ。Ｂ級エージェントであるボゥイもこの場所を知るはずはない。

　ここでアーサーはある実験を行おこなおうとしていたのだ。アーサーは目の前にあるモニターを再度確認する。そこには金属製の繭まゆを思わせるものが無数に映うつっていた。金属製の繭は、地下室を思わせる殺さつ風ぷう景けいな広い部屋に、円を描えがくように並べてある。

　管理を担当しているシティファーザーズの姿も見えるが、金属製の繭はその背丈よりは少しばかり大きいようだ。シティファーザーズの外見は十代半ばの少年少女。つまり金属製の繭は大人一人が入れる程の大きさだろう。

「さて、やはりあの女の子がｅｘストレンジャーか。ストレンジャーが二人いる都市、それにｅｘストレンジャー。僕ぼくは最近ついてるみたいだな。ランドゥの旦だん那なにくっついてると、面白い事ばかりで飽あきないな。まったく、ふふふ」

　アーサーはアサクラの口調に戻ると一人笑った。




「あの女、すでに放ほう棄きされていたのを知っていたのではないか？」

　バイカートの荷台に座った立りつ花かは、不満そうに投げ出した足を振る。

「いいや、それはねえな」

　ランドゥはバイカートのサドルに座り直すと言った。

「あの様子じゃ、この連絡拠点が放棄されたのはせいぜいここ数日だ。大方、『ヘキサスコラ』からとんずらこいたアーサーが、ここに寄ってから別の場所に移る時、破壊していったんだろう」

　そう言うランドゥの視線の先には、荒野の真ん中にぽっかりと空あいた穴があった。

「なぁ、おっさん。これ、使えないかな」

　古めかしい電話機を手に、達哉が穴の中から出てきた。電話機は線が切れ、そして爆発のためだろう、あちらこちら焼けて煤すすけている。

「そんなものが何の役に立つんだ。お前等の携帯の方がよっぽど高性能だろう」

　呆あきれるランドゥに、達哉は受話器を耳に当てながら答える。

「いや、だってシティファーザーズのものなら、見た目は古くても中身は高性能とかじゃないの？　敵が放棄したアジトなら、ゲームだとあとで役に立つアイテムが転がってるもんだぜ」

「だからゲームから離れろ。それにもともと大して重要な施設じゃないんだ。そんな大切なものなんて最初から置いてねえ」

「う～～ん、まぁそれもそうか……」

　名残惜しそうに達哉は電話機を穴の中へ戻す。

　達哉たちはボゥイから得た情報を元に、『ヘキサスコラ』やシティ『花はな形がた』周辺のシティファーザーズの拠点を調査していた。しかし到着した時には、地下に置かれたその拠点は爆破され、地面に穴が口を開いているだけだったのだ。

　ボゥイからは他にも周辺にある施設や基地の場所を教えて貰もらったが、重要拠点は警備が厳重なので迂う闊かつには手を出せない。それ以外の小さな施設はここと同じくすでに放棄されているだろう。

「アーサーの野郎から、ボゥイが裏切ったという情報は、シティファーザーズ評議会へ入ってるだろうな。さて、連中が次にどういう手を打ってくるか。内部にいるボゥイの協力者とやらの情報に期待するしかないか……。おい、どうした坊ぼう主ず？」

　そうぼやいていたランドゥは達哉が空を見上げている事に気付いて声をかけた。

「いや、なにか雲行きが怪あやしいなと思って」

　そう言う達哉に倣ならいランドゥも空を見上げる。確かに雲行きは怪しい。パッチワークワールド特有の薄ぼんやりとした陽光もさらに翳かげってきている。しかし不思議と雲は見えない。太陽の光が雲に遮さえぎられているというわけでもないのに、なぜか陽光が弱くなってきているようだ。時刻はまだ昼下がり。暗くなる時間帯ではない。

「なんだ、こりゃ……？」

　ランドゥも首を傾げるばかりだ。しかし連絡拠点がすでに放棄されているとわかった以上、ここにこれ以上長居する理由もない。

「おい、坊主。お嬢じようさん。『ヘキサスコラ』へ戻るぜ。何か嫌な予感がする」

　ランドゥがそう言った時だ。やにわに立花がバイカートの荷台から飛び降りた。

「ああ、どうなされましたか。立花お嬢さま!?」

　立花の手に握られた樋ひ笠がさも当とう惑わくしている。

「おい、お嬢さん？」

　小走りに駆かけ出しながら立花はランドゥに答えた。

「見えなかったか、あっちの岩の辺りに誰かいたのだ」

　立花が指さすのは少し先の岩。ちょうど立花の背丈ほどの大きさだ。しかし見たところ人影はない。

「誰かいたって？」

　ランドゥは首を傾げ、視線で達哉に尋たずねる。しかし達哉も首を振るだけだ。

「いや、気付かなかったよ」

「樋笠もですぞ、お嬢さま！」

　達哉に続いて樋笠もそう答えた。

「可か視し光こう線せん、赤せき外がい線せん、音響。この樋笠の各種センサーでも、その場所に人がいたという反応はありませぬ」

「そんなわけはない！　あそこに私と同じ年頃の女の子がいたのだ！」

　立花は妙みようにムキになっている。首を傾げながらも達哉も立花の後を追いかけた。

「誰もいないじゃないか」

　追いついた達哉は、岩の辺りを懸けん命めいに探し回る立花に向かってそう言った。

「いたのだ、確かに。この辺りに、私と同じくらいの女の子が……。こんな所に一人でいるのは危険だ。事情を聞いて、場合によっては連れて帰らないと……」

　地面に目を落とす達哉だが、自分と立花のもの以外、足あし跡あとは見つからない。周囲を見回しても、この岩以外とシティファーザーズの拠点だった穴以外に、子供とはいえ人一人が隠かくれる事ができそうな場所は見当たらない。穴にはつい今しがたまで達哉がいたので、そこに誰かが隠れているはずもない。遠くまで目を凝こらせば、草むらや瓦が礫れき、ちょっとした丘もあるが、すぐに移動できる距離ではない。

　立花の言うようにここに誰か、それも子供がいたとは考えにくいのだ。

「なぁ立花。何か見間違いだったんじゃないの？」

「そんなはずはない！」

　達哉の方へ向き直ると立花は声を上げた。

「ちょうどのこの岩の所に、女の子が立っていたのだ。私の方を見つめて……」

「幽ゆう霊れいだったりして」

　達哉は冗談のつもりだったが、立花はあくまで本気だ。

「なにを馬鹿な事を！　こんな日の高いうちから幽霊など……」

　空を指さした立花も天候の異変に気付いた。いや、おかしいのは天候ではない。空の様子そのものがおかしいのだ。

　夕暮のように薄暗くなっていったのが、今では逆に明るくなってきている。しかしそれは陽光ではない。太陽とは別に何か光を放はなつものが空にあるのだ。

「なんだ、あれは？」

　達哉も空を見上げる。薄暗くなった空には、少しずつだが鮮あざやかな光のカーテンが広がり始めていた。

「オーロラ？　パッチワークワールドじゃあこの辺りでもオーロラが見られるのか？」

「そんな事はありませぬぞ、達哉殿どの！」

　樋笠が言うと同時にバイカートのエンジン音が近づいてきた。

「おい、坊主、お嬢さん。逃げるぞ、何か変だ」

「待て、ランドゥ。さっきの女の子がまだ見つからないのだ！」

　立花は反論するが、ランドゥは達哉に向かって叫さけぶ。

「坊主、お嬢さんを連れてこい！」

「おし、わかった！」

　言うなり達哉は立花を抱かかえ上げる。

「おい、乙女おとめに何をする達哉！　どこを触さわっているのだ、どこを!!」

「大丈夫だ、別に手の引っかかりどころもないし」

「そういう意味ではない～～！」

　じたばたと抵てい抗こうする立花に難なん渋じゆうしながらも、達哉はバイカートの荷台に登った。

「近くにいないんだ、その女の子も逃げたんだろう」

　ランドゥがそう声をかけるが、立花はまだ心配そうな顔で周囲へ目を凝らしている。

「おっさん、見ろよ。オーロラが降りてくるぜ！」

「言われなくてもわかってる！」

　達哉の言うとおり、極ごく彩さい色しきの光のカーテンは徐々に高度を下げてきていた。

「この辺りで出しゆつ現げんした事といい、高度を下げてくる事といい、普通のオーロラとは思えませんな」

　そう言う樋笠に達哉が尋ねる。

「新しい都市が出現する前ぜん兆ちようじゃねえの？　竜たつ巻まきの代わりにオーロラが出現するとか。ほら、都市によって属ぞく性せいがあって、今までは風かぜ属性だったけど、今度は光ひかり属性だったりして」

「なんですか、その属性というのは？　ランドキッドナップ現象の前触れとして現あらわれるのは竜巻しか観測されておりません。オーロラというのは初めて……」

　そんな樋笠の返答を遮りランドゥは言った。

「いいや、そうでもないぜ」

　出し抜けにそんな事を口にしたランドゥを、達哉と立花は不思議そうな顔で見る。しかしランドゥはバイカートのハンドルを握ったままでそれ以上の事は説明しようとはしなかった。

　そうしている間にもバイカートの背後ではオーロラの先端が地上まで降りてきていた。荷台から身を乗り出し、背後を確認した達哉はその異い変へんに気付いた。

　色々な建物の影。都市の影に見える。

「おっさん、オーロラの向こうに何か見えるみたいだ」

「なるほどな」

　ランドゥもバックミラーでその様子を確認する。

「飛ばすぞ！　揺ゆれるから、振り落とされないようにその辺に摑つかまっていろ!!」

「摑まっていろって……」

　激はげしく揺れ始める荷台の中で、箱はこ崎ざきがトランクケース型の本体から左右へ手すり代わりのバーを伸ばした。達哉と立花はそのバーになんとかしがみつく。

「よくやった、箱崎！　達哉、お嬢さん、舌嚙かむなよ！」

　言うなりランドゥはさらにバイカートの速度を上げた。




「ほら、やっぱりランドキッドナップ現象だったじゃないか」

　停とまったバイカートの荷台から顔を出して達哉はそう言った。しかし立花は首を傾げるだけだ。

「しかし変だぞ。樋笠も言ったとおり、こんな出現の仕方をした都市なんて聞いた事がない」

　バイカートは何とか地上へ降りてくるオーロラから逃げ延のびた。地上まで降りたオーロラはしばらくそのままで輝いていたが、やがてその向こうから都市が現れたのだ。

　出現した都市には、超近代的なビルディングが立ち並んでいた。しかし何より人目を引くのは、都市の中心部に建つ一際高い塔。東とう京きようタワーやスカイツリーのような電でん波ぱ塔とうではなさそうだ。見た目はのっぺりとした円筒形でロケットを思わせる外見をしている。全体が真っ黒に塗ぬられており、その頂いただきには何やら意味ありげに赤い光が灯ともされていた。

　超近代的な外見を持つ都市だが、一見したところ確認できる光は、その塔の頂に輝くものだけ。他のビルディングや建物には、まったく光が確認できない。

　光だけではない。

　動く物も見えない。道路も確認できるが、自動車や歩行者は見当たらない。音も聞こえないのだ。

「ここからでは確実な事は言えませんが、私のセンサーには人間の反応がありませんな」

　樋笠もそう報告した。

「なんだよ、故障してるんじゃねえの？　さっきも立花が見た女の子も見つからなかったじゃないか」

「なにを言っておりますか！　達哉殿も女の子は確認できなかったではありませんか！」

「まぁそれはそうだけどな」

　達哉はそう言うと荷台から降りて都市の方へ歩み寄る。

「おい、達哉。近づくんじゃねえ。あの都市は何か様子が変だ」

「う～～ん、まぁそう言われればそんな感じだけど……。でもほら、なんか外見的に燃えって感じだよな。無人の都市の真ん中にでっかい黒い塔が建ってるとか。火ひ偏へんの燃えって感じだぜ」

　そんな達哉にランドゥは重ねて警告した。

「とにかく今は近づかない方がいい。一いつ旦たん、『ヘキサスコラ』に戻って爺じい様やボゥイと対たい策さくを検けん討とうしよう」

「……え、あぁ。うん」

　そう言うランドゥの表情は今までになく険けわしい。さすがの達哉も何かを察さつしたようだ。バイカートの荷台へ戻った。

「それにしても、さっきの女の子。無事だろうか」

　立花は無人の都市を見つめたままそうつぶやいた。
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「あの都市が現あらわれて三日か……」

『ヘキサスコラ』の大会議室の窓へ視線をやりながらボゥイはつぶやいた。そこにはかつて東とう京きようスカイツリーが見えていた。しかし今見えるのは同じ塔でもスカイツリーとはまったく異ことなる外観を持つもの。スカイツリーよりもかなり低く、漆しつ黒こくに塗ぬられた円筒形の塔。そしてその頂いただきには昼夜問わず、真っ赤な光が点灯しているのだ。

「都市には住民の気配がない。シティファーザーズが接せつ触しよくしてくる様子もない。それはここも同じだが……。やはり何か変だな」

「一応、学園の皆さんに協力して貰もらって、望遠鏡や双眼鏡で監かん視しを続けていますけど、あの黒い塔の都市にはまったく変化がありませんね」

　ほのかがそう報ほう告こくした。現在、大会議室では『ヘキサスコラ』の間近に、突然、姿を現した都市への対応を検けん討とうしているところだ。

　一向に住民が姿を現さない事もあり、突然、オーロラの向こう側から出現した都市の名前はわからない。『ヘキサスコラ』や『ＴＺＹＸ』関係者の間では、その特とく徴ちようからいつの間にか『黒い塔の都市』と呼ばれるようになっていた。

「オーロラのようなものから出現したというのも妙みような話だ。我々シティファーザーズの間でも、そんな出現の仕方をした都市の話は知られていない」

　しばし考え込んだ後、ボゥイは付け加えた。

「もっとも一般のＢ級、Ｃ級エージェントでの話だ。Ｓ級スペシヤルズ、Ａ級なら何か知っている可能性はあるが、今は何とも言えないな」

「さて、どうしますかな。調査隊を向かわせるかどうか……。橘たちばなさんは慎しん重ちようなご様子ですが……」

　そう言った春はる川かわに立りつ花かが答える。

「確かにお爺じい様はしばらく様子を見てみようと言っておられるが私は反対だ。すぐに調査を行おこなうべきだと思う」

「私もあんまり焦あせるべきじゃないと思うな。ねえ、ランドゥ？」

　クリスはそう話を振るが、ランドゥはテンガロンハットを目ま深ぶかに被かぶって黙だんまりを決め込んでいる。そんなランドゥにクリスは頰ほおを膨ふくらませてみせる。

「でもさ、やっぱりオーロラの向こうから出てきた都市なんてファンタジーっぽくて面白そうじゃん？　俺もさっさと調査に向かうべきだと思うな」

　そう言う達たつ哉やに困り顔でカリスが言った。

「達哉くん。確かに君の発想や行動力には感かん服ぷくするけど、さすがに今回は少し様子を見た方がいいんじゃないかな。黒い塔の都市の連中が何かを企んでいるのかも知れない」

「そもそも黒い塔の都市に、住民がいるかどうかは調べてみないとわからないではないか！」

　横から立花が口を挟はさむ。

「あ、あの……。ランドゥさんのご意見も伺うかがった方が……」

　養よう護ご教きよう諭ゆの芳よし里さとが水を向けてもランドゥは黙だまったまま。ランドゥと立花を交こう互ごに見てから、ほのかは隣の席に座っていた達哉に向かってそっと囁ささやいた。

「ねえ、達哉。ランドゥさんと立花ちゃんの様子、何か変じゃない？」

「変ねえ……。いや、いつもどおりだろう？」

「そうかしら？」

　ほのかは首を傾かしげてから続けた。

「黒い塔の都市が現れてから、ランドゥさんは口数が少ないし、立花ちゃんは妙に焦って調査に行きたがってるし。絶対に変よ」

「う～～ん……。おっさんはともかく、立花は黒い塔の都市が現れる直前に見た女の子が気になってるのかもな」

　ほのかにもその話はしてある。達哉の言葉にほのかも少し考え込んだ。

「……あの話ね。ちょっと気になるけど、達哉やランドゥさん、それに樋ひ笠がささんも気が付かなかったんでしょ？」

「まぁな。でも見み間ま違ちがいにしては、立花の奴、妙に拘こだわっていたんだよなあ」

　最初は内緒話のつもりだったが、いつの間にか声が大きくなっていたようだ。立花に自分の話をしていると悟さとられたらしい。

「こら、達哉！　何を話している！　言いたい事があるなら、ちゃんと言ったらどうだ!!」

　手にした樋笠の石いし突づきを突きつけて立花は声を荒あららげた。

「いや、だからさ。立花がなんであの黒い塔の都市の調査に拘っているのかって事」

　あっさりと達哉は口を割る。

「ほら、都市が現れる前に見たっていう、女の子の事を気にしてるのかなって思ってさ」

「それは確かに気にはなる。しかしそれだけではない。いつまでも放置しておいても、意味はないだろう」

　立花は樋笠を下ろして言った。

「ふむ、まぁ立花さんの言う事にも一いち理りありますな」

　春川はそう言うとランドゥへ視線を巡めぐらせた。

「ランドゥさん。またハウンドの皆さんに依頼して、あの黒い塔の都市の調査をお願いする事はできるでしょうか？」

「あっ、ランドゥが調査に行くんなら私も行くーッ！」

　ランドゥが答える前にクリスが手を挙あげた。しかしランドゥはそんなクリスに構かまわずに言った。

「俺も橘の爺様と同じ意見だ。迂う闊かつに動かない方がいい。しばらくは様子見だな」

「ふむ」

　春川が一時、思案を巡らせてから口を開く。

「ランドゥさん。ひょっとして何か心当たりがあるんですか？」

　問とわれたランドゥが答える前に達哉がぽんと手を打った。

「おお、そういえばおっさん。黒い塔の都市が現れた時、なんか意味ありげな事言っていたよな。シナリオ的になんか伏ふく線せん？　って感じで」

　そんな達哉を叱しかり飛ばす事もなく、ランドゥは席を立つ。

「まぁ、調査の準備をしておくに越した事はねえ。ブッチャーたちともまだ連絡が取れていねえし、適てき当とうなハウンドたちに声をかけておくわ」

　そう言い残すとランドゥは大会議室を出ていってしまった。

「ランドゥさん、何か様子が変ですけど……。クリスさん、何か思い当たる節ふしはありませんか？」

　そう尋たずねたほのかにクリスはふて腐くされたように答えた。

「そんなの、私の方が聞きたいわよ」

「とにかく調査を急ごう！　何か起きてからでは遅い。シティファーザーズのエージェントが今日明日にもやってくるかも知れないのだ」

　結論を急ぐように立花が言ったが、生あい憎にくと賛さん同どうは得られないようだ。

「私は反対だ。三日経たって姿を現さないのだから、当面エージェントは来ないだろう。すでに新たな都市が出現したという情報は伝わっているはず。評議会は何かの意い図とがあって動かないと考えてよい」

　そんなボゥイにカリスも賛さん意いを示す。

「そうだな。あの都市自体が、何か特殊な現象なのかも知れない。いきなり消える可能性もあるし、迂闊に近づかない方がいいだろう」

「でも……！」

　なおも食い下がろうとする立花に樋笠が諭さとすように言った。

「立花お嬢さま、皆さんのおっしゃる事ももっともです。今は様子を見ましょう」

　その言葉に立花は不ふ承しよう不ぶ承しよう引き下がったように見えた。しかしすぐさま達哉の方へ視線を巡らせる。視線が合った達哉は立花の意図に気付いて即座にサムズアップで返してみせた。

　もっともそんなやり取りに周囲が気付かぬわけがない。春川は一つ咳せき払ばらいをしてからほのかに向かって言った。

「あ～～、穂ほ積づみさん。葦あし谷やくんの事ですが、迂闊な行動を起こさないようにちゃんと見張っていてくださいね」

「はい、もちろんです」

　ほのかはにっこりと笑って答えた。

「達哉、いえ葦谷くんには倉庫の整理をやってもらいます」

「ちょ、ちょっと待て！　この俺のヒーロー属ぞく性せいを倉庫番ごときで浪ろう費ひできるものか！」

　慌あわてる達哉にほのかは重ねて言った。

「倉庫の整理で属性もてあますのなら、学食の掃除もお願いしましょうか。一人で」

「いや、一人はないから！　あの広い学食を一人は!!」

　そんな二人のやり取りに周囲から笑いが漏もれる。仏ぶつ頂ちよう面づらだったクリスも釣つられて表情をほころばせている。しかし立花だけが、まだ不服そうな顔でそっぽを向いていた。




「異変はありませんか」

　アーサーはモニターを覗のぞき込んだ。

「はい。黒い塔周辺には何の動きもありません」

「結けつ構こう」

　科学班に所属するＢ級エージェントの答えにアーサーは満足そうにうなずいた。そんなアーサーに技術者であるＢ級エージェントは不可解な顔をする。

「黒い塔が出現してから三日です。しかし未いまだにストレンジネスアトラクターの反応は強くなっておりません。これで本当にいいのですか？」

「構いません」

　答えるアーサーの態度には余裕がある。

「ここまでは以前の実験でも確認されていました。その時は状態が安定せず、ストレンジネスアトラクターを呼び戻す事はできなかった。しかし今回は近くにｅエｘクストレンジャーがいるはず。必ずや新たな成果があるでしょう」

　訝いぶかしげな様子の技術者に構わずアーサーはドアの方へ向かう。

「エージェントアーサー。あまり遠くに行くと……」

「わかっています。少し外の空気を吸ってくるだけです」

　技術者にそう答えるとアーサーはドアを開けて外へ出た。

　目の前には黒い塔とその周囲に並ぶ超近代的なビル群がそびえ立つ。一見するとアーサーの背後には何もない。ただ荒野が広がっているだけとも思える。だがそこには光こう学がく迷めい彩さいを装備したシティファーザーズの観かん測そく用トレーラーが停とまっているのだ。

　アーサーは周囲に気を配りながらも、暮れてきた空にそびえ立つ黒い塔を見上げてつぶやいた。

「僕ぼくに恨うらみがあるって言うんなら、それはきっとこの前の実験での事だろうねえ。さぁてどうする、ランドゥの旦だん那な……」

　そしてアーサーは薄く笑った。




　そして翌日の未明。密ひそかに『ヘキサスコラ』を抜け出す影があった。今晩は『ヘキサスコラ』に泊まる事になっていたはずの立花である。

「よし、行くぞ。箱はこ崎ざき。……どうした、不満でもあるのか？　お爺様やメガネや他の連中の事など構うな。あの黒い塔の都市には絶対に何かある。どうも気にかかるのだ」

　立花は背後の箱崎に向かってそう言った。トランクケース型ロボットの箱崎は、車輪を出して自走モードになっている。車輪はトランクについているキャスターよりは大型で、学園の外に広がる荒野でもそれなりに走れるはずだ。

「それにランドゥの態度も気になるのだ。ランドゥはきっと何かを隠かくしている。しかしそれを言い出せないのだろう。ならば私が何とかしてやらねばな……。これまでにランドゥには世話になってきたのだ。せめてもの恩返しだ」

　自分自身を鼓こ舞ぶするように立花はそんなひとり言をつぶやきながら、明け切らぬ空にそびえ立つ黒い塔を見上げた。出現した時からずっと、塔の頂には真っ赤な光が灯ともされたまま。『ヘキサスコラ』には大学付属の天文台もあり、高等部や会議棟等と共に転てん移いしてきている。その天文台の分析によると一般的な電灯によるもので、特におかしなところはないようだが、立花にはどうにもそれが何かを呼んでいるかのように思えていた。

　何を呼んでいるのだ？　自分なのか？　それとも何か別の……。

　自じ問もんしても答えは出てこない。

　そして何より気がかりなのは、自分にしか見えていなかった少女の姿。

　これ以上、心配をかけるのも悪いと思い、達哉やランドゥにも話していなかったのだが、立花には黒い塔の存在以上に気になる事があったのだ。

　赤いワンピースに長い黒髪を持った少女。一目見た時、誰かに似ていると思ったのだがすぐにはわからなかった。落ち着いて考えてみて、ようやくわかったのだ。

　自分とそっくりだったのだ。

　しかしその少女を達哉やランドゥは見ていない。樋笠のセンサーにも反応しなかった。

　ドッペルゲンガー？　いやいや、そんな迷めい信しん信じるものか。だが自分が見たものは確かなのだ。

　通常のランドキッドナップ現象とは異なる出現をした黒い塔の都市。そして少女の姿。さらにはランドゥの不可解な態度。

　絶対に何か関係ある。立花は直感的にそう悟っていた。まず自分の目で確かめてみないと。ランドゥに相談すれば反対される。ランドゥが何かを隠しているのならば、なおさらだ。

　ついてきてくれそうな達哉は、残念ながらほのかたちにより食堂の掃除を命めいじられている。すぐさま反対しそうな樋笠も連れてこなかった。

「朝になれば樋笠やメガネたちも私がいない事に気付くはずだ。今のうちに黒い塔の都市へ潜入するぞ！」

　言うなり立花は勢いをつけて箱崎に飛び乗る。

「行くぞ、箱崎！」

　その時、やにわに樋笠の声が響ひびいてきた。

「お待ちください、お嬢じようさま！」

　見つかったか？　立花が周囲を見回しても樋笠の姿は見えない。どうやら樋笠の声は箱崎の中から聞こえてくるようだ。

「中にいるのか？」

　問われた箱崎は全身を傾かたむけて肯こう定ていの動作を取る。立花は箱崎から飛び降りると、その鍵かぎを開ける。開いた隙すき間まから樋笠の柄えが覗いた。

「ふう、中身が一杯で難なん渋じゆうしましたぞ。箱崎に頼んで中に入れて貰っていただきました」

　樋笠は転がり出るなりそう言った。

「なんだ、樋笠。止めに来たのならば無む駄だだぞ。私はあの黒い塔の都市へ調査に行く。なに無茶はしない。少し様子を見に行くだけだ」

「ううむ、仕方ありませんな」

　地面に転がったままで樋笠は嘆たん息そくする。

「わかりました。そこまで言うのならば、この樋笠が同行いたしましょう。ただし今もおっしゃった通り、少し様子を見に行くだけにとどめてください。実のところ私もランドゥ殿どのの態度や、お嬢さまが見たという女の子がいささか気になっていたのです」

「そ、そうか」

　樋笠が同意してくれたとわかり、立花はその柄を握る。

「はい、お嬢さまがあの状況で根も葉もない事をおっしゃるはずがありません。ですがこの樋笠のセンサーに反応しなかったのも確たしか。黒い塔の都市の出現といい、ランドキッドナップ現象に関わる何かがわかるやも知れませぬ」

　樋笠には立花の考えがよくわかっていた。謎なぞの女の子の正体はもちろん、ランドゥの事も気になるのだろう。ランドゥは黒い塔の都市の出現について何か思い当たるところがあるようだ。それを口にできないという事は、恐らくそれはランドゥ自身の問題。

　対シティファーザーズで都市間の同盟を築きずこうという時に、ランドゥ個人の問題で周囲を振り回すわけにはいかない。

　だから黙っているのだ。子供心にそれを察さつした立花は、ランドゥの代わりに黒い塔の都市へ向かうつもりなのだと樋笠もわかっていた。

　無論、危険が伴ともなう。無理に止めようとすれば、立花は自分を放置して一人で黒い塔の都市へ向かってしまうだろう。

　ならば自分が同行して立花をサポートし、後からランドゥや達哉に追いかけてくれるよう、手はずを整えておいた方がいい。

　それが樋笠の思おも惑わくだった。

「よし、それではさっそく、黒い塔の都市へ向かおう！」

　立花は鍵を閉めると、樋笠を手に再び箱崎に飛び乗る。

「お嬢さま、くれぐれも言っておきますが、あくまでちょっと様子を見るだけですぞ、ちょっとだけ!!」

「わかってる、ちょっとだな。ちょっとだ!!」

　勢い込んでそう言う立花からは、とてもちょっとで済みそうにない雰ふん囲い気きが感じられた。

　ううむ、ランドゥ殿。私の書き置きを見て、早く立花お嬢さまを連れ戻しに来てくだされ。私だけではさっそく不安になって参りました。

　立花に振り回されながら、樋笠は心中でそうぼやいていた。
















「なんでぃ、朝っぱらから雁がん首くび揃そろえて」

　その朝、朝食を摂とるために学食へ顔を出したランドゥは、入ってすぐの所で達哉にほのかや生徒たちが輪になっているのを見つけて声をかけた。

「あ、ランドゥ！　おはよ～～！」

　生徒たちの輪の中にはクリスやボゥイ、そして春川や芳里など教師の姿もあった。ランドゥに気付くなりその輪の中からクリスが飛び出してきた。

「あ～～、はいはい。グッモーニン」

　ランドゥは適当に返事をすると、駆かけ寄ってきたクリスを軽くいなして、近くにある給水器の方へ向き直る。コップに水を汲くんだランドゥは、それを一口で飲み干してから、背後でむくれた顔をするクリスに構わず、達哉たちの方へ歩み寄ってきた。

「何か妙なものでもあったか？」

「あ～～、これこれ。何だと思う、おっさん」

　そう言うなり達哉が差し出してきたのは何かの紙だ。学園内にはいくらでもあるコピー用紙、だがその表面には文字通りミミズがのたくったとしか表現のしようがない、不可思議な線が書き連ねられている。

「ほら、俺、昨日の晩はさ。ほのかに言われた通り、学食の掃除をしていたわけよ。一人で」

　一人でをやたら強調して達哉は言った。

「そんでもって一人で掃除したもんで、うっかり学食でうたた寝してしまったんだよな。何しろ一人だから」

　一人を繰くり返かえす達哉に、横からほのかが鋭い視線を送っていた。

「それで朝方、目が覚めてみると、すぐ側そばにこれがあったんだわ。なんか目が覚める直前、側でがたがた音がしたような覚えはあったんだけど」

「不気味ですねえ」

　芳里が不安そうな顔でそう言った。

「何かの暗号のようにも見えるが、さっぱりだな。シティファーザーズでもこんな記号は使っていない」

　ボゥイも首を傾げるだけだ。

「どれ、よく見せてみろ」

　ランドゥは達哉から紙片を受け取り、ざっと目を通すとやにわに笑い始めた。

「ははは、こいつはあれだ。樋笠の字だ」

「樋笠さん!?」

　思わぬ名前に達哉たちは驚おどろきを隠せない。

「樋笠さんって、日ひ傘がさ型のロボットじゃないか。自分でも動けないのに、字なんて書けるのかよ」

　達哉のもっともな疑問にランドゥは苦笑を浮かべたままで答える。

「ほれ、あいつは自分では動けないけど、傘を開いたり閉じたりはできるだろう？　骨の先にインクをつけて、開いたり閉じたり転がったりで、書いていくんだよ。まぁ手間はかかるけどな」

「それでなんて書いてあるんだ？」

「あ～～、それはだな……」

　ランドゥは文面に目を凝こらして黙り込んでしまった。

「どうしたの、ランドゥ？　樋笠の字だっていうのはわかるんでしょ？」

　後ろからランドゥの背中に抱きつき、肩ごしに文面へ視線を送りながらクリスも尋ねた。

「あ～～、確かに樋笠の文字だっていうのはわかるけどな……」

　ランドゥは室内でも被りっぱなしのテンガロンハットの鍔つばを弾はじき上げて答えた。

「なにが書いてあるのかわからんな」

「駄だ目めじゃん！」

　達哉とクリスは異口同音にそう言った。

「いや、待て待て。落ち着け。冷静に状況を考えてみれば、内容はある程度、想像がつくだろう」

「なるほどな。で、どう推すい測そくする？」

　ボゥイが首しゆ肯こうして尋ねた。

「いや、待て。まだわからん。今、頭の中を整理する」

　そう答えるランドゥにボゥイも嘆息するばかりだ。しかしランドゥはすぐにその可能性に思い至いたった。

「おい、達哉。お前はずっとこの学食にいたんだな？」

「あ～～、そうだけど。それがどうしたんだ？」

「さっきお前も言ったが、樋笠は自分では動けない。誰かに連れてきて貰ったはずだ」

「立花だろう、普通に考えると」

　達哉は気が付かなかったが、ほのかはすぐにわかったようだ。

「そういえば立花ちゃん、今朝はまだ見てないわ！」

「確認してきた方がいいな、生徒会長さん」

　ランドゥにうなずき返すと、ほのかは慌てて学食から飛び出していった。

「でも目が覚める前に聞こえたのは、子供の足音じゃなかったなぁ。何か重たいものが動くような音で……」

　達哉のつぶやきにランドゥはぱちんと指を鳴らした。

「あぁ、わかった。そりゃ箱崎だ。箱崎が持ってきたんだろう。そうなると文面は……。ええと、文頭のこれは俺と達哉の名前だな。俺と達哉宛だ。それとこの字は立花だ。だから……」

「よく読めるねえ、ランドゥ」

　後ろからランドゥの首根っこにしがみついたままでクリスが感心する。

「うるせい、ひっつくな。重いだろう」

　そう言うランドゥに思わぬ加勢が入る。ボゥイであった。

「ランドゥが邪魔だと言ってる。離はなれたらどうだ、ハウンド」

　しかしクリスは思いっきり舌を出してみせた。

「べ～～っだ！　お子さまは黙ってなさい!!」

　確かにボゥイの外見は中学生程度。クリスから見ればお子さまと言われても仕方がない。

「だ、誰がお子さまだ！　こう見えても、私はお前よりは年上だ!!　……多分」

　最後にひと言、小声で付け加える。

「え～～、私より年上だったら、もうおばさんじゃん」

「誰がおばさんだ！」

「二は十た歳ち過ぎたらおばさんだも～～ん」

　自分の肩ごしに罵ののしり合うクリスとボゥイにさすがにランドゥも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたようだ。

「うるせい、離れろ。それから黙ってろ。ようやく意味がわかり始めたところだ!!」

　しぶしぶランドゥから離れたクリスは、もう一度、ボゥイにアカンベをしてみせる。それを見たボゥイは何か言いかけたが、ランドゥに注意された事もあって黙り込んでしまった。

「なぁ、芳里先生。ひょっとしてランドゥのおっさんってモテるの？」

「はぁ？」

　突然、そんな事を言い出す達哉を、芳里は呆あきれた顔で見つめるだけ。その横では春川が笑いを嚙かみ殺していた。




　立花に与えられた部屋が空っぽなのを確認したほのかが学食へ戻ってきた時には、ランドゥは樋笠の書き置きの解読をおおよそ終えていた。

「やっぱり立花ちゃんはお部屋にいません。樋笠さんと箱崎さんもです」

「おお、やっぱりそうか。どこに行ったかはわかったぜ」

　ランドゥは紙し片へんをかざしてそう声をかける。

「立花は黒い塔の都市へ行ったみたいだ」

　口を開きかけたランドゥより早く達哉がそう言ってしまう。ランドゥはそんな達哉に嘆息してから樋笠の文面を読み上げる。

「え～～と、ランドゥ殿、達哉殿。立花お嬢さまは一人でも黒い塔の都市へ調査に向かうおつもりのようです。お止めできない場合、私もついていきますが、もしもこの書面を見た時、学園内にお嬢さまがいなければ、連れ戻しに来て下さい。樋笠記だとよ」

「まったく、あの子ったら！」

　この前、ランドゥが『霧む笛てき港こう』へ向かう時も、立花は勝手についていってしまった。再びの独どく断だん専せん行こうにほのかは苛いら立だちを隠せない。

「こりゃ連れ戻しに行かなきゃならんな。おい、達哉。ついてこい」

「え、いいの？」

　ランドゥから声をかけられ、達哉はパッと顔を輝かせる。

「ガキンチョの扱あつかいは苦手だって何度言わせる。お前が立花お嬢さんを取りなして連れ帰るんだ」

「う～～ん、クエストの目的としては、ガキンチョの救出は盛り上がるとは言い難いけど……。でも今回のステージは突然、オーロラから現れた謎の都市だからな!!　よぉしやってやるぜ!!」

　一人で盛り上がる達哉に、ほのかは不安げな表情を隠せない。

「私も同行しよう」

　話を聞いていたボゥイがそう言ってきた。

「あの都市には興味がある。ランドキッドナップ現象そのものに何か大きく関わっているのかも知れない。中を見られるのならば、是ぜ非ひ見ておきたい」

　一度は拒きよ否ひしようと口を開きかけたランドゥだが、何か思い出したのか、しばし黙もつ考こうする。怪け訝げんに思ったボゥイが重ねて尋ねようとする直前にようやくランドゥは言った。

「わかった、ついてこい」

「ええええ～～!!」

　やにわに大声を上げて不平を表したのはクリスであった。

「なんでそいつがランドゥと一緒に行くのよ！　私はこの前もお留守番だったんだからね！　今度ついていくのは私の番じゃないの!!」

　子供のように駄だ々だをこね始める。ランドゥはテンガロンハットの鍔を指先で弾いてからクリスへ歩み寄り言った。

「なぁ、クリス。俺たちがいない間は、この学園は無防備なんだぜ。お前がここを守らなくてどうする？　いつまたシティファーザーズがやってくるかわからねえんだ。子供じゃねえんだから、あんまりわがまま言って俺を困らせるな」

　そう言うランドゥをクリスは膨れっ面で見上げる。

「ランドゥ、本当に困ってるの？」

「ああ、困ってる困ってる」

　ぞんざいな口調だが、それでもクリスは納なつ得とくしてくれたようだ。

「もう、わかったわよ！　その代わり早く帰ってきてよ！」

　そっぽを向きながらもそう答えた。

「ＯＫ、できるだけ早く帰ってくる。行くぞ、達哉、ボゥイ」

　ランドゥは二人に声をかけると、クリスから逃げ出すように学食を出ていった。達哉はその後を慌てて追いかけた。

「おい、待てよ。おっさん！」

「それでは行ってくる」

　ボゥイはほのかたちに声をかけてからランドゥに続いた。

　学食を出てすぐ二人に追いつくと、ボゥイはランドゥに向かって言った。

「ハウンド。お前、存ぞん外がいに女の扱いがうまいな」

　そう言うボゥイにランドゥは肩ごしに一いち瞥べつをくれて答える。

「女？　あぁ、クリスの事か。あんなのは女の範はん疇ちゆうには入らねえよ。ガキだ」

「ほぉ」

　その答えにボゥイはにやりと笑う。

「お前はガキンチョの扱いは苦手だと言っていたな」

　その言葉にランドゥはテンガロンハットを目深に被り直して付け加えた。

「ああ、苦手だ」

　そんな二人に相変わらず空気を読む気などない達哉が言った。

「なにすかした会話してるんだよ。さっさと行こうぜ、冒険だ。冒険!!　ひゃっほう～～!!」

　上じよう機き嫌げんで廊下を走る達哉をランドゥは怒ど鳴なりつけた。

「お前は少し落ち着け！　それから少し黙れ!!」




「あの女の子が都市に入ってから一時間。まだ大きな動きはありませんか」

「はい」

　アーサーの問いにＣ級エージェントは答えた。アーサーが見つめるモニターには、人ひと気けのない町並みを、慎しん重ちように左右を見回しながら進んでいく立花の姿があった。手には樋笠を携たずさえ、横には箱崎が付き添そっている。

　黒い塔の都市を監視していたアーサーたちは、そこへ近づく立花の姿を発見。浮遊式の監視カメラを向かわせたのだ。監視カメラはヘリウムのバルーンで浮遊、小さなプロペラで移動しながら立花を追っている。大人の拳こぶし程度の大きさだが、ステルス機能も持っているので簡単には察知されないはずだ。しかしパッチワークワールドでは電波障しよう害がいが強いので一基きだけでは足りない。数基の浮遊カメラでデータを中継している。

　使えるカメラの数や届く信号の距離に限りがある以上、あまり立花に都市の奥へ行かれるとアーサーたちも困るのだ。

「少し移動しましょうか。信号が受信できなくなると困ります。場合によっては都市の中に入り込んでも構いません」

「はい、わかりました。トレーラーを移動させます」

　Ｃ級エージェントはそう答えると、運転席の方へ向かいかける。しかしその前に別のモニターに表示される映像に気付いたようだ。アーサーに声をかけた。

「エージェントアーサー、接近する車輛があります。荷車カートを引いた大型バイクです」

「来ましたか」

　それを聞いたアーサーは、立花が映うつるモニターへ顔を向けたままでにやりと笑う。

「移動はその大型バイクの連中が都市の中に入るまで待ちましょう。どうせあの女の子と合流します」

「わかりました……。エージェントアーサー！　大変です、大型バイクの連中と一緒に、裏切り者のＢ級エージェント、ボゥイがいます!!」

　Ｃ級エージェントが見やるモニターには、ランドゥと共にバイカートから降りてくるボゥイの姿があった。

「なにを慌てているのですか。別に驚く程の事ではありません」

「しかしエージェントアーサー。捕とらえなくてもよいのですか？」

「構いません」

　立花の映るモニターへ目をやったまま、アーサーはさして関心もなさそうに答えた。

「転移民に知られて困る情報など、君たちＢ級、Ｃ級エージェントには教えていませんよ。こうなったら、むしろ泳がせて内通者をあぶり出した方がいい。第一、今出ていったら、向こうに我々の存在が知られてしまいます」

「……はぁ」

　Ｃ級エージェントは釈しやく然ぜんとしない顔でうなずいた。アーサーはそんなＣ級エージェントに構わず、モニターの立花を見つめたまま。

　映像の立花は、誰かの後を追いかけているかのようだ。物陰に隠れながら慎重に進んでいる。しかしその先には何の姿もない。

　これは、間違いないな……。あの子はｅｘストレンジャーだ。

　アーサーはほくそ笑んだ。
















「本当に見えぬのか、樋笠」

　立花は声を潜ひそめて手にした樋笠に尋ねた。

「はい、お嬢さま。私めのセンサーにはまったく何も反応いたしません」

「箱崎もか？」

　立花に問われた箱崎はうなずく代わりに、トランクケース型の全身を傾けてみせる。

「ううむ、おかしい。私にはちゃんと見えているのに……」

　ビルの影から身を乗り出して立花はそうつぶやいた。その視線の先には、赤いワンピースを着た長い黒髪の少女の姿が見える。

　間違いなくこの黒い塔の都市が現れる直前、ここで見たのと同じ少女の姿だ。

　箱崎に乗った立花が黒い塔の都市へ到着した時、その少女は道路の真ん中でぼんやりと立っていたのだ。それはまるで立花が来る事を予期していたかのように見えた。

　しかし立花が箱崎から飛び降り、駆け寄ろうとすると、その少女はくるりと踵きびすを返して、都市の奥へと続く道路へ消えてしまったのである。そして相変わらず樋笠や箱崎のセンサーは、その少女の姿を捉とらえる事ができなかったのだ。

　立花は黒い塔の都市へ入り込み、少女の姿を追いかけた。少女は時折、横道へ入り、まるで何者かの追跡をかわしながら、立花をどこかに誘導しているかのようだ。樋笠の忠告もあり、立花は時々、足を止めて周囲を警けい戒かいしていた。しかしついてこないと見ると、少女は立花の側へ戻り、また姿を見せ、誘い出そうとするのだ。

「とにかくついていくしかあるまい」

　立花は少女の後を追う。

「どこかへ誘導したいのならば、そこに何かがあるはずだ。この都市の秘密が明らかになるような何かが……」

　樋笠はもはや立花を止められないと悟っていた。

　ああ、ランドゥ殿。早くいらしてください。かくなるうえは達哉殿でも構いません……。

　今は何とか立花をたしなめつつ、一刻も早くランドゥや達哉が到着するのを願うのみの樋笠だった。




「箱崎の車輪の跡はここで終わってるな」

　ランドゥは地面を調べてそう言った。その視線の先には細い轍わだち。轍は途中から出し抜けに始まっている舗ほ装そうされた道路へ繋つながっている。道路の上ではもう轍を確認できない。

「ふむ」

　しゃがみ込んだボゥイは指先で舗装された路面に触れる。

「普通のアスファルトではないな。見ただけでは材質はわからない」

　一見するとアスファルトに見えるが、都市と荒野のちょうど境さかいに見えている断面は、まるでプラスチックのようになめらかだ。

　ボゥイは立ち上がると道路の奥へと視線を巡らせた。

　自動車用道路で言うと四車線分程度。中央分離帯や白線もなく、ただまっすぐ続いているだけだ。路肩には道路標識や植え込み、ガードレールもない。

　左右には暗い灰色のビルが立ち並んでいるだけ。やはり看板のようなものは見当たらず、窓には明かりも点いていない。

　ビルの造りはどれもみな超近代的と言ってもよい。表面はガラスのような材質の構造材に覆おおわれており、朝日に照らし出されて輝いている。まるでそれはつい今しがた出来上がったかのようにも見える。

　しかし人気というものがまったくない。都市の中から聞こえている音もまったくない。アイドリング状態になっているバイカートのエンジン音がただ響くだけだ。

　そんな無人の都市を、赤い光を頂いた黒い塔が見下ろしているのである。

「お～～い、立花！」

　無駄と悟りつつ、達哉は声を上げて立花を呼んでみた。しかし返答はない。

「まだそんな奥には行っていないと思うんだがな。とにかく中に入って追うぞ」

　ランドゥはバイカートのサドルに座り直してそう言った。

「あまりエンジン音を立てるのは好ましくないな。隠れている何かを刺激する」

　荷台に乗り込みながらそう注意するボゥイに、ランドゥが何か答えようとするが、達哉がそれを遮さえぎってしまう。

「おお、いいね。そういうの！　無人の都市に得体の知れないものが潜む！　音を立てないように進め!!　俺の冒険心がそそられるぜ!!」

「そんな厄やつ介かいなものは、その辺に埋うめておけ！」

　ランドゥは達哉を一いつ喝かつしてからボゥイに向かって答えた。

「こいつのエンジンにはサイレントモードがある。馬力やスピードは落ちるが、そこそこ大人しくできるぜ」

「そうか、そこそこというのが気になるが……」

　懸け念ねんを示すボゥイに構わず、ランドゥはハンドルのボタンを幾いくつか操作した。

「さぁ行くぜ」

　ランドゥはそう言ってバイカートのエンジンをかけ直すが、はっきり言って達哉やボゥイにはそれほど違いがあるようには思えなかった。

　腹の底から響くエンジン音は同じだ。

「おい、ランドゥ！　大して変わらないではないか！」

「振動は同じだが、音は小さくなってるはずだぜ」

　不服を言うボゥイにランドゥはそう答え、そのままバイカートをゆっくりと黒い塔の都市の中へと向けた。

「達哉、ボゥイ。手分けして左右を捜せ。音が聞こえればお嬢さんの方から出てくるかも知れない」

「わかった」

「んじゃ、俺こっちな」

「勝手に決めるな！」

　しかし達哉はボゥイの抗こう議ぎも構わず左手の監視を始めた。ボゥイは不服そうな顔をしたものの、すぐに反対側の監視に移る。

　立花の姿を見み逃のがさないため、バイカートの速度は人が走るよりやや遅い程度。だがそれでもボゥイの言ったとおり、サイレントモードでもバイカートのエンジン音は結構響く。ましてやこの都市は人気がなく、他の音もしない。立花が側にいればすぐにわかるはずだ。立花は自分からすぐには出てこないかも知れないが樋笠も一緒にいるのだ。バイカートのエンジン音を聞きつければ樋笠が声を上げるだろう。

　少しバイカートを走らせたランドゥは、この都市のおおよその構造を察していた。中央に立つ黒い塔を中心に、道路が四方へ延のびている。またそれとは別の道路が、同心円状に広がっている。

「なぁおっさん。立花を捜すといっても、どこに行くつもりなんだ？」

　もう監視に飽あきたのか、達哉は欠伸あくびをしながらそう尋ねた。

「こういう構造の都市なんだ。入ってきた人間がまず行く先は見当がつくだろう」

　そう答えてランドゥは目標へ顎あごをしゃくる。

「黒い塔だな」

　ボゥイも黒い塔に一瞥をくれてそう言った。

「でもさぁ、立花がこの道から塔へ向かったなら、目に入ってもよさそうなもんじゃねえの？」

　達哉の指し摘てきにランドゥもうなずく。

「まぁそれもそうだ」

　その事についてはランドゥも疑問には思っていた。立花が都市に入ったのは一時間ほど前の事だろう。子供だからそれほど歩くのは速くないとはいえ、自走できる箱崎も同行している。もう塔の麓ふもとに着いていてもおかしくはない。

　ランドゥは首からかけていた双眼鏡を覗き込んだ。

　塔の麓は黒い壁が取り囲んでいた。その周囲には人影はない。立花や樋笠がバイカートのエンジン音に気付いて近づいてくるならその周辺に姿を現すはずだ。静せい寂じやくが包み込んでいる町である。樋笠の音響センサーがなくてもバイカートのエンジン音くらいは聞きつけているはずだ。

「脇道に入ったか、それとも……」

「あのビルの中ってどうなってるんだろうな。気になるよな」

　達哉が荷台から身を乗り出すようにして、道路脇のビルを見やりながらそう言った。

「実のところ、私もあの建物の中がどうなっているのか気になる。塔は確かに目立つが、橘立花がどこかの建物に入った可能性も否定できないな。我々と同じような関心を持ったかも知れない」

「ふむ」

　ボゥイの言葉にランドゥはテンガロンハットの鍔を指先で弾きバイカートを停める。

「いいだろう、ちょっとその辺の建物の様子を見るか」

「おお、話がわかるな。おっさん！　やっぱ冒険はそうじゃねえと!!」

「冒険と無む謀ぼうをはき違えるなよ、坊ぼう主ず」

「わかってるぜ！」

　せっかくの忠告もあっさりとそう返されてはランドゥも呆れるしかない。

　達哉にランドゥ、ボゥイはバイカートを降りて手近のビルへと歩み寄る。バイカートのエンジンはかけたまま。立花や樋笠が聞きつけられるように、そして何かあった時、すぐに逃げ出せるようにだ。

「なにか下が滑すべるな」

　道路の表面はガラスのように見えたが、それは外見だけではなさそうだ。実際に磨みがき抜かれたガラスの上を歩いているような感覚なのだ。

「こりゃ、スケートみたく滑れるんじゃないか？」

　達哉はそう言うが、確かにやればできそうだ。

　ランドゥはコートの下から『スパイダー』としばき棒を取り出し、慎重にビルの出入り口の方へ歩み寄る。庇ひさしが付いているので入り口と推定しただけだが、それ以外には何の目印もない。ビルの名称や中になにが設もうけられているのか、それを示す表示がまったくない。ドアノブらしきものがないところを見ると、入り口は自動ドアなのだろうが、それを意味する表示はどこにもないのだ。

　ランドゥと達哉、ボゥイは建物の入り口前に到着した。半透明の自動ドアを通して中を見ても、向こうにある大きなフロアにはまったく人気がない。奥の方に階段とエレベーターらしきものはあるが利用されている様子はない。

「おっさん、窓から見ても人の姿はないぜ。部屋の中は机みたいのがいくつか並んでたり、なんか普通の事務所って感じだ」

　窓を覗き込んだ達哉もそう報告する。

「そうか……」

　ランドゥはぐるりと周囲へ視線をやる。その途中でふと目を留めたが、すぐに入り口の方へ向き直った。

「達哉、ボゥイ。俺から離れるな」

「おう！」

「わかった……」

　二人はそう言うランドゥの背後についた。ランドゥはゆっくりと自動ドアの前に立つ。しかしドアは動く気配がない。

「電気が来てないんじゃないか？」

　達哉がもっともな事を言った。ボゥイもうなずく。

「その可能性は高いな。この規模の都市だと内部に発電所はないだろう。ビルの中に緊急用電源は装備しているかも知れないが」

　ランドゥは無言で自動ドアに手を伸ばした。ドアノブはないが、ちょっとした隙間はある。そこに指を差し込んで開ける事はできそうだ。

「ん……？」

　すぐにランドゥは怪訝な表情を浮かべる。

「どうしたおっさん？」

　達哉はランドゥの肩ごしに自動ドアを覗き込んだ。一見したところでは特におかしな点はない。しかしランドゥの指は自動ドアの隙間には入らないようだ。

「不器用だなあ。おっさん。俺に任せてみ、一応トラップ解除やシーフ技能のスキルは持ってるぜ。ゲームの中だけど」

「ゲームは放っておけ！」

　そう言ったランドゥだが達哉に場所を譲ゆずる。しかし達哉のゲーム中技能も役には立たなかった。

「ありゃ、なんだこれ？」

　自動ドアのすぐ直前に、目に見えない薄いガラスのようなものがあるようだ。自動ドアに伸ばした指は何かなめらかなものにぶつかり、それ以上は前に出す事ができない。

「私がやってみる」

　今度はボゥイに代わる。三人の中では言うまでもなくボゥイの指が一番細い。しかしその細い指でも自動ドアの隙間には入らなかった。やはりその直前で何かに遮られてしまうのだ。

「これは……？」

　ボゥイはそのまま自動ドアの上を指でなぞっていく。

「なにか塗りつけてあるのかな、ほら自動車の何とかコートみたいに」

　そう言う達哉にボゥイは頭を振る。

「いや、違う。これは物理的に何かが覆っているわけではない。空間そのものの異常だ。恐らく道路や地面も同じ事になっている。滑るのは路面の性質ではない。この黒い塔の都市そのものが、薄い空間に覆われており、我々とは直接、接触できないんだ」

「じゃあバリヤーみたいなものとか？」

「バリヤーとかフィールドとか、まぁそういうものかも知れないな。時間軸そのものに異常があるのかも知れない。いずれにせよ我々はこのビルの中には入れそうにない。他のも同じだろう」

　そんな会話をする達哉とボゥイの後ろからランドゥが言った。

「退どいてろ」

　そう言うなりランドゥは手にした『スパイダー』の銃口を自動ドアに向け、引き金を引いた。耳を劈つんざくような銃撃音と共に、弾丸が自動ドアに叩たたき込まれるが、まったくダメージ一つない。今度は窓へ向けて撃ってみるが結果は同じ。

「なんだって？　何を言ってる、ハウンド」

　耳を押さえたままでボゥイがそう尋ねた。どうやら銃撃を加えながらランドゥは二人に何か言っているようだ。













　達哉はランドゥの側に寄り、銃撃音の中から声を聞き取ろうとした。

「振り向くなよ、二人とも。このビルの三階辺りに何か浮いている。さっきちらりとアンテナのようなものが見えた」

「アンテナか」

　ボゥイは思い当たるところがあるようだ。

「恐らくシティファーザーズの監視用カメラだ。バルーンを持っており、それで浮遊する。光学ステルス機能は持っているが、光の加か減げんやよく注意して見れば見分ける事は可能だ」

　そしてランドゥの方へ振り返る。

「マイクはついていない。会話を傍ぼう受じゆされる恐れはないが、唇くちびるを読まれる事には注意した方がいいな」

「そうか、それは好都合だ」

　どうやら銃撃は監視カメラにマイクがあった場合、会話を聞き取れなくするために行おこなったようだ。そう聞いたランドゥは『スパイダー』を下ろす。

「え、監視カメラ？　どこどこ？」

「だから見るなって言ってるだろう!!」

　慌てて上を仰あおごうとする達哉をランドゥは注意した。

「左側、三階の三番目の窓あたりだ。まっすぐそちらを見るんじゃねえぞ」

　達哉はランドゥに言われるまま、視界の隅すみでその方向を確認する。確かに窓の辺りが不自然に歪ゆがんで見える。しばらく観察していると、確かにアンテナのようなものがちらりと確認できた。

「うん、テクスチャーの張り忘れだな」

　そう納得する達哉を無視してボゥイは言った。

「我々を監視してるとは思えないな。あのタイプのカメラは移動速度が遅い。バイカートにはついてこられないはずだ」

「するとお嬢さんって事か」

　ランドゥはテンガロンハットの鍔を指先で跳はね上げた。

「でもパッチワークワールドじゃ電波は遠くまで届かないんだろう？　一応、設せつ定ていを確認しておくけど」

「設定などと言うな！　自然現象だ！」

　達哉を怒鳴りつけてから、ボゥイは言い直す。

「電波が遠くまで届かないから、複数の監視カメラで中継するというわけだ。恐らくあのカメラは中継用のものだな」

「つまりぷかぷか浮いているカメラを追いかけていけば、お嬢さんを見つけられるってわけだ。達哉、ボゥイ。悟られないよう、周囲を確認して行くぞ。監視カメラらしいものを見つけたら、そっちを見ないで報告しろ」

「そりゃ難易度高そうだな」

　難しい顔をしてみせる達哉にランドゥは素そっ気けなく言った。

「お前には期待してねえから安心しろ」

「おっと、そういうところでちゃんと活躍するのがヒーロー属性ってもんだぜ。おっさん！」

「うるせい、黙れ！　さっさと捜すぞ!!」

　まったく……。

　その時だ。ボゥイは二人を見ている自分の頰がほころんでいる事に気付いた。

　笑っている？　なぜ私が、こんな他た愛あいのないやり取りに……？

「おい、なにしてる。ボゥイ。置いていくぞ」

「あ、いや。何でもない」

　ボゥイは当とう惑わくを振り払い、ランドゥと達哉の後を追いかけた。




「こちらの監視カメラに気付かれたのでは？」

　Ｃ級エージェントの指摘にアーサーは笑う。

「そうかも知れませんね」

　そう答えるだけで特に対たい策さくは指示しようとはしない。その目が見つめるモニターの先には、ランドゥと達哉のやり取りに笑みを浮かべるボゥイの姿があった。

　なかなか面白いよ、ランドゥの旦那……。

　アーサーはアサクラの口調で、言葉にせず胸中でつぶやく。

「さて橘立花は、そろそろ塔の麓にご到着ですね」

　そして立花の映るモニターへと視線を巡らせた。そこでは相変わらずカメラに映らない誰かを追いかけ、物陰に隠れながら慎重に進んでいる立花の姿があった。

「『共きよう鳴めい塔とう』の麓に着けば、あの女の子がｅｘストレンジャーであるか否かがはっきりとする。そしてこの実験の成功があれば、ストレンジネスアトラクターの制御に目め処どが立ちそうです」

「そうなるとよいのですが……」

　しかしアーサーはＣ級エージェントの言葉など耳には入れていなかった。




　ほのかは先程から一人、生徒会室から窓の外に見える黒い塔を無言で見つめていた。

　黒い塔はその頂に赤い光を灯したまま、薄ぼんやりとしたパッチワークワールドの青い空にそそり立っている。

　達哉はランドゥやボゥイと一緒に、立花を捜し出すため、あの塔の下にいるのだ。

　そう思うとほのかは気が重くなる。

「なぁにしてるの？」

　生徒会室へ入ってくるなり、やにわにそう声をかけてきた者がいた。クリスである。

「クリスさん。……いえ、何でもありません」

　ほのかは振り返るとそう答えた。

「今のところシティファーザーズのエージェントが来る気配はないわね。『ＴＺＹＸ』の方も情報は摑つかんでないみたいよ。動きがなくて不気味すぎるって、カリスも言っていたわ」

「そう、何か気になるわね」

「あららぁ～～？　可愛いわねえ。そういうところ」

　そう言うほのかに、クリスはにんまりとして笑いながら近づいてきた。何やら嫌な予感に襲われたほのかは思わず身構える。

「な、なんですか。その笑い方」

「大丈夫、大丈夫。襲ったりしないから、そっちの趣味ないし」

　そう言うとクリスはほのかの肩に手を回し、顔を寄せて囁いた。

「彼氏の事、気になるんでしょう？」

「か、か、か、彼氏って!!　そんな人いません!!」

　パッと頰を赤く染そめ、ほのかは思わずクリスから離れようとする。しかしクリスはほのかに肩を引き寄せて逃がさない。

　さすがにハウンドをやっているだけの事はある。一見、細い腕でもほのかはしっかりと押さえつけられ逃げられない。

「心当たりがない人が、彼氏って言われただけでそんなに慌てるかなあ？」

　そう言われてはほのかも返す言葉がない。ウッと呻うめいて口をつぐんでしまうだけだ。

「まぁまぁ気にしない。女の子だもんねえ」

　そう言うとクリスはぽんとほのかの背を叩いた。そして先程までほのかが見ていた黒い塔へ視線を巡らせる。

「心配なのはわかるよ、私もそうだもん」

「べ、別に私は……。それにランドゥさんは腕利きのハウンドじゃないですか。何も心配する事は……」

「心配だよ」

　クリスはそう言う。

「だってこの世界は何が起きるかわかんないんだもの。でもこんな世界だから私はランドゥに会えた。それだけには感謝してる」

「クリスさん……」

「でも、ちょっと似てるよね。ランドゥと達哉って」

　ほのかの方へ振り返るとクリスは笑いながらそう言った。そんなクリスにほのかは首を傾げる。

「似てますか？　確かに無鉄砲なところはあるとは思いますけど、ランドゥさんほど頼りにならないし、それに達哉はまだまだ子供だし……」

「うん、まぁその通りなんだけどね」

　あっさりとそう認める一方で、クリスは少し考えてから続けた。

「なんて言うかな。風の吹くまま気の向くまま、そういう風ふう来らい坊ぼうみたいなところかな。なんか達哉って、来るべくしてこの世界へ来たような気がしない？」

「それは、まぁ……」

　クリスに言われてほのかは口ごもる。言われてみればわかるような気がする。

　パッチワークワールドへ来る前の達哉は、ゲームや漫画に興きようじていても、何か物足りなさそうだった。今にして思えば、パッチワークワールドへ転移するなり、達哉が冒険だと張り切って飛び出していったのもわかるような気がする。

「でもまぁ待ってる方は辛つらいわよね。それは私もわかるわ」

　クリスは苦笑を浮かべる。

「でもね、あんなタイプは絶対に首にひもをつけちゃ駄目なのよ。勝手にふらふらしてるくらいが丁度いいの。まぁ待っている方は気が気じゃないけどね」

「クリスさんは……、大人なんですね」

　そう言うほのかに、クリスは窓の外に見える黒い塔へ視線を送ると答えた。

「まだ子供だもん」

　どことなくその口調は拗すねているように、ほのかには感じられた。




「ここは……」

「黒い塔の麓ですな」

　樋笠がそう言った。正体不明の女の子を追いかけている内に、立花はいつの間にか黒い塔の麓に到着していた。

「立花お嬢さま、ご注意ください」

「うむ」

　立花は周囲を見回すがあの女の子の姿はない。樋笠や箱崎のセンサーには反応しないのだから、自分の目で探す以外の方法はない。

　塔の根本は黒い壁かべで覆われており、直接、近づく事はできない。壁はビルの二階か三階ほどの高さ。階段やハシゴもなく登れる場所はない。塔の頂に見えるのと同じような、赤い光を放つ線が幾き何か学がく的な模も様ようを描えがいていた。

　立花はその模様が何か特別な意味を持つように思えてならなかった。

「シティファーザーズの罠わなかも知れません。あまり塔には近づかない方がよいですぞ」

　重ねて樋笠は警告するが、立花にはあの女の子が自分を騙だまそう、陥おとしいれようとしているようには、どうしても思えなかった。

　特に理由はない。ただ直感めいた確かく信しんだけがあったのだ。

「ここよ」

　やにわに声が聞こえた。

「樋笠、箱崎、何か言ったか？」

「いえ、まったく」

　樋笠に続いて箱崎は身体全体を左右に揺ゆすって、立花の問いに否定の意味を示しめす。

　おかしい、それに樋笠や箱崎の声のはずがない。女の子の声だった。まさかあの……。

　立花が考えを巡らせているうちに再び声が響く。それもすぐ間近だ。

「ここにいるでしょ？」

　すぐ耳元で後ろから囁かれたのだ。立花は反射的に振り返っていた。

「ようやくお話聞いてもらえるね」

　そこには案の定、赤いワンピースに長い黒髪を持った女の子が立っていた。

「誰だ、お前は!?」

　立花の問いに女の子はくすりと小さく笑う。

「リッカ」

「それは私の名前だ!!」

　憤ふん然ぜんとする立花にリッカと名乗った女の子は繰り返す。

「リッカだよ。だってあなたは私、私はあなただもの」

「何を言ってるのだ！　さっぱりわからん。おい、樋笠。この女は……」

　先程まで樋笠を握っていたはずの右手へ目をやった立花は呆あつ気けにとられた。いつの間にか右手は空っぽで樋笠の姿が見えなくなっている。樋笠だけではない。箱崎もいつの間にかいなくなっているではないか。

「お、おい！　樋笠、箱崎！　一体どこへ行った！　私に断りなく動くな!!」

　狼ろう狽ばいする立花をなだめるようにリッカが言う。

「大丈夫よ、あの人たちならすぐ側にいるわ。ただ私たちの姿が見えないだけ」

「お前たちの姿？」

　そう言われた立花は周囲を見回して唖あ然ぜんとした。つい先程までまったく動くものがなかった都市に、いつの間にか人波が溢あふれているではないか。

「どういう事だ、これは一体!?」

　人間だけではない。見慣れない格かつ好こうをした自動車が道路を走り、何もなかったはずのビルの壁面や窓には、看板や広告のようなものがかけられているではないか。しかし書かれている文字はまったく読めない。アルファベットや漢字、平仮名、カタカナらしきものも見て取れるが、立花には無意味な羅ら列れつとしか思えない文章なのだ。

　そして人の話し声、自動車のエンジン音も、何か遠くから聞こえるようなエコーがかかっている。

「私たちの都市よ」

　リッカはそう言った。













「お前たちの？」

　問い返す立花にリッカはうなずく。もう一度、立花はその都市を見回した。都市の町並みは変わらないが、見上げると空を飛ぶ飛行機や飛行船のようなものも目に入る。町行く人々の出いで立たちへ目をやると、かなり高機能と見える携帯端末を手にしている者が多い。

　どうやら科学技術はかなり進歩しているようだ。

「何者だ、お前たちは？」

　振り返り尋ねる立花にリッカと名乗った少女は答える。

「私はあなた、あなたは私。だから私はあなただけにしか話しかけられない」

「何を言ってるのだ、お前は！　さっぱりわからん。私の質問に答えろ！」

　痺しびれを切らす立花に、リッカは背後を見上げた。

「これは『共鳴塔』。私とあなたを会わせてくれたもの。そして私たちの世界を引き裂いたもの」

　リッカに釣られて立花も塔を見上げた。塔の色は黒いままだが、頂に輝く光は青白い点滅に変わっていた。

「私たちはまだここにいるわ」

　立花が視線を戻すのを待ってリッカは言った。

「その事をあの人たちに伝えて。そしてあなたに私たちを助けて欲しいの」

「私が？」

　戸と惑まどう立花にリッカはうなずき返す。

「そう、私たちを助けられるのはあなただけ。私の姿が見えるのも、声が聞こえるのもあなただけ。だから私たちを助けて、お願い立花」

　リッカの姿は塔の周囲を囲む壁の方へ、まるで吸い込まれるように消えていく。塔の頂とは違い、周囲を囲む壁の光はまだ赤いまま。リッカの姿は赤い光となって、壁と一体化していくようだ。

「ま、待て！　話はまだ終わって……」

　思わずリッカの方へ歩み出そうとした立花の左手を摑む者がいた。邪魔をされた立花は思わずその相手の方へ振り返ると声を荒らげた。

「何をする！　私はいま重要な話をしているところなのだ。邪魔をす……」

「はぁ？」

　振り返った先にはぽかんとする達哉がいた。どうやら達哉が立花の左手を摑んだようだ。

「なに言ってるンだよ、そのままだと壁に頭から衝突だぜ」

「え……？」

　達哉にそう言われて立花は前を振り返る。確かにそこにはあの黒い壁があるだけ。リッカの姿はない。

「お前も見ただろう！　あそこに赤いワンピースの女の子が消えていくところを！　そうだ、樋笠！　樋笠はどこに行った？　樋笠が何かデータを……」

　すぐ側から樋笠の困こん惑わくした声が聞こえてくる。

「どこに行くもなにも、私は先程からずっとここにおります」

　樋笠は立花の右手に握られたまま。側には箱崎もいる。周囲を見回してみると、いつの間にか通行人や自動車は見えなくなり、また頭上の黒い塔の頂に輝く光も赤いものに戻っていた。

「え……、なに？　なんなのだ？」

　立花の狼狽うろたえぶりに達哉や樋笠もどうしていいかわからないようだ。しかし背後から駆け寄ってきたランドゥやボゥイは何か予想外の事が起きたのは察していた。

「おい、樋笠。お嬢さんは何をしていた？」

「いえ、特に何かをするという事は。ただぼんやりと立ったままになり、突然、何かを追いかけるかのように壁へと駆け出したところを、達哉殿に助けられたと……」

「違う！」

　立花は駄々をこねるように樋笠を振り回す。

「私はあの女の子と話をしていたのだ！　あの女の子も私と同じ名前でリッカと言っていた。それからさっきはこの都市にも人がたくさんいて、自動車も走っていて……。この黒い塔の事は『共鳴塔』と呼んでいた……！」

「『共鳴塔』だと……！」

　立花がクチにしたその単語にボゥイが反応した。

「なぜその名前を知っている!?　本来だったら私のようなＢ級エージェントですら知らぬはずの名前だ。なぜ……」

　突然、気け色しきばむボゥイに立花も戸惑いを隠せない。

「いや、なぜと言われても……。今も言ったように、私そっくりの女の子が教えてくれたのだ。この『共鳴塔』が私たちを会わせてくれた。そしてこの世界を引き裂いたと……」

「……なんだと？」

　ボゥイは強こわ張ばった顔で頭上を見上げる。その横で達哉も塔を見上げて言った。

「『共鳴塔』っていうのか、この塔。なんかダンジョンとかありそうな名前だよなあ」

「私も名前しか知らないのだが……」

「おお、名前しか知らないって辺りがいかにもだ！」

「だからお前は話の腰を折るな！」

　達哉は立花とランドゥから声を揃えて罵ば倒とうされた。

「わかってるって。軽～～い、ジョークだっていうのに」

　達哉が黙るのを待ってボゥイは話を続けた。

「ストレンジネスアトラクターについて調べていてそんな単語を見かけた事がある。詳細はわからないが……」

　しかしボゥイの言葉はまたもや遮られる。

「おやおや、よく調べたねえ。惜おしむらくはその勤きん勉べん性せいを評議会のために使って欲しかったものだよ」

「俺じゃねえよ！」

「わかってる！」

　慌てて頭を振る達哉にそう答えると、ランドゥはコートの下から『スパイダー』を取り出し、振り返りざま問答無用に撃ち始めた。

「止やめろ、ランドゥ！」

　ボゥイが止めに入る。

「あれは立体映像だ！　あいつはここにはいない!!」

「そういう事」

　達哉と立花が振り返るとそこには銀髪の少年、アサクラ、いやシティファーザーズのＡ級エージェント、アーサーの姿があった。しかしその姿は背後が透けて見える。原理はよくわからないが、ボゥイの言うように立体映像なのは間違いない。

「おお、凄すげえ！　メガネもモニターもなしで立体的に見えるぜ！　これでゲームやったら燃えるだろうな!!」

　達哉は例によってゲーム方面で関心を示した。

「達哉くんだったな。なかなか面白い事を言うよね、君は。実に興味深い人間だ、転移民にしておくのは惜しいよ」

　アサクラの口調でアーサーはそう言った。ランドゥが上を見上げてみると、丁度アーサーの頭上にリンゴほどの真っ白な風船が浮いていた。風船の下には何かカメラとマイクのような機械が取り付けられており、どうやらそれがアーサーの姿を映し、他の監視カメラとリレーしてこの場の会話や情景を送っているようだ。

　ランドゥは反射的にその風船に『スパイダー』を向けるが、ボゥイはその腕を押さえて制止した。

「あれを撃っても意味はない、ハウンド。むしろアーサーの言い分を聞こうじゃないか」

「そうだぜ、おっさん。イベント会話を無視して進めると、絶対に後で詰つまるから」

　ボゥイの言う事もわかる。例えが無茶苦茶だが、達哉の言わんとするところも、わからないではない。

　ランドゥは不承不承『スパイダー』の銃口を下ろした。

「で、何しに来やがった。この唐とう変へん木ぼく」

「警告に」

　ランドゥの問いにアーサーは答える。

「実験は終わりだ。満足のいく成果は上がったけど、まだ実行に移すにはリスクが大きすぎる。それに評議会の同意も必要だ。それまで君たちには無事でいて貰わないと困るんだよ」

「君たち？　誰と誰だ？　俺とかボゥイってわけじゃあねえよな」

「ははは、さすがに鋭い。さすがはランドゥの旦那」

「てめえ!!」

　ボゥイはまたもや『スパイダー』を上げようとするランドゥを止めた。

「いい加減にしろ、ハウンド。人の話の腰をすぐ折るのでは、この坊やと変わらないではないか!!」

「そうだぞ、おっさん！　高校生と同レベルで争うなよ!!」

　自分の事を棚に上げ、達哉も調子に乗ってそうはやし立てる。

「それよりもボゥイ、お前はランドゥにくっつきすぎだ!!」

　出し抜けに立花からそう言われて今度はボゥイが戸惑う。

「え、あ……。いや、これは……」

　ランドゥは『スパイダー』をコートの下にしまうと、アーサーの立体映像の方へと数歩歩み寄る。

「てめえに聞きたい事がある」

「僕が本当の事を答えるとでも……？」

　にやにやと笑うアーサーに、ランドゥは舌打ちをしたものの、気を取り直して尋ねた。

「五年ほど前だ。貴き様さま、関かん西さいで何かしでかさなかったか？」

「さぁてどうだったかなぁ」

　アーサーはとぼけてみせるが、ランドゥは即座に怪あやしいと見抜いていた。

「やりやがったな!?　思い当たる節がなけりゃあ、そんなにすぐすらっ惚とぼける事なんてできやしねえ！」

「はははは！」

　アーサーは声を上げて笑う。

「旦那がそう思うんなら、そうなんだろうさ。さて、じゃあ質問タイムはここまでだよ。さっきも言っただろう。僕は警告に来たって。すぐにここから逃げた方がいい」

「待て、アーサー！」

　アーサーが話を切り上げようとしているのを察して立花は慌てて口を開いた。

「私が会った女の子は、私たちはまだここにいる。それをあの人たちに伝えてと言っていた。あの人たちとはお前たちの事なのか？　私だけに見えたあの女の子は誰なんだ。そもそもこの都市は何なのだ！　お前は何を知ってる!?」

　アーサーは立花の問いにはすぐには答えず、その背後にある『共鳴塔』を見上げる。その仕し草ぐさに応おうじて風船の下についたカメラも上を向く。

「そうか、みんなはまだいるのか……。それはよかった」

　そうつぶやくアーサーの表情にボゥイは驚きを隠せなかった。それは何かを懐なつかしむかのように憂うれいを秘ひめたものだったのだ。今までアーサーが見せた事などない、いやＡ級シティファーザーズが見せた事のない表情だったのだ。

「エージェントアーサー。あなたは一体、何を知ってるのですか？」

　立花に続いて尋ねるボゥイに達哉も調子に乗る。

「そうだ、そうだ！　意味ありげに設定をほのめかすだけなのは、シナリオの作りとしてはどうかと思うぞ！」

「ははは、そうだね。話してもいいんだけど、生憎時間切れだ」

　アーサーは笑うと空を指さした。

「実験は終了だ。この都市データは回収される。これ以上、放置しておくと不安定になるからね。さぁ僕たちも退散だ。君たちも速く逃げたまえ」

　言い終えるなりアーサーの立体映像は消える。それ以上は何のリアクションもないと察したのだろう。ランドゥは『スパイダー』で風船ごと空中の機械を撃ち抜いた。ボゥイも今回は止める事はしなかった。

「おい、やばいぞ」

　そのまま頭上を見上げたランドゥは声を上げる。

「オーロラだ。アーサーの言いぐさだと、この都市はまたどこかへ飛ばされる。今のうちに逃げ出さないと」

「し、しかしランドゥ。この都市の秘密が……。それにあの女の子も……」

「大丈夫だ！」

　達哉が安やす請うけ合いをする。

「あのアーサーが意味ありげな事を言っていたんだから、これはきっと何かの伏線だ！　すぐにまた絡からんでくるさ」

「坊やの言う事には説得力はないが、確かにアーサーは何か隠している。このままで終わるとも思えないな。いずれわかる時も来るだろう。それに……」

　ボゥイはまた黒い塔の都市の町並みを見回す。

「なぜかな……、妙にこの都市が懐かしく思えるのだ」

　突然、そんな事を言い出すボゥイを、達哉と立花は怪訝な顔で見るだけだ。

「おい、とっとと逃げるぞ！」

　バイカートの方へ走りながらランドゥは言った。

「わかった、行こうぜ。立花！」

「う、うむ」

　まだ釈然としない様子の立花の手を取り、達哉はバイカートの方へ走る。ボゥイと箱崎もその後に続いた。

「乗ったか!?　飛ばすぞ!!」

　ランドゥは答えを待たずにバイカートを走らせる。今度はいきなりエンジン全開だ。そうしている間にも、都市が出現した時と同様、頭上からオーロラを思わせる光が降りてくる。しかも今度は出現した時よりもかなり早い。

　降りてくる光の様子を見つめていたボゥイはその異い変へんに気付いた。

「ランドゥ！　何かおかしい！」

「おかしい事だらけだ！　今さら気にするな!!」

　しかしボゥイは風になびく金色の髪を抑えながら続けた。

「黒い塔の先端にある光を中心に、何か別のものが見えてきた。リング状の巨大な物体だ！」

　ボゥイの言葉に達哉と立花も荷台から身を乗り出して頭上を見上げた。

「おお、こりゃすげえな！　このノリはＣＧムービーイベントって感じだぜ!!　これやっぱり人工の物体かな？」

「なんだ、これは……」

　立花のその言葉にランドゥも振り返り空を見上げた。そしてそれを目にするなり、ランドゥの面に怒りが燃え上がる。

「あの野郎!!　やっぱりあの野郎がやった事だったのか!!　アーサーめ、許さねえぞ!!」

　先程、ランドゥがアーサーに尋ねた事と関係がある。そこまでは察しがついたものの、激げつ昂こうしている今のランドゥには、空気を読まない事で定評のある達哉でも話しかけづらい。

「ボゥイ。お前、あれに心当たりがあるか？」

　立花に尋ねられたボゥイも首を傾げるだけだ。

「わからない。しかしリング状の構造物か……、リング状」

　ボゥイの言うとおり、それはリング状の物体だ。黒い塔の先端に見える赤い輝きを中心に、ほぼこの都市と同じ程の大きさに広がっている。金属光沢を持つ白しろ銀がねに輝くその姿は、昔、想像された宇宙ステーションを思わせる姿だ。

「でもなんかレトロチックだよな」

　二十一世紀の高校生である達哉にしてみれば、そんな印象が正直なところだろう。

　銀色に輝く円えん環かん状じようの物体は、オーロラのような光と共に、ゆっくりと都市の上に降りてくる。

　中心にある塔はこれといって変化はないが、高層ビルの最上部がリングと同じ高度となった。その瞬間、ビルの最上部は赤い光を放はなって消えてしまったではないか。

「うわ、やべえ！」

「ランドキッドナップ現象ではないぞ！」

「わかってる、わかってるって!!」

　達哉や立花ではなく、ランドゥは自分自身に言い聞かせるように繰り返す。

「あいつに飲み込まれるわけにはいかねえんだ！　アーサーの野郎と決着つけるまではな!!」




「クリスさん、あれ!!」

「ウソ……」

　ほのかが指さす先には、オーロラのような光の下、黒い塔の上に浮かぶ白銀のリングがあった。

「なにかしら、あれ。ＵＦＯ？　いいえ、そんな感じじゃないけど……」

　狼狽えてそんな事を口走るほのかだが、すぐにクリスが厳きびしい顔つきで何事か考え込んでいるのに気付いた。

「どうかしましたか？」

「う、うん……」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよしたもののクリスは話し始めた。

「ちょっと小耳に挟んだ事があるんだ。ランドゥの家族が亡くなった時、あんなリングが現れて押しつぶされたとか。私もその場にいたわけじゃないし、ハウンド仲間で流れてる噂うわさだから当てにはならないけど……」

「え、ご家族？　亡くなった!?　ランドゥさん、ご家族がいらっしゃったんですか？」

　さっきのクリスの話からも、ランドゥは一匹狼の風来坊というイメージを持っていたほのかにとって、それは意外な言葉だった。

「うん、奥さんとお子さんと。でね、私が初めてランドゥに会った時、その形かた見みだっていう懐中時計見せて貰ったんだけど。最近は見てないんだよね。それに達哉くんが持ってる懐中時計とそっくりだったような気がする……」

「……え？」

　ほのかはクリスが達哉の懐中時計を気にしていた事を思い出した。それにしてもなぜ達哉の持っている懐中時計が、ランドゥの家族の形見とそっくりだったのだろう。

　あの懐中時計は確か……。

「あ、今のは忘れて忘れて！　ただの思い違いかも知れないし、そうだったら恥はずかしいし」

　慌てて両手を振るとクリスは再び窓の外へ目をやる。

「学園を離れるなってランドゥは言っていたけど、これは緊きん急きゆう事じ態たいよ。助けに行くわ」

「あ、私も行きます！」

　生徒会室から駆け出すクリスを追ってほのかは叫んだ。

「大丈夫、腕利き美少女ハウンドに任せておきなさい！」

　ほのかを制せいするとクリスは廊下を駆け出した。




「撤てつ収しゆうします」

　アーサーはＣ級エージェントにそう命じた。

「実験は成功です。評議会に報告して、今後の指示を仰ぎましょう」

　Ｃ級エージェントは運転席にいる作業用アンドロイドにトレーラーを出すように命じてから、アーサーの方へ向き直る。

「あの、失礼ですがエージェントアーサー……」

　しかしアーサーはＣ級エージェントがその問いを口にする前に答えた。

「今日、ここで見た事は他言無用です。もしもの時は……、無論わかっていますね？」

　口元に笑みこそ浮かべているものの、鋭い眼光で自分を見み据すえるアーサーに、Ｃ級エージェントは何も言い返す事はできなかった。




　バイカートの背後で黒い塔の都市は、上空から降りてきたオーロラのような光とリング状の物体に飲み込まれていく。後にはただ赤い輝きを頂く黒い塔が残るだけだ。

　なんとかバイカートは黒い塔の都市から脱出。そのまま学園都市『ヘキサスコラ』へ向かっているところだ。

「黒い塔を見たという話は聞いてないが……。なにが違うんだ？」

　バックミラーでその光景を見やりランドゥはそうつぶやいた。

「おっさん、やっぱりあのリングを見た事があるのかよ？」

　ランドゥが少しは落ち着いたと見たか、達哉はそう尋ねる。

「いや、俺が直接見たわけじゃねえ。そんな話を聞いただけだ。空から降りてきたリングが地上にあったものを飲み込んだとか押しつぶしたとかってな」

「飲み込んだ……」

　その言葉にハッとして立花は振り返る。

「まさか、あれがストレンジネスアトラクターなのか!?」

「おお、その発想はなかったぜ!!」

　達哉もポンと手を打つ。しかしボゥイはすぐさま反論した。

「しかしストレンジネスアトラクターは、ランドキッドナップ現象を誘発してる原因だ。今回の事例はランドキッドナップ現象とは関係ない」

「ランドキッドナップ現象を発生させるからといって、ストレンジネスアトラクターが現れる時、同じことが起きるとは限らないのではないか？」

　立花からもっともな指摘をされ、さすがのボゥイも言葉に詰まる。

「ま、まぁ確かにお前の言う事も一理あるな」

「もしそうだったら、引き返して調べた方がいいんじゃないか？」

　そう言う達哉にランドゥが答えた。

「いや、それはできない。あいつはじきに消える。ただ消える時にちょっとばかり厄介な事が起きるらしい。気をつけろ」

「厄介な事って一体なんだよ。思わせぶりに」

「俺も直接見た訳じゃねえって言っただろう？　なんでも……」

　ランドゥと達哉の会話に突然、割り込む声があった。

「ランドゥー!!　無事？　大丈夫!!」

「あいつか……。なんでしゃしゃり出てくるんだ、こんな時に」

　憮ぶ然ぜんとするランドゥに、ボゥイは白しらけた顔で言う。

「モテモテだな、ハウンド。それからあれは私の私物だ。勝手に使うなとあいつに言っておけ」

「何を言っておる。逃げる時に盗んだ癖くせに」

　立花に茶々を入れられ、ボゥイはむっとして黙り込んでしまった。

　前方に見える『ヘキサスコラ』から接近してくるのは、立花が言ったとおりボゥイがシティファーザーズのトレーラーから乗ってきたエアクッション艇てい。そしてその操そう縦じゆう席せきから顔を出して声をかけてきたのはクリスである。

「ランドゥ、大丈夫？　立花ちゃん、見つかったんだ。よかった」

　そう声をかけながらすれ違ったクリスは、エアクッション艇をＵターンさせると、バイカートに併へい走そうする。

「それであれは一体なに？　何が起きたのよ。ひょっとして……」

「説明は後だ後！　急いで『ヘキサスコラ』に逃げ込むぞ」

「へ、なんで？」

　クリスだけではない。達哉たちもランドゥの言葉に怪訝な顔をする。

「リングはじきに消えるんだが、その時に厄介な事が起きるんだ。学園に避難しておいた方がいい」




『ヘキサスコラ』の校舎では、窓や屋上から身を乗り出し、多くの生徒が黒い塔の都市の異変を眺ながめていた。距離はかなりあり、黒い塔の都市上空に見えるオーロラのような光が近づいてくる気配はない。その点ではまだ安心できるが、なにしろここはパッチワークワールドだ。何が起きるかわからない。

　黒い塔の都市に一番近い門までやってきたほのかも不安そうに、空や学園外に広がる荒野を見回していた。

「いやぁ、何か大変な事になっちゃったなぁ。生徒会長さん」

　達哉と同じ冒険部に所属している杉すぎ内うちがそう言った。

「こんな事なら俺たちもついていけばよかったな」

　やはり冒険部に所属している多た村むらがそう言うと、同じく部員の村むら松まつが言い返す。

「どうせついていっても、この前みたく途中でリタイアしそうだしなあ」

「まぁなあ。俺等と達哉じゃあ、何ていうかしぶとさってのが違うな」

　そんな事を言って笑い合う冒険部の仲間たちだが、ほのかは気が気ではない。そんなほのかを見かねて芳里が声をかけた。

「大丈夫よ、穂積さん。ランドゥさんやクリスさんもついているし」

「ええ、それはわかっているんですけど……」

　その時だ。校舎の上の方から黒い塔を見ていた生徒たちの何人かが歓かん声せいを上げ、門の外を指さした。その先を追い開いた門から荒野へ目を向けると、バイカートとエアクッション艇が、こぢんまりとした丘の向こうから姿を現したところだ。

　ほっとしたほのかは門の方へ駆け寄っていく。ほどなくしてバイカートとエアクッション艇は門の中へ滑り込んでいた。しかしバイカートにまたがるランドゥはまだ厳しい表情を崩くずさない。そのままほのかや芳里へ向かって声をかける。

「生徒会長さん、先生。すぐに門を閉じるように言ってくれ。それから校舎や屋上の生徒たちに、中へ入るよう伝えてくれ。あと何を見ても驚くな、心配はないと校内放送をしてくれると有あり難がたい」

「わ、わかりましたけど……、一体？」

　当惑するほのかに代わり、芳里が校舎の方へ駆け出しながら答えた。

「それじゃ私、校内放送で注意してきます」

「あのリングが消える時に、ちょっと厄介な事になるらしい。おい、クリス。そいつのエンジンを切ってすぐに降りろ。そいつに乗ってると危ない」

「へ？」

　怪訝な顔をしながらもクリスはランドゥの指示に従い、エアクッション艇のエンジンを切って降りてくる。

「おっさん、さっきから厄介な事の説明を全然してねえじゃないか！」

　さすがの達哉も痺れを切らして催促した。

「あ～～、わかったわかった。いま説明する。あのリングが消える時、突風と……」

　ランドゥが言い終える前に、それは起きた。まず閉まりかけていた門から、徐々に風が吹き込み始める。しかもそれはあれよあれよという間に強くなっていった。

「急いで校舎に逃げ込め！　それとこれだけじゃないからな。ただしそっちは危険はない。それは頭に入れておけ!!」

「危険はないって、じゃあなんで注意するんだ」

　そう尋ねる達哉に、ランドゥは少し声を潜めて答えた。

「お前のストレンジネス能力が発動するとまずいんだよ。またネガ発現されると困るからな」

　しかし風の音もあり、達哉にはその答えはうまく聞き取れなかった。

「え、なんだって？　どういう事だ、おっさん」

　その時、校舎の方からまたも声が上がった。しかし今度は歓声ではない。悲鳴だ。校舎へ目をやると、生徒たちが空を見上げて怯おびえているのがわかる。

「空？　一体何が……」

　釣られて空を見上げたほのかは、あまりの光景に思わず足を止めてしまった。

　頭上に広がるのは、見た事もないどこかの都市の光景。まるで飛行機から見下ろしているように、正体不明の都市が『ヘキサスコラ』上空に広がっているのだ。

　そればかりではない。頭上に広がる都市は、そのまま『ヘキサスコラ』へ落ちてこようとしているのだ。

　思わず悲鳴を上げたほのかにランドゥが叫んだ。

「気にするな、あれは幻げん影えいだ！　リングが消える時に、空に見た事もない都市の幻まぼろしが現れるんだ!!」

「生徒会長さん、危ない！」

　クリスも叫ぶ。エアクッション艇が、風に煽あおられてほのかの方へ飛ばされたのだ。

　それを見た達哉は反射的に身体が動いていた。また時間経過が遅くなるあの感覚が蘇よみがえる。飛ばされてくる瓦が礫れきや植え込みの枝を避よけほのかの方へ走るが、相対的に早くなっているのは達哉の思考速度だけ。身体の方は遅く感じる時間経過どおりに動く。

　くそ、身体の方も早く動けばいいのに。相変わらずもどかしいぜ!!

　達哉はエアクッション艇がほのかにぶつかる直前、手を伸ばして飛びついていった。
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「その学園都市……、『ヘキサスコラ』と言ったか。再び消えてしまったようだが」

「案ずるに足りません。エージェントシード」

　アーサーは深く頭を垂たれたままで答えた。

「おそらく近いうちに、このパッチワークワールドへ戻ってくるでしょう。私の推すい測そくしたとおり、一つの都市にストレンジャーが二人いると、転てん移いは不安定になります。その結果、元の世界とパッチワークワールドを行き来する事が可能になります」

　そして周囲を見回して付け加える。

「これも今回の実験で実じつ証しようできました。ストレンジネスアトラクターに吸収された都市の一つを、一時的に呼び戻す事ができたのがそれです。我々が確かく保ほしたストレンジャーを並列起動させたためです。私の以前からの仮説が正しい事が証明されました」

「君は以前からそう主張していたな。一つの都市に一人のストレンジャーしかいないと思い込むのはおかしい。むしろそこに何かが隠かくされていると考えるべきだと」

「はい」

　アーサーはうなずいた。すり鉢ばち状となった部屋の中央にアーサーは立っていた。周囲には無数の椅い子す。ぽつりぽつりと何人かが着席しているのが目に入る。それ以外は空席だが、代わりに置かれたカメラがアーサーの方を見つめていた。

　ここはシティファーザーズ評議会議場の一つ。アーサーはそこで実験結果についての報ほう告こくをしているところだった。

「パッチワークワールドへ転移しようとする力と、元の世界へ戻ろうとする力が拮きつ抗こうした結果、互たがいの世界を行き来する事ができるようになると推測されます。それを制御するにはさらなる実験が必要となるので……」

「しかしだな、エージェントアーサー。君は以前、同じような実験をやって失敗していたではないか」

　空っぽの席から声が飛ぶ。カメラの他にスピーカーも隠されているようだ。アーサーはそちらへ振り返り、誰もいない椅子に慇いん懃ぎんな礼をしてから言った。

「お言葉ですが、エージェントシルバー。あの時は充じゆう分ぶんな時間も権限も与えていただけませんでした。しかし私としてはストレンジネスアトラクターを召しよう喚かんできただけでも満足な結果を出せたと思っております」

「よくもまぁ言いよる」

「しかし彼の言う事にも一いち理りあるのではないですかな。エージェントシルバー」

　アーサーからエージェントシードと呼ばれた男が割って入った。アーサーの周囲だけが明るく照らし出されているので、周囲の席に座った人間たちの様子はよく見て取れない。

　しかしアーサーはここにいる評議会メンバーのＳ級スペシヤルズエージェントたちが、自分たちと同じ軍服のような制服に、顔を完全に覆おおう仮面を被かぶっている事を知っていた。

　顔がわからないので、外見から年齢を推測できない。しかしアーサーたちＡ級エージェントはＳ級エージェントが自分たちよりも年長である事はわかっていた。

「いずれにせよ『共きよう鳴めい塔とう』があった都市の一つを呼び戻す事ができたのは充分な成果だと判断してもよい。しかもｅエｘクストレンジャーがストレンジネスアトラクター内と接せつ触しよくしたのだろう？」

「はい、ｅｘストレンジャーとその仲間の会話は私自身も聞きましたが、それも間違いないと考えます」

　アーサーはそう前置きして続けた。

「ストレンジネスアトラクター内とコンタクトできれば先方の協力も得られます。そうなれば我々の悲願、ランドキッドナップ現象が起きる前の世界を取り戻す事も現実味を帯おびて参ります」

　別の席に置かれたスピーカーから質問が飛ぶ。

「ストレンジネスアトラクター内の協力者は睡眠状態にあると聞いているが？」

「肉体はそうです。しかしｅｘストレンジャーが接触できたという事は、精神は目覚めていると考えてもよいでしょう」

「待て、エージェントアーサー。それは君の希望的観測ではないかね？」

「そう決めつけるのは早い。エージェントシュライク。もう少し前向きに捉とらえてもよいのではないかね」

　それを切っかけに喧けん々けん囂ごう々ごうの議論が始まる。中心にいるアーサーは薄い笑みを浮かべて、平行線を辿たどる議論の成り行きを見守っているだけ。

「これ以上、議論を続けても無む駄だなようですな」

　エージェントシードが迷走する議論を打ち切ろうとそう言った。その意い図とを察さつして評議会メンバーも口をつぐんだ。

「エージェントアーサーの実験は一定の成果を上げたと考えてもよいでしょう。確たしかにこれをブレイクスルーとして大きな結果に結びつける事が可能かも知れません。しかしこのままでは駄だ目めだ」

　一度評議会メンバーを見回してから、エージェントシードはアーサーの方へ視線を送る。

「さらなる追試が必要だ。エージェントアーサー。すぐにその準備に取りかかってくれませんか」

「もちろん。私も最初からそのつもりでした。エージェントシード」

　深々と頭を垂れながらアーサーは答えた。

「それにはあの学園都市がどこに再出現したのか。それを確認しなければなりません。あの中にはまだｅｘストレンジャーがいるはずです。彼女の助けは必要になりますからね」

「わかっている。捜索を強化するように手配しよう。再出現する場所については心当たりがあるのかな？」

「地球の裏側まで離はなれる事はないでしょう」

　頭を上げてアーサーは言った。

「しかしまた近辺に現あらわれてくれるとは限りません。とりあえず日本列島全体を監かん視ししていればよいかと存じます」

「宜よろしい。見つかり次第、すぐに君に報告が行くように手配する。再出現を確認でき次第、すぐに次の実験を行おこなえるよう準備を急いでくれたまえ」

　鷹おう揚ように指示をするエージェントシードにアーサーは一礼する。

「了解しました。エージェントシード。そして評議会の皆様」




「うん、うん。大丈夫。またしばらく連絡できないかも知れないけど、この分じゃ割とほいほい戻ってこれるんじゃね？」

　達哉は携帯に向かってそんな事を言っている。

「この前はゆっくり見られなかったけど、達哉たちの世界って案外、科学が進んでるっぽいのね」

　窓から身を乗り出すようにしてクリスがそう言った。そんなクリスにほのかが教えてやる。

「この辺は東とう京きようでも割と最近、開発されたばかりの場所なんです。だから竜たつ巻まきの向こうに見えるビルも、かなり新しいものばかりなんです」

「へえ、そうなんだ。あ、いいよ。電話、続けて続けて」

　ほのかの手にある携帯電話を見てクリスはそう促うながす。

「いえ、今お父さんが出るのを待ってて。あ、来たみたいです。それじゃ……。あの、お父さん？　うん、無事。怪け我がも病気もないし大丈夫。今のところ、心配する事はないから」

　ほのかは携帯の向こうにいる父親にそう話しかけた。

「しかしこうなるとランドキッドナップ現象の原因そのものを考え直さないといけないな」

　口調は大人びているが、身長は中学生程度。ボゥイは机の上に座らないと、窓の外の光景を眺ながめる事はできない。

「少なくとも自然現象という線はなくなったと思うぞ。やはりシティファーザーズがわざとやってるのではないか？」

　一方、立りつ花かは机の上に座るだけでは足りない。机の上にさらに椅子を乗せてそこに座って外を眺めていた。

「わざとやっていたのならば、元の世界へ戻すような真ま似ねはしない」

　立花の言葉にそう反論したものの、いささか不安になったのかボゥイはすぐに付け加える。

「まぁ私が評議会のやろうとしている事を全て知ってるわけでもないがな……」

　そう言うボゥイを立花は不思議そうな顔で見上げていたが、すぐに窓の外へ目をやる。

「またパッチワークワールドへ戻れるのだろうか……」

　そのつぶやきからは不安が感じ取れる。そんな立花の肩をぽんと叩たたいてランドゥは言った。

「なぁに大丈夫だ。ランドキッドナップ現象に伴ともなう竜巻が消えていない。また元通りの……」

　そこまで言いかけてからランドゥは口ごもり首を傾かしげる。ボゥイが訝いぶかしげな視線を送っているのに気付いたランドゥは慌あわてて言い直す。

「またパッチワークワールドへ逆戻りだ。それは大丈夫だろう」

「そ、そうだな」

　ランドゥの励はげましに立花はパッと顔を輝かせた。

　窓の外には相変わらず竜巻の壁かべが広がっていた。

　謎なぞのリングが消滅する時の突風、そして空に現れた都市の光景。突風に煽あおられたエアクッション艇ていから間一髪、達たつ哉やがほのかを救い出した瞬間、学園都市『ヘキサスコラ』は再びランドキッドナップ現象に巻き込まれたのだ。

　そして数日前と同じく、『ヘキサスコラ』は元の所在地、東京湾わん岸がんに再出現したのである。元の世界でも『ヘキサスコラ』の消滅と再出現、さらに再消滅と続いたので、再び姿を現す事は予測していたようだ。『ヘキサスコラ』の出現と同時に無線や電話、各種手段で通信が試こころみられた。

「現在、政府から派は遣けんされたヘリが東京湾岸学園都市集合体『ヘキサスコラ』に到着したとの事です。ヘリは『ヘキサスコラ』へ支し援えん物ぶつ資しを投下する手はずになっております。現場の中なか村むらさん。状況を伝えて下さい」

　大会議室に備え付けのテレビには放映中の臨りん時じニュース番組が映うつっている。画面ではヘリコプターから映した『ヘキサスコラ』の姿が映っていた。

　外部、それも上空から見ると異い様ような光景だ。ランドキッドナップ現象に伴う竜巻は、幾いく本ほんも並びまるで壁のように『ヘキサスコラ』を包み込んでいる。竜巻の上端はかなりの高度に達しており、気流も安定しないという事で、ヘリでも接近は難しいようだ。

「お、あれだ。あれ！　ヘリが見えたぞ!!」

　生徒の一人が空を指さして叫さけんだ。

「あれがヘリコプターか！」

　立花も興味を引かれたのだろう。机から飛び降り、ヘリが見やすい窓の方へ駆かけ寄る。立花がいなくなったのを見み計はからい、ボゥイはランドゥに小声で尋たずねた。

「……ランドゥ、この都市のストレンジャーは坊やだと思うか？」

　そう言うボゥイの視線はランドゥではなく、家族と携帯電話で話している達哉の方へ向けられている。

「そうだなあ。十中八九、坊ぼう主ずに間違いねえとは思うんだけど、何か引っかかるんだよな」

「この妙みようなランドキッドナップ現象の原因か……」

「ああ、アーサーの野郎が『君たち』って言ってたよな。俺やおめえじゃねえ。あの『君たち』は達哉と立花だ。しかしただのストレンジャーなら、あそこで捕つかまえてしまえばいい。それなのに逃げろと言う理由がわからねえ」

　顎あごの無ぶ精しよう髭ひげを抜きながらランドゥは考え込む。

「関係あるのかどうかは知らないが、我々Ｂ級、Ｃ級ストレンジャーの間で最近、ｅｘストレンジャーというのが噂うわさになっている。一人で数人分のストレンジャーの働きをするとか、他のストレンジャーとテレパシーで交信できるとか。まぁ噂にすぎないがな」

　ボゥイのその話にもランドゥはあまり興味を引かれないようだ。

「ｅｘストレンジャーねえ……」

「それはそうとハウンド。お前もストレンジャーではないのか？　住んでいた都市を何故離はなれた？　元の世界へ戻れなくなるだろう」

　しかしボゥイがそう鎌かまをかけてもランドゥは眉み間けんにしわを寄せるだけで何も答えなかった。

「もう、何を話してるのよ!!」

　そこにクリスが割って入ってきた。クリスはボゥイの方を睨にらみつけると言った。

「それより今度もちゃんと帰れるんでしょうね！　達哉の世界へ来たままだったら承しよう知ちしないわよ!!」

「私の知った事か。シティファーザーズはランドキッドナップ現象を制御しようとしてるのだ。それができていれば我々の存在意義はなくなってる」

　ボゥイは呆あきれた顔でそう言ったが、ふと小首を傾げて付け加えた。

「それにしても面白い事を言うな。パッチワークワールドは元々お前たちの世界ではないだろう。それなのにお前も立花も帰りたいというのか？」

　そう指し摘てきされたクリスはウッと小さく呻うめいて沈ちん黙もくする。

「あんな何もない世界よりは、達哉の世界の方がまだましではないか。見ろ、無線式のテレビもあるし、自由に空を飛ぶ機械もある。ランドキッドナップ現象を気にする必要もない。むしろこの世界の方が暮らしやすいだろう」

「そ、それは……。まぁそうなんだけど……」

　一つ一つ指さすボゥイにクリスは何か言い返したいようだが、気の利きいた言葉が見つからない。

「まぁ俺も不思議に感じていたところだ」

　横からランドゥが助け船を出す。

「こっちの世界の方がパッチワークワールドより暮らしやすいのは確かだろうな。しかし生あい憎にくと俺たちはパッチワークワールドの方に馴なれちまったんだ。それに自分で選択する事もできず、他の世界へ連れてこられるなんてのも、もうまっぴらだしな」

「そうそう！　ランドゥ大好き～～！」

　そう言って抱きつこうとするクリスを、ランドゥはひょいと避よける。勢い余って転がるクリスに苦笑を浮かべると、ボゥイはランドゥに向き直ると言った。

「『ＴＺＹＸ』もそうだ。それに我々、Ｂ級Ｃ級エージェントの大半もな。元の世界を知らないから、今のパッチワークワールドが故こ郷きようになる。この前、坊やが言った事もわからんではないが、それでも戻るべき場所といえばあの世界しかないのも事実だ」

「そりゃまた難しい問題だ」

　ランドゥはそうぼやくとテンガロンハットを目ま深ぶかに被り直す。どうやらこの問題をこれ以上、議論するつもりはなさそうである。

「見ろ、ランドゥ。パラシュートだ！　支援物資を落としてくれたぞ!!」

　窓に寄りヘリコプターを眺めていた立花がランドゥたちの方を振り返るとそう言った。

「おお、そうか。そうか」

　これ以上、ここにいてはボゥイやクリスから色々と絡からまれそうだと察したのか、ランドゥは立花のいる窓の方へ歩み寄る。

「現在、上空からパラシュートに付けた支援物資が投下されたという情報が入りました。支援物資は食料や医薬品、衣服などが含ふくまれているそうです」

　テレビでアナウンサーがそう言うのが聞こえてくる。

「ランドゥさん、皆さん。ここにいましたか」

　無線で外部と連絡を取っていた芳よし里さとが大会議室へ入ってきた。

「支援物資ですが、竜巻の気流で学園内への大量投下は難しいそうです。人員を送り込む事も検けん討とうしてるそうですが、ヘリコプターでは機体が安定しないそうで、アメリカ海兵隊からヴィ、ヴィ、ええと……」

　なかなか単語が出てこない芳里に、横で聞いていた達哉が、携帯から顔を離して口を挟はさむ。

「Ｖ－ＴＯＬヴイトールだろ？　芳里先生。米軍からハリアーかオスプレイでも借かりる相談でもしてるんでしょ」

「そうそう、それよ。葦あし谷やくんの言う、垂直に上がったり下がったりできる飛行機が借りられないか、相談してるんだって」

「ほう、垂直離着陸機も実用化しているのか」

　ボゥイはそちらに関心を示した。

「今のはいい口の挟み方だな。お前もそうやっていれば問題ねえんだ」

　ランドゥからそう誉ほめられて達哉は調子に乗る。

「お、いいねいいね。おっさん。もっと誉めてくれ！」

「うるせい、黙だまれ」

　そんな達哉をランドゥは一いつ喝かつする。

「あ、うん。何でもない。いや、変なおっさんでさぁ。さっきも話しただろう。そのおっさんなんだけど……」

　しかし達哉はランドゥに構かまわず、携帯で家族と話す事に戻ってしまった。そんな達哉にランドゥは舌打ちをするが、クリスは少し逡しゆん巡じゆんするようにその周りをうろうろしていた。やはり携帯で家族と話をしていたほのかは、クリスと目が合い、すぐにその意図を察した。

　達哉の懐中時計の事だ。達哉自身、あるいはその家族から出しゆつ自じを確かめておきたいのだろう。しかし家族との話に割って入るのも失礼と思い、タイミングをうかがっているのである。

　ほのかが達哉の方へ声をかけ、会話を中断させようとしたのに気付いたのか、クリスは慌てて顔の前で手を振ってみせる。

　気にするなという意味だろう。

　迷ったものの、ほのかもクリスの言うとおり、達哉に声をかけるのは止やめた。

「……あとそれでですね。またパッチワークワールドと行ったり来たりした場合に備そなえて、学園周辺には常に人や機材を待たい機きさせて欲しいと、春はる川かわ先生から対たい策さく本部にお願いしてあります」

　芳里は春川が外部と無線で交信した内容をランドゥに報告中だ。

「そうしておいた方が無ぶ難なんだな。竜巻も収まる様子はないし、またパッチワークワールドへ逆戻りという可能性は否定できない」

　そう言うランドゥに、立花は不安そうにしがみつく。

「でもランドゥ。前はもっと早くパッチワークワールドに戻ったではないか。未いまだに戻る気配がないのはおかしいのではないか？」

「そうだな。前回よりも二時間、いやすでに三時間ほど長くこちらの世界にいるようだが……」

　ボゥイは会議室の時計を確認して言った。

「あ、見て見て！　ランドゥ!!」

　突然、クリスがランドゥの背後から首に抱きつき、そちらを指さした。

「ええい、くっつくな。鬱うつ陶とうしい!!」

　すぐに立花もランドゥとクリスの間に割って入る。

「だからお前は一々くっつかないと話ができないのか!!」

「タワーが消えかけている」

　クリスが指さす方を見上げたボゥイの言葉に、ランドゥと立花は慌てて窓の方へ視線を送った。確かに竜巻の向こうに見えていた東京スカイツリーの姿が徐々に消えていく。それに応おうじるように竜巻も勢いを増し、稲いな光びかりの閃せん光こうもより目につくようになった。

　新たな支援物資を携たずさえて『ヘキサスコラ』上空に達しようとしていたヘリコプターが慌てて引き返すのも目に入る。

　テレビ中継や携帯電話での通話も途切れがちになり、周囲の生徒からは落らく胆たんの声が漏もれ始めていた。

「帰れるのか……」

　立花はランドゥの手をしっかり握りしめながらそうつぶやく。

「うん、帰れるみたい。これでよかった……、のかな？」

　自じ問もんしながらも空あいた方のランドゥの手を握ろうとするクリスだが、目ざとくそれを見抜いた立花が反対側に回ってそれを阻そ止しする。

　したり顔の立花に膨ふくれっ面のクリス。それを見ていたボゥイは苦笑いを浮かべていた。

「うん、心配しないで。達哉もいるし、他にも頼りになる人たちがいるから。それじゃあ……」

　通話が切れかかる携帯電話に向かって、ほのかは懸けん命めいに話しかけていた。達哉も携帯の向こうにいる弟妹たちに向かって話しかけていたが、その雰ふん囲い気きはあまりにも対照的であった。

「あ～～、もしもし。もしも～～し!!　……うん、大丈夫だって。じゃあまた行ってくるぜ!!　土産話待ってろよ!!」
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「エージェントアーサー」

　次なる実験の準備をしていたアーサーの元へ、Ｃ級エージェントの一人が報告に訪おとずれた。

「例の学園都市らしきものが発見されました。どうやら関かん西さい、大おお阪さか湾わん近くに出現した都市がそのようです。エージェントクーパーの報告にある特とく徴ちようからすると、間違いないと思われますので、ご確認をお願いします」

「わかりました。それにしても大阪ですか、とりあえず海で隔へだてられた場所でなかったのは幸運でしたね」

　アーサーは手を休めてそう言った。アーサーの目の前には、ひと一人が入れる程度の金属製の繭まゆを思わせる物体が、ずらりと見渡す限り同心円状に並んでいた。

　Ｃ級エージェントに向き直るとアーサーは続けた。

「エージェントクーパーには、都市へ近づかないように指示は出してありますね」

「はい。シティファーザーズ評議会の名で通達を出してあります。他のエージェントにも同様の通達が行っております」

「ありがとうございます。ではすぐに確認するとしましょう。先に地下ケーブル電話の所で待っていてください」

　そう言うとアーサーはＣ級エージェントを先に戻らせ、自分は途中まで進めていた実験準備の後片付けをする。後片付けといっても使っていたコンピュータのデータを記録する程度だ。

「おやおや大阪とはね」

　一人になったアーサーはアサクラの口調になって笑う。

「どうしてもランドゥの旦だん那なとは因いん縁ねんがあるみたいだ。そうか、思い出したよ。あの時の実験で、都市が一つ消えたんだっけな……。なるほど。あの都市のストレンジャーが旦那だったのか。これはまた愉ゆ快かいだね。ははは……」




「大阪？　ここが大阪なんですか!?」

　報告を聞いた芳よし里さとはかなりショックを受けたようだ。

「天文台の観かん測そくや、近くの都市で情報収集をしたランドゥさんやクリスさんの報ほう告こくから考えても、まぁ間違いないようだね。どうやら今度は大阪湾近くに出現してしまったようだ」

　春はる川かわは苦笑しながらそう言った。この状況だ。何を恨うらんでも仕方あるまい。笑うしかないのだろう。

「へえ、大阪かぁ。俺、大阪に行った事ないんだよな。甲こう子し園えん球場とか、こっちの世界にあるのかな？」

「甲子園球場は大阪府じゃなくて兵ひよう庫ご県よ」

　呆あきれ顔のほのかが達哉にそう教えてやる。

「じゃあ大阪城とか、ユニバーサルスタジオジャパンとかは!?」

「位置的には近くだけど、何もないわ。いえ、何もない事はないんだけど……」

　達哉の問といにほのかは少し答えを誤ご魔ま化かす。

「え～～、ちょっとショックです。私、実は子供の頃、大阪に住んでいたんですよぉ。東とう京きようはともかく、大阪までこんなになっちゃってるとか……。まぁ頭ではわかっていたんですけど、実際に見てみると……」

「先生のそんな事情、どうでもいいから」

　そんな事を言って落ち込んでいる芳里にクリスが追い打ちをかけた。どうにもクリスはあまり機き嫌げんがよくないようだ。その理由は一目瞭然。ランドゥが座っているべき椅い子すが空っぽなのである。

　立りつ花かも空っぽになっているランドゥの椅子へと目をやると言った。

「関西とは随ずい分ぶん遠くに飛ばされたな。お爺じい様と何とか連絡を取る手段を考えないと……」

「大丈夫だって、新幹線とか高速道路があるんじゃないの？　あちこちの世界からパッチワークワールドへ飛ばされてきたりして」

「あるわけないだろう」

　呆れたようにボゥイが言った。

「パッチワークワールドへの転てん移いは、都市の中にいるストレンジャーが無意識に生せい活かつ圏けん内ないと考える範はん囲いで起きると推すい測そくされている。鉄道や高速道路全体を生活圏内と考える人間がそう滅めつ多たにいるとは思えんな」

　そんなボゥイに向かって、達哉は妙みように食い下がる。

「いやでも、鉄っちゃんとか長距離トラックの運転手さんなんて、鉄道や高速道路全体を生活圏とか考えてるかも知れないじゃないか」

「そんな人間がどれくらいいるか知らないが、実際に存在して尚なおかつストレンジャーであり、さらにランドキッドナップ現象を引き起こす可能性など、どの程度あると思っているのだ！　まったくランドゥがいないと、お前の言動への突っ込みで……」

　言いかけたボゥイはハッとして口をつぐむ。そして達哉と立花を交互に見やると、なるほどという顔で笑みを浮かべた。もっともとうの達哉そして立花はきょとんとしてボゥイを見ているだけ。しかしほのかはボゥイの笑みの意味に気付いたようだ。慌あわてて立花の方へ向き直ると声をかける。

「あの、立花ちゃん。ランドゥさんはすぐに帰ってくると思うから、あんまり心配しなくても……」













　ボゥイは達哉が立花を気遣っていると見て取ったようだ。ランドゥがいないため、心細くなっている立花に、ほのかも声をかけてやった。

「べ、別に私はランドゥがいなくても大丈夫だ！　ランドゥもあれだけの男だ。色々と事情があるのだろう。私もそれくらいわからぬ程、子供ではないぞ！」

　無闇に景気よく胸を張ってそう言う立花である。

『ヘキサスコラ』がこの地に現れた直後から、ランドゥは周囲の光景に見覚えがあるようだった。周辺の都市やハウンドネストをいくつか訪たずねて、ここが大阪湾近くとわかったのだが、その直後、ランドゥは結果だけを『ヘキサスコラ』に伝えると、勝手にある都市へ向かってしまったのだ。

　しかし大阪か、大阪……。

　ボゥイは先程から気になっていた事をクリスに尋たずねてみる。

「クリス。お前はランドゥがどこの都市の出身だか知らないか？　もしかするとこの近くではないのか」

「知らない」

　ふて腐くされたようにそう答えるクリスにボゥイは考え込む。

「そうか、知らないか。いや、ちょっと気になる事があってな。すまなかった」

　ボゥイが自分をからかっていたわけではないと知ったクリスは慌てて言い直す。

「あ、いや。そうじゃなくてね。ええと、元はこっち方面から流れてきたという話は聞いてる。私が初めて会ったのは三年前かな。だからその前は関西方面にいたはずだよ」

「やはりか」

「ああ、そうだ。思い出したぜ!!」

　達哉も座っていた椅子から思わず立ち上がった。

「アーサーと話していた時、おっさん、確たしかに五年前に関西でどうしたこうしたとか、尋ねていたよな!?」

「そういえば……！」

　立花も思い出したようだ。

「うむ、確か『五年ほど前だ。貴き様さま、関西で何かしでかさなかったか？』と尋ねておられましたな」

　樋ひ笠がさの説明にクリスは首を捻ひねる。

「う～～ん、そうか。そういえば五年くらい前に、こっちで何か大きな事件があったってハウンド仲間でたまに話に出るんだけど……。私がこの世界へ来る前だったし、その話自体もよく覚えてないなあ」

「それくらいちゃんと覚えておけ！　まったく胸ばかりデカくなりおって、少しは頭に栄養を回しておいた方がいいぞ!!」

　ランドゥが関係しているかも知れない事件と聞いて、立花は気け色しきばんでクリスに詰つめ寄った。そんな立花をクリスはにんまりと笑いながらからかう。

「好きで大きくなった訳じゃないもん！　それにランドゥはきっと胸が大きい女の子の方が好きだよ。絶対に間違いない。まぁお子ちゃまじゃあ仕方ないか」

「お、お子ちゃまではない！　乙女おとめだ!!」

　際限なくずれていく立花とクリスの会話に、ほのかは一つ咳せき払ばらいをしてから本題へ戻す。

「さて、それではこれからの計画ですが……。ボゥイさん、お願いが……。ボゥイさん、どうかなさいましたか？」

「あ、いや。なんだ？」

　なにやら自分の胸元を気にしていたボゥイは、少し顔を赤らめてほのかの方へ向き直る。ほのかが何か言う前に、速攻で達哉が話の腰を折ってしまった。

「胸が小さいのを気にしていたんじゃないの？」

「なッ!?　なにを……!!」

　ボゥイの体格は小柄な中学生程度。十一歳の立花よりは確かにましではあるが、到とう底てい、クリスには敵かなうわけもない。

「だから！　達哉は少し黙だまってなさい!!」

「そうだ、お前は脊せき髄ずい反はん射しやでものを言うのを少しは慎つつしんだらどうだ！」

「そうよ、セクハラよ、セクハラ!!」

「えっと……、先生もそう思います」

　結局、勢いに押された芳里も非難に回り、達哉は女性陣から集中砲火を食らう事になった。しかしそれでめげる達哉でもない。

「いやぁ、男は大きいのも小さいのも、おっぱいならみんな好きだよ！」

「達哉！」

「ははは、元気があってよろしい」

　そこですかさず春川が割って入った。話が一いつ旦たん、途切れたのを見み計はからい、春川はボゥイの方へ向き直る。

「さて、ボゥイさん。とりあえず情報を集めなければなりません。関西方面にも『ＴＺＹＸ』の協力者はおりますかな？」

「いるはずだ。しかし相そう互ごの連絡がちゃんと取れない状態だからな。シティファーザーズであれ転移民であれ、どこにどんなメンバーがいるのか見当がつかない。今、近くの都市にカリスが調査に行っているが、その結果次第だな」

　ボゥイの返答に春川はうなずく。

「なるほど。ではすぐには動けませんな。クリスさん、よろしければ引き続き周辺にある都市の調査をお願いしたいのですが。ランドゥさんはシティ『楽らく福ふく』に向かったようなので、できればそれ以外の都市をお願いします」

「うん、わかった。私一人じゃ、全部回りきれないけど……。あれ？」

　何か思い出したように考え込むクリスだが、それに構かまわず達哉が首を突っ込む。

「あ、手が足りないんだったら俺がついていこうか？　幸いヒーロー属ぞく性せいはあり余ってる事だし」

　ほのかが注意しようと口を開きかけるが、その前にクリスが厳きびしい口調で言った。

「ちょっと黙ってて！　何か思い出しかけたんだから……！」

　そう言うなり目の前の机の上にあったノートとペンを取り上げ、開いたページに何やら書きつける。

「ええと、春川先生。シティ『楽福』でしたよね、シティ『楽福』、『楽福』……」

「ああ、そうですが。どうかなさいましたか、クリスさん？」

　春川が尋ねてもクリスはすぐには答えない。ノートに書いた都市の名前を眺ながめて何度も首を傾かしげていた。

「どうした、クリス？」

「クリスさん？」

　さすがに心配したのか、立花に続いて達哉もクリスの側そばに行く。二人がクリスの前にあるノートを覗のぞき込もうとしたその時だ。

　やにわにクリスが大声を上げた。

「あ～～ッ!!」

　あまりの声量にもんどり打って立花がひっくり返りそうになってしまった程だ。反射的に達哉が立花の手を取る。立花は一時、ホッとした表情を浮かべたものの、ハッとするとすぐにその手を振り払ってしまう。そして少し頰ほおを赤らめてそっぽを向きながら達哉に言った。

「すまんな。しかし、いちいち助ける程の事ではないぞ」

「あ？　あぁ、うん。え～～と、ツンデレって奴？」

「なんだ、それは！」

　達哉を一つ怒ど鳴なりつけてから、立花はクリスの方へ向き直る。

「それよりもクリス、お前は何をいきなり大声を出したのだ！　ビックリしたじゃないか。無む駄だにデカいのは胸だけではないのか!!」

　しかし立花の八つ当たりをものともせずにクリスは皆に向かって言った。

「そうだ、思い出した!!　ハッピーラッキーだ!!」

「ハッピー……、なんだって？」

　さすがの達哉もクリスの唐とう突とつな言葉にぽかんとするばかりだ。

「ハッピーラッキーだよ!!　ハッピーラッキー！」

　そう言うとクリスは都市の名前を書きつけていたノートを広げてみせる。そこにはお世せ辞じにも上手いとは言えない字で『楽福＝ハッピーラッキー？』と書かれていた。

「シティ『楽福』って言われたから、ピンと来なかったんだ。この都市、歓かん楽らく街がいなんだよ。カジノとか酒場とかが沢たく山さんあるの。元の名前は『楽福』というのは確かなんだけど、パッチワークワールドに来てからは『ハッピーラッキー』の方が通りがいいの」

「ああ『ハッピーラッキー』か。名前だけは聞いた事がある。確かにお前の言うとおりのこちらの名前の方が通りがよい。歓楽街というのも間違いない」

　ボゥイも肯こう定ていするところをみると本当なのだろう。

「しかしまぁ脳天気な名前だな」

「都市の住民もお前には言われたくないだろうな」

　達哉の感想にさらりとボゥイが茶々を入れた。

「ふむ、なるほど」

　まだ腹の虫が治まらぬと見えて、立花は腕組みをしながらクリスを睨にらみ上げていた。

「ハッピーだかラッキーだか知らぬが、その無駄に目め出で度たい名前の都市がどうしたというのだ？」

「ランドゥの昔のハウンド仲間が、『ハッピーラッキー』で幅はばを利きかせてるらしいって噂うわさがあるのよ！　だからハウンドの間でも、どうしてランドゥがそいつと袂たもとを分かったのか、時々話題に上がる事があったの」

　クリスの言葉に達哉や立花たちは思わず顔を見合わせた。

「するとおっさんは、昔の仲間を訪ねていったわけか？」

「偶ぐう然ぜんとはいえ、近くに来てしまったわけだから、わからないでもないが……」

　そうは言うものの、達哉と立花は今ひとつ釈しやく然ぜんとしないようだ。

「そうね。でもそれだったら、普通に説明していけばいいのに……」

　ほのかも首を傾げる。

「まぁた格かつ好こうつけてるだけじゃねえの？」

　もっともそう言う達哉も今ひとつ自信がないようだ。確かに昔の仲間に会うのを隠かくしておくのはおかしい。また会いに行くにしても、それほど急ぐ事でもないだろう。

　黒い塔の都市の時も何も言わなかった。やはりランドゥは何か隠している。立花もそう考えていた。

「アーサーと何か関係あるのかも知れないな」

　ボゥイが何気なく口にしたその言葉に、一同はさっと向き直る。視線が一いつ斉せいに集中した事に、思わずボゥイはたじろいでしまった。

「い、いや。何でもない。特に根拠もなしに思いついただけだ。気にしないでくれ」

「でもいい線突いてると思うぜ！」

　達哉はやけに自信満々でそう言ったが、言われたボゥイの方が何やら癪しやくに障る。いささかうんざりした顔をしてみせる。

「坊やにそう誉ほめられてもうれしくはないな」

「ふむ、まぁよいでしょう。ランドゥさんがその『ハッピーラッキー』、シティ『楽福』に何か用事があるのは確かでしょうね」

　それまで成り行きを見守っていた春川が場をまとめるように言った。

「ランドゥさんにも何か事情があるのでしょうな。彼も大人ですから、その辺はきちんとけじめはつけてくれると思います。その間、我々だけでもできる事はやっておかないといけません」

「そうですね」

　ほのかもうなずいた。

　春川は達哉たちが席に戻るのを待って言った。

「それではクリスさん。先程も言ったように、他の都市の調査をお願いできますか？」

「それは構わないけど……」

　クリスが言い終えぬ前にまた達哉が口を挟はさむ。

「あ、俺も俺も！　このままヒーロー属性を埋うもれさせるのももったいないでしょ」

「待て、お前がそう言うのならば、私もついていくぞ。お前やクリスばかりでは危なっかしくて仕方ない」

　立花のその言いい様ざまにさすがのクリスも唇くちびるを尖とがらせる。

「ちょっと、達哉くんだけならともかく、私も一緒にしないでよ」

　一度はそう反論したクリスだが、年長者の貫かん禄ろくを見せつけた方が得策と思ったのか、すぐに気を取り直して続けた。

「まぁでも、立花ちゃんはともかく、樋笠さんと箱はこ崎ざきさんは頼りになるかもね。それだったらついてきてもいいわよ」

「まったく、お前は何を……」

　達哉は憤ふん然ぜんとする立花をなだめるつもりなのか口を挟んだ。

「まぁまぁ、樋笠さんと箱崎さんがいれば立花も安心だろうし」

「だからお前の言う事はフォローになってないだろう!!」

「でもなんだかんだ言って、ランドゥさんはちゃんと達哉や立花ちゃんをフォローしていたのねえ」

　ほのかが妙なところに感心して嘆たん息そくしてみせた。

「ははは、どうだ凄すごいだろう」

「誰もお前を誉めておらぬわ!!」

　平然としている達哉を立花は一いつ喝かつした。

「それでは達哉くんと立花さんは、クリスさんと同行していただくという事で。樋笠さん、よろしくお願いしますよ」

「うむ。心得ました」

　立花の横に立てかけられた樋笠は、ばさばさと傘の骨を揺ゆらして春川に答えた。

「カリスさんが周辺にある都市における『ＴＺＹＸ』協力者の情報を集めてくるまで、ボゥイさんは『ヘキサスコラ』に残っていただくという事でよいでしょうか？」

「そうだな。情報が集まり次第、すぐに動きたい。東京に残ったままの橘たちばな老ろうも気を揉もんでいる事だろう。早急に連絡を取らねばならぬからな」

　ボゥイが祖父の事を口にしたため、立花は一時、沈んだ顔になるが、すぐにそれを打ち払うかのように声を上げた。

「よし、そうと決まったらさっそく出発しよう！」

　立花は自分を鼓こ舞ぶするように拳こぶしを突き上げた。しかしそんな立花に春川は冷静な口調で諭さとす。

「まぁ今日はそろそろ夕方ですから、出発は明朝にした方がいいですね」

「ええ～～!?」

　立花と達哉は揃そろって不満げな顔をしてみせた。




　シティ『楽福』。大阪湾を望む一角にある都市。この世界へ来たのは五年と少し前。元の世界にあった頃の名前『楽福』よりも、今では『ハッピーラッキー』という脳天気な通り名の方が有名だ。

　パッチワークワールドへ転移してくる前から、それなりの歓楽街だったという。もっともいくつかの盛さかり場ばが軒のきを連ねるだけで、決して華やかなとは言いかねる状況だったらしい。しかし転移後のわずか五年で『ハッピーラッキー』は瞬またたく間に一大歓楽街へ成長した。

　転移直後にシティファーザーズはこの都市のストレンジャーを確かく保ほ。とうの昔にシティファーザーズからの支援は途と絶だえている。

　それでもシティ『楽福』は歓楽街として、周辺都市の住民を惹ひきつけていった。

　もともとパッチワークワールドへの転移は都市単位が基本。一つの都市の中で何か特筆すべき産業を持ったままで、この世界へ転移してくる事は稀まれだ。ましてや他から孤立した状態で維い持じできる産業となると種類は限られてくる。

　シティ『楽福』には幸い歓楽街、特にギャンブルという一大産業があったのだ。五年間の間にシティ『楽福』は、シティファーザーズの援助なしでもやっていけるばかりか、転移してきた直後よりもさらに大きく発展していたのである。

　大阪湾を望むシティ『楽福』こと『ハッピーラッキー』は、荒野と薄ぼんやりとした空が広がるパッチワークワールドには不釣り合いなほどに、夕暮の中を色鮮あざややかな照明で照らし出され、まさに不夜城のごとき偉い容ようで周囲を圧倒していた。

　バイカートにまたがったランドゥは、少し離はなれた場所から『ハッピーラッキー』を見つめていた。

「これはこれは……。噂には聞いていたが、また無ぶ様ざまに肥こえやがったもんだ」

　苦虫を嚙かみつぶしたような顔でランドゥはつぶやいた。

　そして再びバイカートのエンジンを噴ふかすと『ハッピーラッキー』へと向かう。近づくにつれて都市の中から音楽や喧けん噪そうが漏もれてきた。これもまたパッチワークワールドにある他の都市ではあまりない事だ。

　ストレンジャーを確保した事もあり、シティファーザーズはこの都市に興味を持っていない。周辺の都市住民からギャンブルで金品を巻き上げていようとも、一切の干かん渉しようはしない。しかしギャンブルで成り立つ歓楽街故に物や金は集中する。そうなると当然、それを狙ねらう盗賊も増えようというものだ。

『ハッピーラッキー』は電飾された壁かべでぐるりと囲まれている。言うまでもなくギャンブルで集まる金や物、そして場合によってはこの都市やここへ来る人間そのものを狙ってくる盗賊を中に入れないためである。

　シティファーザーズが興味を持たないという事は、この『ハッピーラッキー』の治安にも関心がないという事だ。『ハッピーラッキー』の警備はこの都市が自みずから行おこなっている。

　およそ上品とは言い難いデザインの電飾があしらわれた壁もそのための物。そして無数の警備員も雇やとわれている。

　警備員の大半は金で他の都市から雇われた人間だ。都市と都市とのもめ事を解決するのが生なり業わいのハウンドは、このように一定の場所に長く居着く仕事には携たずさわらない。

「よぉ、景気よさそうじゃねえか」

　通用門の一つにバイカートを横付けしたランドゥが、馴なれ馴れしく声をかけた警備員たちも、そんな連中なのだろう。見た目からはあまりやる気が感じられない。

　警備員たちはやにわに話しかけてきたランドゥをうさんくさげな顔で見る。

「遊びたいなら正面ゲートから入ってくれ。駐車場もそこにある。ただしＶＩＰ会員は都市内の駐車場が使える。まぁ、あんたがＶＩＰ会員とは思えないけどな」

　見た目だけではない。ぞんざいな説明の上、余計なひと言を加える辺りからも、この警備員たちにやる気がない事がうかがえる。

「遊びに来た訳じゃねえ。人を探しに来たんだ」

「正面ゲートに行ってくれ」

　別の警備員が心底面めん倒どうくさそうにそう言った。

「中に入れば案内所がある。そこで聞けばいい」

「面倒なんだよ」

　そう言うランドゥに警備員は間かん髪はつを入れずに返答した。

「そりゃ結けつ構こう。実は俺たちもお前みたいな奴を相手にするのは面倒なんだ」

　しかしそんな警備員に構わずランドゥは一方的に言った。

「ハッタって野郎を知らねえか。長い事、ここに逗とう留りゆうしているはずだ。何でも結構、ここでは羽振りがいいようじゃねえか」

　その名に警備員たちは顔を見合わせた。そしてすぐさまランドゥの方へ向き直ると声を荒あららげた。

「貴様、ハッタ様に何の用だ！」

「やっぱいるんだな」

　そう言うとランドゥはバイカートから降りた。

「なぁに、別にケンカ売りに来たわけじゃねえよ。野郎とは知り合いでな。お前たちは知ってるかどうかわからんが、あいつも流れ者の元ハウンドだ。俺と組んでいた事があったんだ。ちと昔の話で聞きたい事ができたもんでな」

「ハウンドか」

　警備員は冷笑を浮かべてみせた。

「確かにハッタ様は昔ハウンドだったとは聞いている。しかしそれも昔の事だ。今さら蒸むし返すつもりもないだろう」

　ランドゥはそう言う警備員の鼻先に顔を近づけると低い声で言う。

「そりゃあてめえが決める事じゃねえな。ハッタの野郎が決める事だ。さっさと取り次げ。ランドゥが来たと言えばわかる」

「うるさい、ハウンド風ふ情ぜいが!!」

　痺しびれを切らせたのか、警備員の一人が出し抜けに警棒を抜いて、ランドゥへ殴なぐりかかる。しかしランドゥはまるで警備員が殴りかかるのを予よ期きしていたように、さっと身を翻ひるがえしてその警棒を間一髪で避よけた。それも一度だけではない。二度、三度と警備員は警棒で殴りかかるが、まったくランドゥに当たる気配すらないのだ。

　馬鹿な……！　これは、まさかストレンジネス能力？

　警備員がその可能性に思い至いたった瞬間だ。警備員のみぞおちにランドゥの拳が叩たたき込まれた。

　腹を押さえ呻うめきながら、警備員は慌てて釈しやく明めいした。

「ま、待て。ハッタ様なら、この時間はもう勝負に入ってるはずだ。せめて勝負が一段落してからにしてくれないか。さもないと俺たちがハッタ様から怒られる！」

　懇こん願がんする警備員にランドゥは舌打ちをする。

「あの野郎、勝負事になると我を忘れて集中するのは昔のままか」

「ハッタ様は恐ろしいまでの勝負師、ギャンブラーだからな」

　ランドゥの怒りを逸そらせるためか、警備員の一人がやにわにそんな話をする。別の警備員もその意い図とを察さつして話を合わせてきた。

「おお、そうだ。神かみ懸がかり的というか、まるで超能力か何かのようだ。最初はイカサマを疑われたというのも無理はない」

「イカサマねえ……」

　何か意味ありげにランドゥはつぶやくが、それ以上はハッタのギャンブラーとしての才能には言げん及きゆうしなかった。

「それでいつ取り次いでくれるんだ？」

　誤魔化せなかったか……。警備員たちは顔を見合わせて嘆息した。

「とにかくハッタ様は今、勝負を楽しんでおられる頃だ。誰の話も聞き入れない。お前もハッタ様を知ってるならわかるだろう。勝負をしている時のハッタ様を邪魔すると命が危ない」

「そりゃあ……」

　言いかけたランドゥは一旦、口をつぐみ、そして言い直した。

「命が危ないって、そりゃ比ひ喩ゆとかじゃなくてマジな話か？」

「もちろんだ。殺された人間が本当にいるかどうかわからないが、半殺しにされた挙あげ句く、『ハッピーラッキー』の外へ放ほうり出されたという話はよく聞く」

　警備員の怯おびえた顔から察してもそれが噓うそではないとわかる。その言葉にランドゥは厳しい顔つきのままでしばし沈ちん黙もくした。

　そして吐はき捨てるようにつぶやく。

「あの野郎……」

　そんなランドゥに気押しされるように警備員たちは言った。

「ま、まぁなんだ。とにかく正面ゲートから入って案内所で尋ねてくれ。いずれにせよ、勝負をしている最中のハッタ様は、誰が呼んでも無駄だからな。あ、会員券がないのなら、正面ゲートでチケット購入してくれよ」

「ゲスト扱いならチケットは無料だ。ただしゲストは賭かけられる金額には上限があるし、飲食物も無料ってわけにはいかないけど、お前はハッタ様に会いに来ただけなんだろう？」

「ち、面倒な都市だぜ」

　ランドゥは舌打ちと共にそう吐き捨てるとバイカートにまたがり直した。




　パッチワークワールド全体での共通通貨というものは存在しない。それぞれの都市は最初、転移する前の世界で使っていた通貨を使用する事になる。

　しかしそれだと他の都市との金品のやりとりに不便だ。シティファーザーズは自らが提供する支し援えん物ぶつ資しと交換できるチケットを発給しているが、都市によってはこれが通貨の代わりとなっている場合も多い。

　その一方で都市が独自に新たな通貨を鋳ちゆう造ぞう発行する事もある。都市の影響力が小さい場合はともかく、その力が大きく周辺にある別の都市へ強い影響を及ぼす場合は、事実上、その通貨が周辺地域における共通通貨となる。

　シティ『楽福』こと『ハッピーラッキー』が発行している独自通貨『ハッピー』もそんな事実上の地域共通通貨の一つだ。元はと言えば『ハッピーラッキー』内にあるカジノで使われるコインだったのだが、歓楽街として成長、都市の力が強くなるにつれて、周辺にある他の都市で使われていた通貨を駆く逐ちくしていったのである。

　周辺地域における事実上の共通通貨となったものの、『ハッピーラッキー』内では未いまだにギャンブルに使用されるコインとして使える。複雑なレートに従したがい、他の都市の通貨と『ハッピー』コインを交換する手間が省はぶけ、事実上、カジノでは現金を賭けているのと同じになったわけだ。




　ボールがその数字のポケットに落ちた瞬間、ルーレットを見つめていたギャラリーからは、歓かん声せいともどよめきともつかぬ声が漏れ出た。

「おい、また一目で当てたぜ」

「信じられないな。イカサマじゃないのか？　微妙にルールも違くね？」

「お前、よそ者だろう？　いま勝負してるのが誰だと思ってるんだよ」

「そうそう、ここはずっとあのルールでやってきて、それでずっと勝ってきてるんだ。カジノの支配人もイカサマはないって断言してる」

　ギャラリーは口々にそんな事を言い合っている。

　ルーレット台を囲んでいたプレイヤーの一人が、お手上げだとばかりに肩をすくめ、苦笑を浮かべて席を立つ。それを皮切りに、彼と勝負していた他のプレイヤーたちも、次々と席を立っていった。どうやら全員、降参のようだ。

「まったく、まだ宵よいの口だというのに諦あきらめが早すぎるね」

　自分の顔の高さにまで積み上がった『ハッピー』コインを満足げに眺めながら男はそう言った。

「夜はこれからだ。みんなで、もっと楽しまないとね」

　男はこざっぱりとしたタキシードに身を包んだ中年の優やさ男おとこ。口元に自信に満ち溢あふれた人ひと懐なつっこい笑みを浮かべたまま周囲に声をかける。

　この男こそ『ハッピーラッキー』とその周辺では知らぬ者がいないという天才ギャンブラー、ハッタなのだ。

　どこの都市の出身なのか。ここへ来る前の素す性じようを詳くわしく知る人間はいない。元ハウンドと噂されているだけだ。

『ハッピーラッキー』内のホテルに居きよを構え、この数年、都市からは一歩も出ずにギャンブルに興きようじているという。ギャンブルで相当の資産をため込んでいるようだが、その資産もまたギャンブルにつぎ込んでいる。しかし決して大負けする事はないので、ハッタの資産は増える一方なのである。

「さぁどうだい皆さん。入らないかい？　まだまだチャンスはあるよ。僕ぼくだって神さまじゃない。外す時だってあるっていうのは見ていてもわかっただろう？　一いつ攫かく千金のチャンスだ。さぁどうだい？」

　ギャラリーの中から一人の男がルーレット台の席に着こうとする。それを友人らしき者が止めた。

「おい、止やめろよ。相手はあのミスター・ハッタだぜ。勝てっこない」

「別に勝とうとは思ってないさ。でもミスター・ハッタが自分で言ったとおり、外す時だってある。そこを突いていけば儲もうけは出せるさ」

「そうその通り！」

　ハッタは満面の笑みでそう言った。

「これはギャンブルなんだ。勝つ者もいれば負ける者もいる。すべては時の運。今まではたまたま僕の運がよかっただけさ。次に勝つのは君かも知れない。そちらのお嬢じようさんかも、あちらの旦那さんかも知れない。さあやってみようじゃないか」

　ルーレット台を囲むギャラリー一人一人を指さし、そう声をかけるハッタに、何人かがすっかりその気になり席に着く。

　おおむね席が埋まったのを見て、ハッタは満足げにうなずき、ディーラーに向かって声をかけた。

「よろしい。それじゃさっそく始めようじゃないか。君、頼むよ」

　その口元に浮かぶのは、先程までの人懐っこい笑みではなかった。獲え物ものからどれくらいむしり取ってやろうか。そんな奪い取るという快感に酔いしれた笑みであった。




「……何もないじゃないか」

　翌日の昼頃、その場所へ到着した達哉は周囲を見回してそうぼやいた。

「ええ、何もないわよ。だって何もない、何もなくなったと、さっきの人も言っていたでしょう……」

　まるで自分自身に言い聞かせるかのようにクリスはそう言った。

　二人に続いて立花もエアクッション艇ていから降りてくる。早朝に出発した事もあり、持ち主のボゥイが眠っているうちに、黙って乗ってきてしまったのだ。

「本当にこの辺りなのか……。都市の残ざん骸がいも何もないではないか」

　立花の言うとおりだ。辺りは見渡す限りの荒野。遠くにぽつぽつと都市や木々、そして草むらが見て取れるがそれ以外には何もない。













　ただ達哉たちが立つ辺りから、わずかに地面が窪くぼんでいるようだ。窪みの中心近くには乾かわいた水たまりの跡が残っているだけ。

　他は本当にこれといった特徴のない荒野だ。

　ここに五年と少し前まで、どこかの世界から転移してきた都市があったなどとはにわかには信じがたい。

　ランドゥが住んでいたという都市の話を知ったのは偶ぐう然ぜんであった。

『ヘキサスコラ』を出てすぐに立ち寄ったある都市で達哉たちはその情報を摑つかんだのである。

　東京から大阪に『ヘキサスコラ』が転移してきたなど、周辺にある都市の住民はなかなか信じてくれなかった。幸い最近、関かん東とうからこちらへ流れてきて定住していた住民が、シティ『花はな形がた』の橘たちばな家を知っていたため、最終的に何とか納なつ得とくして貰もらえたという有あり様さまだった。

　おかしな事もあるもんだと言いつつ、その都市の住民たちが五年ほど前に起きたというある事件を教えてくれたのだ。

　空から光と共に降りてきた巨大なリングに飲み込まれ、都市が丸ごと一つ消滅してしまったというのだ。都市が消える時、突風が吹き荒れ、空には見た事もない景色が浮かび上がったという。それは先日、『黒い塔の都市』が消えた時に起きた異い変へんを連想させる。しかしその一件を教えてくれた都市住民も、その光景を直接、見たわけではない。彼らがパッチワークワールドに転移してきたのは二年ほど前。リングによる都市の消滅はその前に起きたのだ。

　しかしその証しよう言げんはランドゥが語った事、そして達哉たちが実際に目にした事とあまりにも似ている。

　達哉に立花、そしてクリスはいても立ってもいられなくなり、予定を変更して情報収集を中断、リングにより消滅したという都市の跡、おそらくはランドゥが住んでいた都市の跡へ向かったのである。

　どうせ何もない。

　都市の住民からそう聞かされていたにもかかわらず、そこがどうなっているのか自分たちの目で確かめたかったのだ。

　風に黒髪をなびかせながら立花はつぶやく。

「ここに本当に、ランドゥが住んでいた都市があったというのか……」








　あとがき




　遅ればせながら明けましておめでとうございます。

　本年もよろしくお願いいたします。




　そんなわけでおかげさまで第二巻です。

　今回は発売が直前になって遅れてしまい、申し訳ありませんでした。昨年の夏以来、色々とどたばたしておりスケジュールがかなり厳きびしい状態でしたので。今年はなんとかやりくりできそうなので、今後は遅れる事がないようにしたいと思います。




　さて、実は今回も（？）ページ数の関係で後あと書がきが割と長めなのですよ。シリーズ物の二巻辺りというのは、実は後書き的にもあまり書く事がない場合が多いので、正直、どうしたものかと思っておりますが。これからしばらく無む駄だ話にお付き合いいただければ幸いです（笑）。




　これまでの作品や以前ファミ通文庫オフィシャルＷＥＢマガジン「ＦＢｏｎｌｉｎｅ」で掲載されたインタビューなどをご覧頂いた方はご存じかと思いますが、私は割と作品を書く時、そのイメージにあった楽曲などを選んで、それをＢＧＭにする事が多いのですよね。

　言うまでもなくこの『パッチワーク！ワンダーランド』にもそんな楽曲があります。




　一曲目は矢や萩はぎ渉わたるの『冒険者』。

　これは一九九〇年にＥＰＳＯＮエプソンのＣＭ曲として使用されたものです。古いＦ１ファンなら覚えているかも知れませんが、日本人初のレギュラーＦ１ドライバーである中なか嶋じま悟さとるがＣＭに出演しておりました。

　その中嶋悟の息子さん、中嶋一かず貴きが一昨年にＦ１デビューしたのですから、時の流れは早いものです（汗）。

　一九九一年には中嶋悟自身がＣＭソングを歌っておりました。『悲しき水中翼船』という曲でしたが、なんで水中翼船なのかというと、当時、中嶋悟が乗っていたティレルのＦ１マシンが、独どく特とくな形状のフロントウィングを採さい用ようしており、それを水中翼船に見立てたようだと知ったのは、かなり後の事でした。

　中嶋悟と言えば、引退直前に特番に出演した時「尊そん敬けいする人は誰か」という質問への回答が非常に印象に残っております。




「男の子は誰かを尊敬してるとか言っちゃ駄だ目めなんだよ。その人が生きているうちにはね」




　にこやかに笑いながらそう答えたのですが、考えてみると、これは非常に深い意味を持った言葉ですね。

　相手が生きてる間は、ずっとライバルなのだ。だから尊敬しているとは言ってはいけない。

　そうとも解かい釈しやくできます。

　しかも私の記憶が確かならば「男の子」です。

「男」じゃないんですよね。ましてや「男の娘こ」でもない（台無しだ）。

　男の子の心を持っているうちは、相手が生きてる間はすべてライバル。決して尊敬しているとは言ってはいけない。

　なんというか非常にロマンあふれる言葉です。

　私は常々、日本人男性でロマンを口にして良いのは長なが嶋しま茂しげ雄おと加か山やま雄ゆう三ぞうだけ（笑）と思ってましたが、この言葉を聞いた瞬間、中嶋悟が加わりました。

　しかしＦ１ファンならば、その後に起きた事を考えると、何か不思議な因いん縁ねんと疑問を感じてしまうでしょう。

　かつてロータスで中嶋悟のチームメイトであり、一九九四年にサンマリノＧＰ、イモラサーキットで事故により命を落とした希き代だいの天才ドライバー、アイルトン・セナ。

　果たして「尊敬する人は誰か」と聞かれた時、中嶋悟の頭にその名が浮かんだのかどうか。

　まぁ、それは永遠に伏ふせて置いた方がいいのかも知れませんね。




　話は戻りまして『冒険者』ですが、かなりスケールの大きな曲です。この曲がＣＭに使われたのは、前ぜん述じゆつのインタビューよりも前なのですが、歌詞で一人称が『僕ぼく』となっている辺り、何か「尊敬している人」を尋たずねられた中嶋悟の回答に符ふ合ごうするものを感じてしまいました。




　さて『冒険者』がオープニング（笑）にして、ランドゥのテーマ曲とすれば、エンディングにして達哉のテーマ曲に相当するものもあります。

『熱ねつ血けつキッドの唄うた』

　はぁ？　と思われるでしょうが、これも実はＣＭソングです。

　一九九一年にサントリーから発売された「熱血飲料」のＣＭに使われたものです。

　昨年リバイバルされた「鉄てつ骨こつ飲料」に続いて発売された清涼飲料水ですね。

　まあ今で言う機き能のう性せい飲料でしょうか。「鉄骨飲料」も独特なＣＭソングでヒットしましたが、「熱血飲料」は特とく撮さつヒーロー路線でした。

　それもタイトルからも想像できるように、当時でもかなりレトロな方向性です。

「熱血キッド」という名前からして「少年ジェット」を連想させます。いや、さすがに私も「少年ジェット」はリアルタイムで見た事はないですが（笑）。

　ＣＭそのものが特撮番組仕立てになっており、主人公が「熱血飲料」を飲んで変身。専用バイク「熱血号」で駆かけつけ、ヒロインを救出。敵役である悪の権ごん化げが捨すて台詞ぜりふと共に逃げていくという展開で、一連の台詞はＣＤにも収録されていました。

　ネットで調べてみたところ、このＣＭで主人公の熱血キッドを演じていたのは、俳優の唐から沢さわ寿とし明あきだそうで。

　なんとライダーマンやダイワマンＸ以外にも変身ヒーローを演じていたとは（笑）。しかし一人でこんなに何役も変身ヒーローを演じてる役者さんも珍しいですな。いや、ＣＭやスーツアクターですが。




　曲調そのものはレトロな特撮風というわけでもなく、割とノリノリなポップス風でした。こちらのアーティストは当時、数々のＣＭソングを手がけていた「東とう京きようバナナボーイズ」。




　それでまぁ不思議な因縁という程ほどのものではないのですが、これを書くために、インターネットでアーティスト情報などをつらつら調べてみると、今さらのごとく気がついたのです。

　矢萩渉がロックバンド「安あん全ぜん地ち帯たい」のギタリストという事は承知していたのですが、「東京バナナボーイズ」も「安全地帯」の活動に参加していたのですね。

　まぁ当時は結構知られていたのかも知れませんが、私が知らなかったか、あるいはすっかり忘れていたか（笑）。

　なるほど、言われてみると確かに曲調はどこか似ているような気もします。制作年度も一年しか違いませんし。




　私は手持ちのＣＤは携帯オーディオプレーヤーに取り込んで聞いているのですが、作品イメージにあった曲を探す場合、ランダムで再生して気に入ったものを選んでいるのです。

『パッチワーク！ワンダーランド』も作業中、イメージに合った物をと、ランダムに再生していて、この二曲がたまたま耳に入り「よしこれだ！」と思ったもので、アーティストに繋つながりがあったとは思いませんでした。




　本当ならば歌詞を引用できればいいのですが、色々と著ちよ作さく権けんの手続きが煩はん雑ざつなものでして。

　ちょっと調べてみたところ『冒険者』はシングルＣＤと同名のアルバムに収録。『熱血キッドの唄』はシングルＣＤしか発売されていないようです。

　アルバムは頑がん張ばれば見つかるかも知れませんが、シングルＣＤは難しそうですね。でも稀まれに「懐かしのＣＭソング」のような企画ものＣＤが発売される事があるので、それに収録されるのを待つしかないようです。

　機会があったら是ぜ非ひ聞いてみてください。




　なおこの二曲のアーティストですが、矢萩渉は「安全地帯」の完全復活に伴ともない活動再開。

「東京バナナボーイズ」は残念ながら解散してしまったそうです。




　しかしあれですね。この二曲がリリースされた一九九〇年代前半は、ＣＭソングの黄おう金ごん期でしたね。他にも「二十四時間戦えますか」のリゲインＣＭソング『勇気のしるし』なんてものもありましたし。

　最近はというと、何やら年寄りの繰くり言ごとになってしまうのですが、どうにも印象に残るＣＭソングはありませんねえ。

　ＣＭだけ聞いて買いたくなる曲もありませんし、『熱血キッドの唄』等のように商品名をストレートに出した曲もありません。

　アニメの主題歌と同じでアーティストの曲をそのまま流用した、その商品、作品である必然性がないものが増えてきたという感じですかね。

　まぁ不景気ゆえにいちいち曲を作るのも難しい。だったらすでにできあがってる曲をタイアップで使ってしまえと言う事なのでしょうかねえ。




　そんなわけでＣＭソング談だん義ぎをしてもまだ半分しか埋うまっておりません（笑）。




　では最近の身の回りの事でもつらつらと書いていく事にしますか。




　とりあえず新型のＸ－ＢＯＸ３６０を購入しました。

　かなり小型化されましたね。

　もっとも相対的に小さくなったとはいえ、ＡＣアダプターもまだまだ鈍どん器き並の迫はく力りよくがあります（笑）。

　ボディがつやつやな黒になったのはいいのですが、何か触さわると汚よごれが目立ってしまいそうです。

　コントローラーはスタートボタンの位置が変わったのにはいささか戸と惑まどいましたねえ。スタートボタンを押そうとすると、旧きゆう型がたの場所に指が行ってしまう。

　動作音は噂うわさ通り、かなり静かです。ハードディスク容量２５０Ｇのモデルを購入したので、これでガンガンゲームをインストールしていけそうです。

　以前使っていた旧型も本体そのものには問題はないのですが、どうも映像端たん子しの接せつ触しよくが悪くなっているようなのですね。修理に出せば簡単に直るとは思うのですが、ハードディスクが20Ｇのモデルですでに容量は一杯。

　新しいハードディスクを買うなら、新型買っちゃった方がいいかと思いまして。

　まぁよい買い物だったかと思います。

　これを書いているのは年末なので、まずは『バーチャロンフォース』ですね。もともと『バーチャロンフォース』に合わせて買い換かえようかと思っていたところに、折良くというか悪くというか、今まで使っていた本体の映像端子が調子悪くなったものですから。

　まだ『バーチャロンフォース』そのものは箱に入ったままでプレイしておりません。この後書きを書き終えたらさっそく始める予定です（笑）。

　Ｘ－ＢＯＸ３６０の新作ゲームといえば、懸けん案あんの（笑）『アイドルマスター２』ですか。

　くどいようですが、これを書いている時点ではまだ二〇一〇年末なので、うかつな事はいえません（笑）。２５０Ｇモデルを選んだ理由の一つが『アイドルマスター２』のＤＬＣに備そなえての事でした（……って過去形!?）。

　……さて、どうしましょうかねえ（笑）。

　とりあえずは現状では静せい観かん派ですかね。日和ひより見みと言われても、まずは情報が出てくるのを待つだけです。

　まぁ状況によってはあっさりと手の平を返す用意はありますので、期待通りの内容になってくるのを祈りましょう。

　もちろん『ライブフォーユー！２』やいきなり『アイドルマスター３』になっても一向に構かまいません（笑）。




　ゲームと言えば去年（二〇一〇年）はほとんど車ゲーばかりやってましたな。

　ＲＰＧは続けてプレイしないと訳がわからなくなるので、あまりやらなくなってしまいました。

　最近はダウンロード販売で、結けつ構こう懐なつかしいゲームが出るので、パッケージで新しいゲームを買う事も少なくなりましたねえ。

　私がシューターだという事は皆さんもご存じかと思いますが、シューティングゲームはダウンロード販売が多いですからねえ。

　そんな状況にあっても『ダライアスバースト　アナザークロニクル』をアーケードに投入してくれたタイトーさんには感謝しなければなりませんな。

　ＰＳＰ版『ダライアスバースト』のアンケートに「アーケード版希望」と書いた甲か斐いがあったというものです。

　まぁその時にはよもやこのご時じ世せいにシューティングの新作が、それも専用特製筐きよう体たいでリリースされるなんて夢にも思っていませんでしたが。




「日本の文化は身内受けの文化」と言った人がいるそうです。

　ただしそれは決して悪い意味ではなく、志こころざしを同じくする者同士が「どうだ、これ凄すごいだろう」と自じ慢まんし合うところから始まり、徐じよ々じよにそれがとぎすまされていく。それでいて決して敵対的な競争になる事はなく、互たがいに尊そん重ちようしあい切せつ磋さ琢たく磨ましていく。




　現在、日本のゲーム開発状況は決して良いものではないと言われております。かつてゲーム業界に身を置いていた者としては、案外この「身内受けの文化」こそが、日本のゲームの本質であったのかも知れないとも思いますねえ。

　下へ手たに海外市場を狙ねらい、無闇にマーケティング対象を広げてしまった結果、誰に何を売り、それをどう作っていいのかわからなくなってしまい、いたずらに迷走を繰くり返しているような気もします。

　少年ジャンプに連れん載さいされている人気漫画は世界中で読まれていますが、ジャンプ編集部が参考にしているアンケートは、あくまで週刊少年ジャンプを読んでアンケートハガキを送ってくれた読者からのもの。

　世界中の読者からすればごくごく一部でしかないのにそれでも成功している。

　案外この辺へんに、それもごくシンプルな解かい答とうが転がっているような気がしないでもありません。

　浮うき世よ絵えしかり、盆ぼん栽さいしかり。日本の文化はごく狭い範はん囲いで自慢し合うところから始まり、それが何だかよくわからないうちに、明後日あさつての方向へ進化して、世界的に例を見ない文化に成長していった。

　長屋の裏で盆栽を自慢し合う辺あたりに視点を戻すと、何か新しい発見があるのかもしれませんね。




　さて、長かった後書きもあと少しとなって参りました（笑）。




『パッチワーク！ワンダーランド』ですが、次の第三巻でクライマックスの予定です。

　ランドゥの過去の因縁。そしてアーサーの実験や、リッカと名乗る少女の正体。

　さらに達たつ哉やはパッチワークワールドとどうかかわっていくのか!?

　第三巻はクライマックスだけあって、ボリューム増ぞう加か（当とう筆ひつ者しや比ひ）でお送りしたいと思っております。




　春頃には第三巻をお届けできる予定ですので、ご期き待たいいただければと思います。




　最後になりましたが、イラストのマニャ子さま。第二巻も素す晴ばらしいイラストをありがとうございました。今回も原稿が遅れてしまい、年としの瀬せのお忙いそがしい時期にご迷惑をかけて申し訳ありません。




　それでは第三巻でお会いしましょう。





庄しよう司じ 卓たかし
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